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さ
あ
I
そ
の
涙
を
か
み
し
め
、
次

に
向
か
つ
て
ダ
ッ
シ
ュ
し
よ
う

三
年
閻
の
中
学
校
生
活
が
終
わ
り
、

令
日
睛
れ
の
卒
業
式
。

代
表
の
答
辞
は
卒
業
の
感
慨
を
い

つ
そ
う
ふ
く
ら
ま
せ
、
み
ん
な
の
胸

に
学
窓
の
日
々
の
思
い
を
鮮
や
か
に

よ
み
が
え
ら
せ
て
く
れ
ま
し
だ
。
感

激
で
涙
が
と
ま
ら
な
か
つ
だ
卒
業
式

゜み
と
こ
ろ

第
一
回
定
例
村
議
会
（
各
種
新
年
度

予
算
な
と
可
決
）
…
…
2
S
5

p

東
小
学
校
校
舎
竣
工
式
…
…
…6
p

保
健
セ
ン
タ
ー
完
成
す
る
…
…7
p

青
年
の
船
団
員
募
集
・
保
健
セ
ン
タ

ー
完
成
を
語
る
3
0
行
…
…
…8
p

無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ワ
ー
ル
・

標
準
小
作
料
決
ま
る
…
…
…
9p

カ
メ
ラ
ニ
ュ
ー
ス
・
…
…
•
1
0
S
1
1
P

子
供
会
人
物
画
コ
ン
ワ
ー
ル
・
・
1
2

p

寄
付
あ
り
が
と
う
•
お
知
ら
せ
・

村
の
う
ご
き
·
…
…
…
•
1
3

ー

1
4p

（
明
中
に
て
）
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上
程
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

◎
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

◎
村
営
下
江
黒
土
地
改
良
事
業
（
小

規
模
排
水
）
の
施
行
に
つ
い
て

◎
農
業
共
済
事
業
事
務
費
の
賦
課
総

額
等
の
決
定
に
つ
い
て

◎
渡
船
越
立
請
負
受
託
に
つ
い
て

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

◎
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

◎
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

◎
農
業
共
済
事
業
会
計
補
正
予
算

◎
昭
和
5
9
年
度
一
般
会
計
予
算

◎
昭
和
5
9年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

◎
昭
和
5
9
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

◎
昭
和
5
9
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

◎
昭
和
5
9年
度
農
業
共
済
事
業
会
計
予
算

◎
明
和
村
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充

員
の
選
挙
に
つ
い
て

◎
陳
情
書
（
医
療
関
係
）
に
つ
い
て

詳
細
は
九
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

農
業
共
済
事
業
の

事
務
費
の
賦
課
総
額
等

の
決
定
に
つ
い
て

く
、
存
続
が
必
要
な
く
な
る
た
め
廃

止
さ
れ
る
も
の
で
す
。

《
主
な
議
案
内
容
》

千
津
井
渡
船
の

請
負
受
託
に
つ
い
て

詞
誓
旦
器
日

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置

管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
い
、
そ

の
設
置
及
び
管
理
運
営
な
ど
に
必
要

な
基
本
的
事
項
を
定
め
、
条
例
化
し

た
も
の
で
す
。

国
民
年
金
印
紙
購
入

基
金
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

保
険
料
納
付
か
口
座
振
替
制
度
の

導
入
に
伴
い
、
従
来
の
よ
う
に
印
紙

の
前
買
い
か
出
来
な
く
な
る
た
め
、

事
実
上
「
基
金
」
の
役
割
が
果
せ
な

村
営
下
江
黒
土
地
改
良

事
業
（
小
規
模
排
水
）

施
行
に
つ
い
て

農
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
た
め
、

土
地
改
良
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で

概
要
は
、
下
江
黒
地
内
の
排
水
路
九

五
0
区
と
暗
き
ょ
排
水
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
事
業
。
概
算
六
‘
七
六
七
万
円
。

単
年
度
工
事
で
、
事
業
負
担
率
は
、

国
5
0
%、
県
2
5
%、
地
元
負
担
2
5
%

の
計
画
と
い
う
も
の
。

村
の
農
業
共
済
事
業
を
行
う
た
め

に
必
要
な
事
務
費
を
加
入
者
に
賦
課

す
る
総
額
を
前
年
と
同
率
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

共
済
の
賦
課
総
額
は
、
五
七
一
万

四
千
円
と
な
り
ま
す
。

千
津
井
と
羽
生
市
を
結
ぶ
、
千
津

井
渡
船
の
運
航
を
‘
本
年
度
も
県
か

ら
年
額
五
百
六
十
一
万
円
で
請
負
っ

て
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
九
、
三
八
六
万
三
千
円
を
滅

額
し
て
、
予
算
の
総
額
を
二
十
億
四
‘

0
一
四
万
六
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
出
内
容
は
、
減
額
で
議
会

費
の
議
員
定
数
減
に
伴
い
七
四
三
万

四
千
円
。
農
林
水
産
業
費
の
県
営
排

水
対
策
特
別
事
業
地
元
負
担
金
三
一

六
万
五
千
円
。
商
工
費
の
労
働
福
祉

施
設
資
金
貸
付
三
三
三
万
三
千
円
。

土
木
費
の
道
路
改
良
工
事
な
ど
の
施

工
見
込
の
つ
か
な
か
っ
た
も
の
五
‘

六
0
0
万
円
。
教
育
費
の
河
川
敷
運

動
場
建
設
な
ど
の
入
札
減
な
ど
で
二
、

八
八
八
万
五
千
円
。
合
わ
せ
て
総
額

九
‘
八
八
一
万
七
千
円
の
歳
出
減
額

で
す
。

他
方
歳
出
増
額
は
、
総
務
費
の
財

政
基
金
利
子
積
立
の
ニ
―
六
万
円
。

民
生
費
の
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
年

金
の
―
二
万
円
。
農
水
費
で
農
地
流

動
化
奨
励
金
一
六
二
万
九
千
円
。
教

育
費
の
東
小
外
構
工
事
設
計
管
理
委

託
料
三
万
二
千
円
、
中
学
校
の
修
繕

料
五
七
万
円
。
公
債
費
の
四
三
万
二

千
円
。
諸
支
出
金
の
土
地
開
発
基
金

利
子
積
立
の
一
万
一
千
円
、
合
わ
せ

て
四
九
五
万
四
千
円
の
追
加
と
な
り
‘

差
し
引
き
九
、
三
八
六
万
三
千
円
の

減
額
補
正
と
な
り
ま
す
。

一
方
主
な
歳
入
増
額
は
、
地
方
交

付
税
四
二
六
万
二
千
円
。
国
庫
支
出

金
（
公
立
学
校
建
物
建
築
費
補
助
金

一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
今
議
会
二
回
目
）

（
の
案
件

追
加
な
ど
）
九
0
八
万
円
。
県
支
出

金
（
地
域
農
政
推
進
対
策
事
業
補
助

金
な
ど
）
一
三
六
万
四
千
円
。
財
産

収
入
ニ
―
七
万
一
千
円
。
繰
越
金
一
、

二
三
七
万
三
千
円
。
村
債
一
、
0
1

0
万
円
。
合
わ
せ
て
三
‘
九
三
五
万

円
。他

方
歳
入
滅
額
で
、
繰
入
金
一
億

三
千
万
円
。
諸
収
入
三
ニ
―
万
三
千

円
。
合
わ
せ
て
、
一
億
三
、
三
ニ
―

万
三
千
円
の
減
額
と
な
り
、
差
し
引

き
九
、
三
八
六
万
三
千
円
の
減
額
と

な
る
も
の
で
す
。

既
定
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
一
、
四
六
八
万
四
千
円
を
追
加
し

て
、
予
算
総
額
を
二
十
億
五
四
八
万

三
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
出
は
、
農
林
水
産
業
費
で

新
設
高
校
周
辺
水
路
改
修
工
事
費
追

加
な
ど
一
、
三
六
0
万
円
で
す
。

ま
た
、
土
木
費
の
災
害
復
旧
費
五

十
九
万
円
、
公
債
費
四
九
万
四
千
円

で
す
。

一
方
主
な
歳
入
は
、
県
支
出
金
の

新
設
高
校
周
辺
水
路
改
良
工
事
委
託

金
追
加
で
一
、
三
六
0
万
円
、
国
庫

補
助
金
の
災
害
復
旧
費
補
助
金
三
八

万
二
千
円
、
そ
れ
か
ら
、
地
方
交
付
‘

税
の
五
0
万
二
千
円
、
村
債
の
二
〇

万
円
で
す
。
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各
種
新
年
度
予
算

新
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
、
新

年
度
各
種
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
三
ー
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

0
選
挙
管
理
委
員

●
青
山
喜
市
郎
閻
（
下
江
黒
）
再

●
籾
山
幸
一
翻
（
千
津
井
）
再

●
安
見
智
尋
鱈
（
新
里
）
新

●
大
塚
雅
勇
闘
（
大
佐
貫
）
新

圏
同
補
充
員

●
原
口
角
次
郎
闘
（
大
輪
）
新

●
坂
上
源
次
認
（
中
谷
）
新

●
奈
良
原
英
夫
翻
（
矢
島
）
新

●
田
島
弘
闘
（
南
大
島
）
新

（
敬
称
略
）

国
立
療
養
所
西
群
馬
病
院
・
全
医

労
群
馬
地
区
協
議
会
（
代
表
、
黒
岩

竹
次
郎
）
よ
り
提
出
さ
れ
た
陳
情
書

は
、
「
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
」

に
付
託
さ
れ
、
継
続
審
議
と
な
り
ま

し
た
。 陳

情
書
に
つ
い
て

村
選
挙
管
理
委
員

及
び
補
充
員
の

選
挙
に
つ
い
て

紙
面
の
都
合
に
よ
り
‘
質
問
・

答
の
内
容
に
つ
い
て
は
‘
要
旨

を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

詳
細
は
‘
五
月
に
発
行
さ
れ
ま

す
「
議
会
だ
よ
り
」
を
お
読
み

下
さ
い
。
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館
林
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
＿
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泉
田
公
一
郎
議
員
館
林
市
と
の
合

併
に
つ
い
て
は
、
六
十
年
三
月
を
目

標
に
推
進
す
る
と
昨
年
の
五
月
の
定

例
会
で
申
さ
れ
た
か
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
答
〕
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
五
月
の
定
例
会
で
、
九
月
頃
な

ん
ら
か
の
名
称
の
団
体
を
つ
く
っ
て

推
進
し
ま
す
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が

ご
案
内
の
と
お
り
‘
七
月
の
村
議
会

議
員
の
選
挙
後
に
お
い
て
、
選
挙
戦

の
問
題
か
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
沈
静
化
が
約
年
内
一
ぱ

い
か
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
二
月

に
は
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

更
に
、
こ
れ
等
が
終
っ
た
時
点
で
新

年
度
の
予
算
編
成
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
等
の
こ
と
で
、
こ

の
問
題
に
は
、
な
か
な
か
対
応
出
来

な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
深
く
お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
四
月
上
旬
に
は
、
農
協
の

役
員
選
挙
等
も
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
も
の
が
終
っ
た
時
点
で
、
ど

う
い
う
名
称
か
で
、
検
討
あ
る
い
は

研
究
団
体
を
つ
く
っ
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

始
沢
三
郎
議
員
今
回
、
重
要
政
策

の
一
っ
と
し
て
導
入
す
る
新
農
業
構

造
改
善
後
期
対
策
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
事
業
主
体
（
農
業
近
代

化
施
設
整
備
事
業1
1
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
設
置
）
を
明
和
農
協
に
し
た
こ
と

は
、
農
業
振
興
に
役
立
つ
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
、
極
め
て

規
模
も
大
き
く
、
広
範
囲
の
支
持
と

協
力
が
必
要
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

多
く
の
人
々
が
潤
う
こ
と
に
も
な
り

ま
す
が
、
た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
こ

の
村
に
二
つ
の
農
協
か
あ
る
こ
と
で

す
。
経
済
の
原
理
か
ら
し
て
マ
イ
ナ

ス
面
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

以
前
、
有
志
に
よ
る
合
併
の
努
力

か
あ
り
ま
し
た
が
成
功
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
二
つ
の
農
協
と
い
う
境
界
を

な
く
し
て
幅
広
い
協
力
と
利
用
者
を

募
っ
て
完
成
さ
せ
、
よ
り
多
く
の
人

が
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
振

興
が
果
た
せ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
事
業
主
体
が
農
協
で
あ
り
ま

し
て
も
‘
行
政
指
導
は
相
当
要
求
さ

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
考
え
で
臨
ま
れ
る
の
か
。

〔
答
〕
新
農
構
後
期
対
策
事
業
に
つ

い
て
は
、
国
の
補
助
事
業
で
あ
り
ま

9

9

9

9

9

9

9

,

 

一
新
農
構
事
業
に
期
待
し
て

水道事業会計

◆収益的収入 ◆収益的支出

65,800千円 64,446千円

◆資本的収入 ◆資本的支出
91,700千円 1億56,455千円

※不足額64,755千円は、過年度

分損益勘定留資金などで補てんす
◆業務の予定量
●給水戸数 2,687戸

●年間総給水量 1,198, 000m' 
●一日平均給水量

3, 274m' 
●主な建設改良事業
第 4 水源施設ー式
を増設する。

---------------------------------

国民健康保険事業

◆歳入・歳出総額3億68,900千円
► 主な歳入
●国唐支出金 1億88,972千円
●国民健康保険税

1億33,181千円
► 主な歳出
●保険給付費 2億70,735千円
●老人保健拠出金73,659千円

す
。
事
業
費
は
約
九
億
三
千
五
百
万

円
、
単
独
融
資
事
業
で
二
億
円
、
合

わ
せ
て
十
一
億
三
千
五
屈
万
円
に
な

り
ま
す
。
実
施
期
間
は
正
岸
間
。

内
容
は
、
既
に
行
っ
て
い
る
ソ
フ

ト
面
の
推
進
事
業
、
そ
れ
か
ら
ハ
ー

ド
面
の
土
地
基
盤
整
備
事
業
、
農
業

近
代
化
施
設
整
備
事
業
、
生
産
施
設

環
境
整
備
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
質
問
は
、
こ
の
中
の
農
業
近
代

化
整
備
事
業
（
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
設

置
）
を
実
施
し
た
場
合
、
運
営
・
運

用
の
面
で
多
少
懸
念
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
、
明
和
農
協

農業共済事業

◆予算総額 79,912千円
►収益的収入・支出内訳

●農作物共済勘定38,099千円
●家畜共済勘定 8,456千円
●果樹共済勘定 3,242千円
●園芸施設共済勘定6,395千円
●業務勘定 23,720千円

老人保健会計

◆歳入・歳出総額2億28,716千円
（前年比10.8％増）

► 主な歳入
●支払基金交付金

1 億60,101千円

●国庫支出金 45,648千円
► 主な歳出
●医療諸費

管
内
の
水
田
面
積
が
あ
れ
ば
十
分
対

応
は
可
能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
、
当
初
の
三
•
四
年
は
大
変

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
か
‘
個
人
で
入

れ
た
機
械
か
償
却
し
て
買
替
え
の
時

期
に
な
れ
ば
利
用
者
は
相
当
増
え
る

と
思
い
ま
す
。
事
実
、
前
僑
市
で
は

今
申
し
上
げ
た
よ
う
な
事
が
実
例
と

し
て
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
当
初
は
多
少
大
変
だ

と
思
い
ま
す
か
、
広
域
的
に
希
望
を

と
る
こ
と
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
。

た
だ
、
こ
う
い
っ
た
問
題
に
つ
い

て
は
、
農
協
か
ら
も
、
行
政
側
に
そ

2 億 28,412千円

の
時
点
で
協
議
な
り
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
農
協
‘
行
政
が
一
致
協

力
し
合
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
農
協
合
併
の
こ
と
か

で
ま
し
た
が
、
ご
く
最
近
の
農
協
本

部
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
一
組
合
五

百
戸
以
下
の
組
合
に
は
、
こ
れ
か
ら

強
力
に
合
併
推
進
を
す
る
と
い
う
情

報
も
あ
る
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
協
‘
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
当
事
業
を
成
功
さ

せ
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
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明
日
の
明
る
い
明
和
村

建
設
を
め
ざ
し
て

奈
良
村
長
は
、
村
議
会
定
例
会
初

日
の
三
月
十
日
に
、
新
年
度
予
算
の

上
程
に
あ
た
り
、
予
算
編
成
方
針
及

び
概
要
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
し

た
。
（
要
旨
掲
載
）

新
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
国
の
予
算
及
び
、
地
方
財
政

計
画
を
指
針
と
し
、
経
済
の
動
向
を

踏
え
、
新
し
い
時
代
に
対
処
す
る
た

め
、
村
の
実
情
と
そ
の
将
来
を
考
え

合
わ
せ
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
ま

59年度予算（一般）

00万円
活の安定を最優先

●延滞金加算金及び過料 I 02千円
●村預金利子 6,790千円

●貸付金元利収入 12,454千円

●雑 入（国民年金印紙売さばき代

金及び同手数料ほか）
1 億84,886千円

●館林地区消防組合負担
金（常備消防費）

59,508千円
（非常備消防費）

8,718千円
（消防施設費）

8,391 千円
4,827千円

2,500千円

4,840千円

8, I I 0千円

・ II . // 

・県負担金…… •••6,269千円
●農業委員会負担金
・県補助金•••…… 94,830千円
●農業費補助金
●道路橋りょう費補助金
・委託金・・・・・・・・・・・・ 18,463千円
●県民税徴収委託費
●渡船運営賞委託金

1 億39, I 00千円

36,465千円

3,698千円

72,456千円
11,300千円

7,894千円

5,610千円

当初予算の推移(5年間）
（前年対比）

91,009千円
29,777千円
20, I 12千円
23, I 08千円
4,346千円
13,666千円

1 億70,087千円

●国庫負担金（保育所措置費
負担金ほか） 20,865千円
●国庫補助金（村道工事賞補
助金ほか） 29, I 19千円
●委託金（国民年金事務委託
金ほか） 4,555千円

●県営排水対策特別事業債
30,600千円

●小規模排水対策特別事業
11,600千円

●団体営土地改良事業債
9,500千円

●地方譲与税 45,000千円
●分担金及び負担金 42,832千円
●自動車取得税交付金 37,000千円
●使用料及び手数料 18 、 824千円
●財産収入 17,128千円
●交通対策特別交付金ほか 2千円

2
0億

15 

10 

5
 

゜

●村民税
●固定資産税
●軽自動車税
●村たばこ消費税
●電気税
●特別土地保有税

一
六
億
七
、
五
0
0

万
円
（
三
三
・
八
％
）

＿
九
億
一
、
二
九
0
万
円
（
四
・
四
％
減
）

二
0
億
八
0
万
円
(
O
·
O
%
)

二
0
億
円
(
-
九
・
四
％
）

2億 63,350千円
2億 94,940千円

10,090千円

33,000千円
53 、 000千円
I,000千円

一
九
億
六
、
七
0
0

万
円
（
ニ
・
八
％
）

5
5年

5
6年

5
7年

5
8年

5
9年
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し
た
。真

に
郷
土
の
発
展
と
住
民
生
活
の

安
定
を
第
一
と
し
て
、
一
般
行
政
費

を
厳
し
く
抑
制
し
、
経
費
支
出
の
効

率
化
を
基
本
理
念
と
し
て
、
予
算
編

成
に
あ
た
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

新
年
度
は
、
特
に
、
小
規
模
排
水

事
業
、
新
農
業
構
造
改
善
事
業
、
明

和
中
学
校
校
庭
の
整
備
事
業
、
上
水

道
第
三
次
変
更
事
業
と
し
て
、
第
四

水
源
地
の
建
設
、
新
設
高
校
な
ど
の

新
規
事
業
を
計
画
し
、
豊
か
な
活
力

あ
る
村
づ
く
り
に
努
め
‘
積
極
予
算

と
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

更
に
、
道
路
改
良
工
事
を
は
じ
め

と
し
て
、
福
祉
の
充
実
、
産
業
教
育

文
化
の
振
興
な
ど
の
重
要
事
項
に
つ

い
て
も
、
従
来
か
ら
の
ペ
ー
ス
を
継

続
し
、
更
に
、
充
実
を
は
か
る
よ
う

努
め
、
明
日
の
明
る
い
明
和
村
建
設

を
念
願
し
て
、
新
年
度
予
算
を
編
成

し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
各
位
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ー

9億6,7
郷土発展と住民生

●道路台帳修正委託料
●道路側溝新設整備費
●道路補修用砕石代

●測量調査委託料

●道路改良工事費
●道路用地買収費
●物件補償費

●渡船運営費
●舗装工事費

●地図作成委託料

I,500千円

15,000千円

2,910千円

8,840千円

1 億53,000千円

27 I 700千円
29,000千円

5,740千円

64,000千円

10,290千円

●村社会福祉協議会補助金 2,997千円
●老人クラブ育成助成金 I,507千円
●敬老年金 2,045千円
●老人保健特別会計繰出金 11,494千円
●火葬費用助成金 I,350千円
●医療扶助費 10,296千円
●児童手当 13, I 04千円
●保育園費 82,010千円
●分福ヘルスセンター入場料負担金863千円
●国民年金保健料印紙購入費 1 億80,820千円

●「広報めいわ」発行費
●交通安全対策費
●村誌作成原稿執筆委託料

●財政調整基金利子積立
●県知事選挙費
●新設高校寄付金

・小学校費•……•65,227千円
●西小トイレ補修工事ほか
●教材、図書購入費
●光熱水費
・中学校費………67,145千円
●校庭、テニスコート改修工事ほか

31,256千円
4,032千円
5, I 08千円
34,467千円

7,609千円
7,063千円
6,480千円

●教材、図書購入費
●光熱水費
・幼稚園費（教材購入など）
・公民館費……••17,938千円
●警備清掃業務委託料
●図書購入費
●光熱水費
・保健体育費•……••33,308千円
●社会体育館受付清掃業務委託料 2,504千円
●河川敷運動場（太陽の広場）建設費 13,747千円
●光熱水費 3,786千円

4,326千円
I,000千円
5,644千円

●元金返済
●土木

●農林水産
●教育
●公営住宅
●その他

●利子など

●邑楽館林医療事務組合負担金
及び出資金

●各種予防検査委託料
●母子栄養強化牛乳扶助
●衛生害虫駆除用薬剤費
●廃棄物処理委託料ほか
●館林衛生施設組合負担金
●診療所費

●保健センター管理費
●水道事業会計繰出金

9, I 01 千円
4,583千円

945千円

I, 789千円
4,940千円

9,410千円

465千円

4,363千円

50,000千円

●商工費·……•24,295千円
●村商工会助成金 3,500千円
●商業設備近代化資金貸付金ほか 12,454千円
●予備費・・・…… 5,500千円
●諸支出金…… 4,031 千円

●議員報酬
●議員期末手当
●議員共済会公費負担金ほか
●「議会だより」発行費

4,677千円

6,901 千円

I, I 00千円

13,000千円

2,082千円

9,200千円

●農業委員会費
●稲作請負防除補助金

●各種農業融資利子補給金
●測量委託料

●用水排水及び農道改良工事費

●県営排水対策特別事業負担金

9狂と言 • I • 
9=  

”.. 

15,948千円 ・＝• •芦

6,518千円
2,07 1 千円 = ; -声:. 、 ,.. ̀  

606千円 : .. 、 ”か竺

ー田E口11 瓢
曹藍霰『閃 ,' H屯：k,, 紐-
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/‘‘ 

い年資
ま金金こ
す資のの
゜金一明
ヵ~部和

らは東
融郵小
資便学
を局校
受のの
け簡建
て保設

‘‘グ’

竣工にあだり

明和村長

奈良 丑松

このたび改築した北校舎は、学校統合前は千江田中学校の
校舎として、学校統合後は明和東小学校の校舎として、 30有
余年の風雪に耐え、数多くの人材を社会に送りだし、村民に
親しまれてまいりましたが、危険校舎を解消するとともに、
特別教室を増設して、新教育課程のめざす「ゆとりと充実」
の教育を推進するため、村行政の重点事業として改築工事を
進めてまいりました。
本日、村民の期待を担って，

派に完成いたしました。

この工事が、関係各位のご指導により順調に進み、めでた
＜竣工の運びとなりました。ここに改めて、国・県のご指導、
ならびに、本村議会・建設委員会をはじめ村民各位のご支援
とご協力に深甚なる謝意を表しますとともに、直接、教育を
担当される先生方に、教育の重要性を深く認識され、よりよ
い効果をあげますよう、特段のご努力をお願いし、児童の健
全な成長を心よりご祈念申し上げましてご挨拶といたします。

近代的校舎として、ここに立

こ
の
程
、
東
小
学
校
校
舎
の
改
築
工

事
が
終
了
し
た
の
に
伴
い
、
三
月
二
十

四
日
、
関
係
者
・
同
校
の
先
生
生
徒
二

五
0
人
の
参
列
を
得
て
竣
工
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
は
、
村
長
の
式
辞
で
始
ま
り
、
多

数
来
賓
の
方
の
祝
辞
が
行
わ
れ
た
後
、

建
設
・
設
計
会
社
に
、
村
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
る
な
ど
し
て
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

最
後
に
生
徒
を
代
表
し
て
、
六
年
生

の
砂
賀
真
由
美
さ
ん
は
「
こ
の
す
ば
ら

し
い
校
舎
で
勉
強
が
で
き
幸
福
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
新
校
舎
に
恥
じ
な
い
よ

う
勉
学
に
運
動
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
」
と

お
礼
の
こ
と

ば
を
の
べ
ま

し
た
。

名
称
明
和
村
立
明
和
東
小
学
校

所
在
地
明
和
村
大
字
千
津
井

2
9
3

構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

建
築
面
積
校
舎
＿
八
八

0
•
五
七

平
方
以
▼
体
育
小
屋
四
四
・
三
平
方

ば
▼
屋
外
ト
イ
レ
＿
九
・
三
一
平
方

メ
ー

ト
ル工

事
費
校
舎
及
び
附
帯
建
物
三
億

一
千
万
円
▼
外
構
ほ
か
五
五
一
万
一

千
円

備
品
費
三
二
二
万
七
千
円

室
数
普
通
教
室

4

▼
音
楽
室
▼
準

備
室
▼
図
工
室
▼
特
殊
学
級
室
▼
教

育
相
談
室
▼
教
育
機
器
室
▼
視
聴
覚

室
▼
被
服
室
▼
調
理
実
習
室
▼
児
童

会
室
▼
資
料
室
▼
教
具
室
な
ど

起
工
昭
和
5
8
年
7

月

2
1日

竣
工
昭
和
5
9
年
2

月
2
9
日

概
要

東小学校校舎（改築）完成

竣工式に250人が参列
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この保健センターの建設資金の一部は郵便局の簡保、年金資金から融資を受けています。
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明和村保便ャ・クー折ほ工事丸I記令犬専

<9＝二

待
望
の
保
健
セ
ン
タ
ー
が
、
こ
の

ほ
ど
完
成
。

三
月
三
十
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
竣

工
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
村
長
、
村
議
会
議
長
、

議
員
、
各
区
長
、
母
子
推
進
員
な
ど

村
関
係
者
を
始
め
、
県
議
会
議
員
、

県
関
係
者
、
建
設
、
設
計
業
者
、
そ

れ
に
、
貴
重
な
土
地
を
提
供
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
な
ど
多
数
が
参
列
さ
れ

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

村
長
は
式
辞
で
「
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
保
健
サ
ー
ビ
ス

の
拠
点
と
し
て
‘
健
康
づ
く
り
を
積

極
的
に
推
進
し
、
村
民
に
密
着
し
た

各
種
の
健
康
診
査
、
相
談
の
向
上
を

図
り
皆
様
の
健
康
増
進
に
努
め
ま
す
L
o

と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
次
の
方
が
た
に
村
長
よ
り

感
謝
状
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

●
阿
佐
美
設
計
株
式
会
社

●
荒
井
建
設
株
式
会
社

●
小
平
喜
章
（
新
里
）
土
地
提
供

●
堀
口
な
か
（
新
里
）
土
地
提
供

（
敬
称
略
）

村
民
の
保
健
衛
生
更
に
向
上

国■

概
要

名称

所在地
構造
建築面積
工事費

工事期間

保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

明和村保健センター
大字新里312番地
鉄筋コンクリート平家建
432m' 

7,424万 9 千円（本体6,450万円。外構460万
円。備品費310万円。その他204万 9 千円）
昭和58年 9 月 24 日～ 59年 2 月 29 日（完成）
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世界の若者と配）名ぉう 渭年碍i派遣憂募燥
訊虔＼青年の船＼・

◎区分、募集人員、応募資格

群馬県教育委員会では、総理府主催の「昭和59年度各種海外

派遣団員候補者」を次のとおり募集しています。

(8) 

: 派遣時期 本県 応募資格
団員区分 班区分・訪問国 推せん

期間 人貝 年令社会への貢献心身の状況語学力

アフリカ第 1 班（アルジェリア） 25オ 訪問国語

渉外団員
アフリカ第 2 班（ケニア）

若干名 i がたん能

青 年 9 月～ 10 月 34オ な者。

海外派遣
中近東班（アラブ首長国連邦）

（約 3 週間） 地域、職場又 心身が健康で

一般団員
中米班（メキシコ） は青少年団体 協調性に豊み、

合わ 20オ ※ 
南米班（チ 1)) 

等において現 派遣計画に従 簡単な英
せて i 

に青少年活動 って規律ある 会話ので
日本青年 9 月～ 10 月 約 6 人 29オ きる者。

団 員 中華人民共和国 を行っている 団体生活ので
中国派遣 （約10 日間）

者、又は帰国 きる者。

東南アジア 日本 アセアン 5 カ国 9 月～ 11 月 18オ 後活発な青少 ◎英検 2 級

( ィンドネシア・マレーシア・フィ ) 若干名 \ 年活動が期待 以上の能力
青年の船 参加青年 リピン・シンガポール・タイ （約60 日間） 30オ を有する者

20 オ
できる者。

一般団貝 約12名 I ※に同じ

南西アジア諸国 60年 1 月
29 オ

22 オ
青年の船 渉外団貝 ~ 3 月 若干名 i ◎に同じ

（インド・スリランカ等） （約50 日間）
31 オ
30 オ 青経少験年豊指か導な者の 人格円満で尚い

班長 若干名 I 指導力のある人 ※に同じ
34 オ

♦応募方法：県教育委員会青少年課、又は本村教育委員会に備えてある申込書類を整備のうえ、県教育委員会青少年課へ提出する。
●応募期限：昭和59年 4 月 18 日（水）午後 5 時までに県教育委員会青少年課へ必着のこと。
♦欠格条件：国の同種の事業に参加経験のある者及び学校在学中の者（但し夜間通信学生は除く）など。

♦問合せ先：群馬県教育委員会事務局指導部青少年課（電話： 0272-23-111| ―内線4143) におたずねください。

私
達
母
子
保
健
推
進
員
先
進
地

視
察
研
修
の
折
、
村
長
さ
ん
が
お

約
束
し
て
下
さ
い
ま
し
た
保
健
セ

ン
タ
ー
が
、
こ
の
程
立
派
に
完
成

い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
感
無
量
で
ご
ざ
い
ま
す
。

乳
幼
児
、
妊
婦
健
診
を
は
じ
め
村

民
皆
様
の
健
康
診
断
‘
健
康
相
談
、

貧
血
、
高
血
圧
そ
の
他
食
生
活
の

貸
与
制
度
の
お
知
ら
せ

設
備
の
近
代
化
を
図
る
中
小
企
業

者
、
特
に
小
規
模
企
業
者
に
対
し
て
、

機
械
設
備
を
長
期
の
割
賦
で
貸
与
す

る
も
の
で
す
。
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

圏
対
象
企
業

◎
本
県
内
に
工
場
又
は
事
業
所
を
有

し
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
中
小

企
業
・

V
®貸
与
を
受
け
ら
れ
る
資
格

①
業
種
は
、
機
械
金
属
工
業
（
エ
具

中
小
企
業
設
備

江原サイさん（大輪）

（
文
・
題
字
と
も
江
原
さ
ん
で
す
）

ー
ム
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

従
来
は
、
中
央
公
民
館
の
和
室
を
健
康
は
何
も
の
に
も
勝
る
幸
福

主
に
使
っ
て
、
各
種
の
検
診
・
相
談
で
す
。
私
達
母
子
保
健
推
進
員
も

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
よ
り
一
層
研
修
を
重
ね
健
康
維
持

な
行
事
（
会
議
な
ど
）
か
重
っ
た
時
増
進
の
た
め
微
力
な
が
ら
努
力
し

な
ど
は
、
大
変
混
雑
し
て
、
円
滑
な
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

製
造
業
な
ど
）
・
軽
工
業
（
日
用
品

貨
製
造
業
、
ガ
ス
業
な
ど
）
・
繊
維

工
業
（
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
、
縫
製
品

製
造
業
な
ど
）
・
農
林
水
産
業
（
食

料
品
製
造
業
な
ど
）
•
そ
の
他
（
運

送
業
、
小
売
業
な
ど
）
で
あ
る
こ
と

5
本
県
内
で
引
続
き
2
年
以
上
同
一

の
事
業
を
営
み
、
県
税
を
完
納
し
て

あ
る
こ
と

⑤
従
業
員
が
2
0
人
以
下
で
あ
る
こ
と

田
最
近
2
カ
年
の
平
均
利
益
が
、
千

三
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

⑤
経
営
内
容
が
決
算
書
等
で
把
握
で

き
、
か
つ
貸
与
料
の
支
払
が
確
実
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

圏
貸
与
の
条
件

①
―
企
業
一
回
で
貸
与
設
備
価
格
は

二
十
万
円
以
上
、
二
千
万
円
以
下

切
貸
与
期
間
4
年
6
カ
月
以
内

⑤
貸
与
損
料
年
率

5
%

田
保
証
人
支
払
能
力
の
あ
る
連
帯

保
証
人
2
人
以
上

国
保
証
金
貸
与
設
備
価
格
の1
0
%

圏
申
込
み
期
間
5
9
年
4
月1
日

1

8
月
3
1
日
ま
で

圏
申
込
み
先
本
村
役
場
経
済
課

※
そ
の
他
、
提
出
書
類
等
に
つ
い
て

の
詳
細
は
役
場
経
済
課
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

係
慎
冬
ク
ー
も
か
藷
9
3
6行

あ
り
方
等
々
健
康
を
守
る
ご
指
導
、

ご
相
談
を
し
て
下
さ
る
所
で
ご
ざ
い

ま
す
。

各
種
検
診
、
相
談
室
の
ほ
か
、
復

帰
機
能
訓
練
も
出
来
る
リ
ハ
ビ
リ
ル

検
診
・
相
談
が
図
ら
れ
な
か
っ
た

面
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
等
の
心
配

は
な
く
充
実
し
た
検
診
・
相
談
が

行
わ
れ
、
一
層
健
康
増
進
が
図
ら
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国民年金保険料
* * 

一括払いで割安

「
毎
回
納
め
る
の

か
め
ん
ど
う
だ
」
「
収

入
が
一
定
し
て
い
な

い
の
で
一
度
に
納
め

た
い
」
、
こ
の
よ
う
な

人
は
、
前
納
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
は
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
の

防
止
、
割
引
な
ど
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
前
納
の
納

付
期
限
は
四
月
二
十

八
日
ま
で
で
す
。

三
市
町
村
（
明
和
村
・
板
倉
町
・

館
林
市
）
に
よ
る
、
第
四
回
行
政
区

59年 4 月から 60年 3 月までの保険料前納額

¥ 年間保
割引額 前納額

険料額

円 円 円

定額保険料 74,640 1,800 72,840 

円 円 円

定額＋付加保険料 79,440 1,920 77,520 

別
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
の

村
内
入
賞
地
区
の
表
彰
式
が
、
三
月

二
十
一
日
中
央
公
民
館
で
、
各
区
長

館
林
警
察
署
長
、
村
長
ら
が
出
席
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
事
故
を
起
こ

し
た
当
事
者
、
違
反
者
の
点
数
を
一

年
間
合
計
し
て
、
三
市
町
村
の
九
十

六
の
地
区
別
で
競
わ
れ
た
も
の
で
す
。

結
果
、
入
ヶ
谷
地
区
が
事
故
‘
違

反
と
も
ゼ
ロ
と
い
う
好
成
績
で
優
勝

し
、
村
長
か
ら
優
勝
カ
ッ
プ
、
表
彰

状
、
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

入
ヶ
谷
事
故
・
違
反
ゼ
ロ
で
1

位

I

三
市
町
村
交
通
コ
ン
ク
ー
ル
—

本
村
農
業
委
員
会
で
は
、
標
準
小

作
料
の
三
年
ご
と
の
改
訂
に
伴
い
、

「
明
和
村
標
準
小
作
料
協
議
会
」
の

答
申
を
受
け
て
、
諸
条
件
を
勘
案
検

討
し
て
次
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま

し
た
°
·

※
詳
細
は
役
場
農
業
委
員
会
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

標
準
小
作
料
決
ま
る

（
現
行
ど
お
り
）

（単位 10アール当り）

区 分 小作料の標禅額 農地区分

田の部A 18,000 円 B 地区以外

II B 12,000 円 谷田川堤内地

畑の部A 16,000 円 B 地区以外

II B 13,000円 谷田川堤内地

福
祉
医
療
費
4
月
1

日
か
ら

対
象
者
の
範
囲
広
が
る

村
内
入
賞
地
区
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
優
勝
入
ヶ
谷
▼
三
位
須
賀
▼

十
三
位
江
口
（
努
力
賞
）
▼
十
四

位
中
谷
（
努
力
賞
）
▼
十
六
位

上
江
黒
（
努
力
賞
）

※
な
お
、
村
内
の
結
果
は
、
二
月
号

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

こ
の
程
、
群
馬
県
福
祉
医
療
費
補

助
金
要
網
が
改
正
さ
れ
、
対
象
者
の

適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

拡
大
さ
れ
た
の
は
、
重
度
心
身
障

害
者
（
児
）
・
高
齢
重
度
障
害
者
に

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
・
ニ
級
（
但

し
片
上
肢
障
害
者
を
除
く
）
を
所
持

し
て
い
る
者
が
、
新
た
に
対
象
と
な

る
も
の
で
す
。

こ
の
福
祉
医
療
費
支
給
制
度
は
、

乳
幼
児
·
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

・
母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
が
、
医
療
機

関
で
診
療
を
受
け
る
場
合
、
無
料
（
村

と
県
が
負
担
し
ま
す
）
で
診
療
を
受

け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
四
月
一
日

か
ら
適
応
に
な
り
ま
す
。

ー 、＼呑り目＜

期間4 月 6月～4 月 15 日

題
名
富
士
の
巻
狩
り

年
号
天
保
十
三
年
四
月
吉
日

大
き
さ
―

-
o
c
m
x一
三
七
C
m

絵
師
北
尾
重
光
画

願
主
篠
木
喜
右
衛
門

所
在
地
大
佐
貫
長
良
神
社

こ
の
絵
馬
は
、
霊
峰
富
士
を
バ

ッ
ク
に
十
八
年
の
辛
酸
を
賭
し
て

討
入
り
し
見
事
父
の
仇
を
討
っ
て

本
懐
を
と
げ
た
、
日
本
三
大
仇
討

の
ト
ッ
プ
に
挙
げ
ら
れ
る
”
畠
日
我

兄
弟
の
仇
討
”
の
絶
好
の
機
会
と

な
っ
た
、
富
士
の
巻
狩
り
（
四
方

を
か
こ
ん
で
獣
を
中
に
追
い
出
し

て
狩
り
を
す
る
事
）
の
様
子
を
描

い
た
も
の
で
あ
り
、
兄
弟
の
晴
れ

の
舞
台
と
な
っ
た
巻
狩
り
を
絵
馬

に
託
し
諸
願
成
就
を
祈
願
し
て
奉

納
さ
れ
た
絵
馬
で
あ
る
。

兄
弟
の
父
親
で
あ
る
、
河
津
三

郎
祐
泰
は
、
武
勇
に
ひ
い
で
た
武

将
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
相
撲
が

非
常
に
強
く
、
今
も
伝
わ
る
河
津

掛
け
の
妙
手
を
案
出
し
得
意
技
と

し
て
い
た
が
、
安
元
二
年
（
一
―

七
六
）
狩
り
を
終
っ
て
酒
宴
の
余

興
で
行
っ
た
相
撲
試
合
の
遺
恨
が

も
と
で
闇
討
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

と
り
残
さ
れ
た
、
妻
と
子
供
の

い
ち
ま
ん
は
こ
お
う

一
万
と
箱
王
の
三
人
は
、
父
の
仇

を
討
、
恨
み
を
晴
ら
そ
う
と
決
心

し
不
動
明
王
に
本
懐
を
祈
願
し
た

す
け
の
ぷ

後
に
母
親
が
曽
我
祐
信
と
再
婚

し
た
の
で
、
一
万
は
曽
我
十
郎

す
け
な
り
と
き
む
ね

祐
成
箱
王
は
曽
我
五
郎
時
致
と

名
乗
る
よ
う
に
な
り
、
歳
月
の

流
れ
と
共
に
武
芸
を
み
が
き
仇

討
の
機
会
を
待
っ
て
い
た
。

仇
討
の
機
会
は
三
度
あ
り
、

い
づ
れ
も
巻
狩
り
で
あ
っ
た
が
、

三
度
目
の
富
士
の
巻
狩
り
の
終

っ
た
雨
の
夜
、
敵
で
あ
る
工
藤
．

祐
経
を
さ
が
し
出
し
本
懐
を
と

ず
こ
。

•t 

その 11
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届
央
公
民
館
ま
つ
り
は
、
三
月
十

日
・
十
一
日
の
二
日
間
、
同
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
の
大
勢

の
見
物
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
、
公
民
館
各
種
教
室

活
動
で
研
修
し
た
一
年
間
の
成
果
を

広
く
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
お
う
と
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

十
月
の
文
化
祭
と
並
ん
で
、
公
民

館
活
動
で
最
も
大
き
な
行
事
な
の
で
、

芸
能
・
展
示
品
な
ど
盛
た
く
さ
ん
。

関
係
者
趣
向
を
こ
ら
し
に
も
ひ
と
苦

労
…
…
。

講
堂
の
各
種
愛
好
会
に
よ
る
芸
能

発
表
に
は
、
惜
し
み
な
い
拍
手
か
送

ら
れ
、
熱
気
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
芸

が
次
つ
ぎ
と
披
露
さ
れ
、
大
盛
況
の

公
民
館
ま
つ
り
で
し
た
。

周

函
l村
体
育
協
会

主
催
に
よ
る
、
第

十
一
回
明
和
村
剣

道
大
会
は
、
三
月

二
十
日
、
村
社
会

体
育
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
近
県
近

在
の
剣
士
二
七
五

人
が
参
加
。

試
合
は
、
小
学

生
低
学
年
・
同
高

学
年
・
中
学
生
男

子
・
同
女
子
と
四

部
門
ご
と
に
、
勝

抜
き
戦
で
行
わ
れ

気
合
い
の
入
っ
た

好
試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

圏
結
果
及
び
参
加
団
体
は
、
次
の
と

お
り
で
し
た
。

0
小
学
生
低
学
年
の
部

優
勝
泉
田
真
永
（
館
剣
ク
）

準
優
勝
村
田
淳
（
館
剣
ク
）

三
位
橘
本
和
宣
（
尚
武
会
）

＂
寺
内
恒
太
郎
（
神
武
館
）

0
小
学
生
高
学
年
の
部

優
勝
森
俊
幸
（
妻
剣
会
）

準
優
勝
大
拙
雅
昭
（
神
武
館
）

三
位
松
崎
浩
樹
（
明
剣
会
）

1
1

小
田
島
孝
至
（
館
剣
ク
）

0
中
学
生
男
子
の
部

優
勝
佐
々
木
昌
信
（
館
一
中
）

準
優
勝
小
川
吉
弘
（
館
一
中
）

三
位
吉
田
長
実
（
明
和
中
）

＂
細
井
健
（
明
和
中
）

0
中
学
生
女
子
の
部

本村剣道大会に

近県近在から275人参加

村
内
入
賞
者
た
ち

右
か
ら

●
吉
田
長
実
（
新
里
）
三
位

●
細
井
健
（
中
谷
）
三
位

●
松
崎
浩
樹
（
南
大
島
）
三
位

●
寺
内
恒
太
郎
（
南
大
島
）
三
位

I
I

公
民
館
ま
つ
り
I
I

だ
く
さ
ん
の
見
物
人
で
に
ぎ
わ
う

4
 ̀  

優
勝
中
島
澄
恵
（
千
代
田
中
）

準
優
勝
島
田
稔
子
（
館
林
一
中
）

三
位
松
沢
和
美
（
大
泉
北
中
）

”
八
山
薫
（
千
代
田
中
）

0
参
加
団
体
及
び
参
加
人
数

▼
板
倉
尚
武
会
2
1
名
▼
大
泉
剣
友
会

2
0
名
▼
邑
楽
町
剣
道
少
年
団
2
5
名
▼

館
林
剣
道
ク
ラ
ブ
2
4
名
▼
明
和
剣
友

会
2
5
名
▼
妻
沼
剣
友
会
1
9
名
▼
板
倉

中
学
校
1
7
名
▼
千
代
田
中
学
校
1
4
名

▼
大
泉
南
中
学
校
1
5
名
▼
大
泉
北
中

学
校
1
9
名
▼
邑
楽
中
学
校
1
5
名
▼
館

林
第
一
中
学
校
2
0
名
▼
明
和
中
学
校

1
5
名
▼
慈
光
神
武
館
2
6
名
（
館
林
市
） 暴

走
族
を
追
放
す
る
た
め
に
は
、

警
察
の
強
力
な
取
り
締
ま
り
だ
け
で

な
く
家
庭
‘
学
校
、
職
場
な
ど
で
も

「
暴
走
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見

に
行
か
な
い
」
の
“
三
な
い
運
動
”

を
徹
底
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
暴
走
族

対
策
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
暴
走
行
為
を
し
た
少
年
に

つ
い
て
は
、
警
察
・
保
護
者
・
学
校

な
ど
関
係
者
が
一
体
に
な
っ
て
指
導

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
家
庭
で
は
、
家
族
の
中
か
ら

暴
走
族
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

警
察
庁
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、

息
子
が
暴
走
族
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
い
親
が
六
割
余
り
も
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

お
子
さ
ん
を
暴
走
族
に
し
な
い
た

め
に
は
①
安
易
な
車
の
与
え
方
を
し

な
い
。
②
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
責

任
と
自
覚
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
③

車
を
利
用
す
る
時
間
帯
に
つ
い
て
、

子
供
と
よ
く
話
し
合
い
、
深
夜
の
走

行
な
ど
は
さ
せ
な
い
。
④
で
き
る
だ

け
家
族
の
ふ
れ
合
い
の
場
を
つ
く
る

な
ど
が
大
切
で
す
。

地域家族くるみで

暴走族を追放しよう
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降りしきる雪のなか

田校（明中）をあとに130人旅立ち

国
―
十
二
回
明

和
中
学
校
卒
業
式

は
、
三
月
十
六
日

（
県
内
一
斉
）
に

行
わ
れ
、
こ
の
日

一
三
0
人
の
生
徒

か
、
思
い
出
を
か

み
し
め
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
き
り
ま

し
た
。来

賓
や
父
母
が

見
ま
も
る
な
か
、

関
根
校
長
が
卒
業

生
一
人
ひ
と
り
に

卒
業
証
書
を
手
渡

し
「
新
た
な
ス
タ

ー
ト
に
際
し
、
母

校
で
学
ん
だ
事
を

し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
、
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

式
も
進
む
に
つ
れ
、
卒
業
生
の
答

辞
が
始
ま
る
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

ハ
ン
カ
チ
を
手
に
す
る
人
が
見
ら
れ

た
卒
業
式
。

最
後
に
恩
師
、
父
母
、
在
校
生
か

校
門
ま
で
両
側
に
人
垣
を
つ
く
り
‘

そ
の
中
を
卒
業
生
は
、
卒
業
証
書
と

記
念
樹
を
し
っ
か
り
と
握
り
し
め
母

校
を
後
に
し
ま
し
た
。

《
卒
業
生
の
進
路
状
況
》

今
年
の
明
和
中
学
校
卒
業
生
は
、

一
三
0
人
で
す
。
う
ち
、
進
学
は
、

―
二
七
人
、
就
職
三
人
で
、
一
層
進

学
傾
向
（
進
学
率
九
七
・
七
％
）
が

進
み
ま
し
た
。

圏
学
校
別
入
学
者
数

●
館
林
高
校

●
館
林
女
子
高
校

●
関
東
学
園
高
校
（
男
）

•
1
1

（
女
）

●
大
泉
高
校
（
男
）

•
”
（
女
）

●
西
邑
楽
高
校
（
男
）

．

1
1

（
女
）

●
足
利
学
園
高
校
（
男
）

•
”
（
女
）

●
板
倉
高
校
（
男
）

•
1
1

（
女
）

●
羽
生
実
業
高
校
（
女
）

●
太
田
高
校

●
太
田
女
子
高
校

●
太
田
工
業
高
校

●
足
利
高
校

●
足
利
南
高
校

●
足
工
大
附
属
高
校

●
桐
生
市
商
業
高
校

●
常
盤
学
園
高
校
（
男
）

●
徳
栄
高
校

●
専
門
学
校

1
5
名

1
8名

1
4
名

1
2
名

2

名
1
1
名

4

名
5

名
5

名
4

名
6

名
2

名
8

名
3

名
4

名
5

名

1

名

1

名
1
名

1

名
1

名

1

名
3

名

消防団員車両パレード

消防車連ね防火を呼びかけ

国
月
十
一
日
、

明
和
村
消
防
団
（
団

長
、
山
田
隆
夫
）

は
、
各
分
団
の
消

防
車
八
台
を
連
ね

村
内
を
車
両
パ
レ

ー
ド
を
行
い
ま
し

こ
。t
 こ

れ
は
、
「
春
の

火
災
予
防
運
動
」

の
一
っ
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で

分
団
員
が
、
各
車

両
か
ら
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
日
曜
日
と
あ

\ 
`^ , っ

て
沿
道
に
は
、
子
供
づ
れ
の
家
族

が
手
を
ふ
る
な
ど
し
て
和
や
か
な
消

火
。
ハ
レ
ー
ド
で
し
た
。

明
和
分
署
に
最
新
救
急
車
配
備

群
馬
県
農
協
福
祉
基
金
で
寄
贈

園
団
法
人
群
馬
県
農
協
福
祉
基
金

（
理
事
長
、
宮
崎
貴
）
か
ら
、
こ
の

程
、
館
林
消
防
組
合
に
、
救
急
車
一

台
（
四
百
七
万
円
相
当
）
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

当
組
合
で
は
、
そ
の
救
急
車
を
よ

り
使
い
易
く
す
る
た
め
艤
装
（
署
員

一
人
で
も
、
タ
ン
カ
ー
の
乗
降
が
可

能
、
医
療
器
具
の
大
型
良
質
化
な
ど
）

し
て
、
性
能
ア
ッ
プ
し
て
明
和
分
署

に
配
備
し
ま
し
た
。
，

「
こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
救
急
活
動
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
」
と

設
楽
明
和
分
署
長
は
語
っ
て
い
ま
し

こ
。t
 

オス 1 登
校
前
は

ゆ
と
り
を
も
っ
て

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

：
お
母
さ
ん
へ
~

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

子
供
の
い
る
家
庭
で
は
、
ふ
だ
ん

か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
教
え
る
と

と
も
に
、
朝
、
学
校
に
送
り
出
す
と

き
は
、
次
の
点
に
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

・
出
か
け
る
と
き
に
し
か
ら
な
い

．
忘
れ
も
の
を
さ
せ
な
い

●
通
学
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
だ
せ
る

子
供
は
、
し
か
ら
れ
る
と
そ
の
こ

と
で
頭
か
い
っ
ば
い
に
な
り
、
周
囲

の
状
況
か
目
に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
時
間
に
ゆ
と
り
か
な
か
っ

た
り
‘
忘
れ
も
の
を
し
て
途
中
か
ら

引
き
返
し
た
り
す
る
と
、
非
常
に
あ

わ
て
る
た
め
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
‘

事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
か
ら
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
、

こ
う
し
た
子
供
の
行
動
特
性
を
十
分

理
解
し
て
、
子
供
を
見
た
ら
「
赤
信

号
」
と
思
い
、
細
心
の
注
意
を
払
い

ま
し
ょ
う
。
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群
馬
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
家
庭
の
日
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
‘
梅
原
の
吉
永
政
幸
く
ん
（
西

小
六
年
生
応
募
時
）
の
作
品
、
画
題
‘

「
み
ん
な
で
日
曜
大
工
楽
し
い
な
」

が
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

応
募
学
校
五
十
四
校
、
応
募
点
数

二
千
三
十
二
点
の
中
か
ら
選
ら
ば
れ

た
も
の
で
す
。

（梅 原）

吉
永
政
幸
く
ん

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

身障者に 「青い鳥郵便ハガキ」の

無料配布

家
族
人
物
画
コ

家
庭
内
の
ふ
れ
あ
い
を
よ
り
高
め

子
ど
も
の
健
全
育
成
を
と
、
本

村
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会

（
会
長
関
口
与
志
男
）
の
主
催
で

小
学
四
・
五
・
六
年
生
を
対
象
に
、

家
族
人
物
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
か
れ
、

こ
の
程
、
そ
の
審
査
結
果
か
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

出
品
点
数
百
九
十
点
の
中
か
ら
、

次
の
方
が
入
選
さ
れ
、
公
民
館
ま
つ

り
に
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

I

飯
塚
美
紀
さ
ん
(
f
津
井
）
ら
入
選
ー

美
紀
（
千
津
井
）

善
子
（
梅
原
）

美
芽
（
上
江
黒
）

悟
久
（
須
賀
）

千
種
（
梅
原
）

和
也
（
矢
島
）

圏
四
年
生
の
部

◎
一
席
飯
塚

◎
"
太
田

◎
二
席
砂
賀

◎
"
細
田

◎
三
席
風
間

◎
"
金
子

奎
五
年
生
の
部

◎
―
席
柿
沼
友
紀
（
南
大
島
）

◎
"
福
田
須
美
子
（
大
輪
）

◎
二
席
原
口
章
（
中
谷
）

郵
政
省
で
は
、

身
体
障
害
者
の
皆

さ
ん
に
、
「
青
い

鳥
郵
便
ハ
ガ
キ
」

の
無
料
配
布
を
次

の
と
お
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
配
布
対
象
者
1
1

身
体
障
害
者
手
帳

（
一
級
又
は
二
級
）

の
交
付
を
受
け
て

い
る
者
で
、
満
六

歳
以
上
の
者

●
受
付
期
間
1
1
5
9

年
6

月
1
日
ま
で

●
配
布
枚
数
1
1
1

人
に
つ
き
2
0
枚

●
申
込
み
方
法
I
I

◎
1
1

蓮
見

◎
三
席
大
津

◎
1
1

篠
木

圏
六
年
生
の
部

◎
一
席
江
森
浩
子
（
上
江
黒
）

◎
"
島
田
優
子
（
中
谷
）

◎
二
席
柴
崎
み
ゆ
紀
（
梅
原
）

◎
1
1

大
野
広
美
（
矢
島
）

◎
三
席
野
中
恵
子
（
江
口
）

◎
加
藤
幸
江
（
大
佐
貫
）

川
俣
郵
便
局
・
江
黒
郵
便
局
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
川
俣
及
び
江
黒
郵
便
局

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

県
文
化
事
業
団
で
は
、
文
化
活
動

の
一
層
の
充
実
推
進
を
図
る
た
め
文

化
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
応
募
資
格
1
1
文
化
活
動
に
熱
意
の

あ
る
方
●
県
内
居
住
の
満
1
8
歳
以

上
の
方
●
学
歴
男
女
を
問
わ
な
い

・
モ
ニ
タ
ー
の
役
割
1
1
同
事
業
団
の

事
業
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
を
述
べ

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
な
ど

票
文
化
事
業
団

モ
ニ
タ
ー
募
集

II 

訓
一
（
大
佐
貫
）

勝
正
（
矢
島
）

映
文
（
大
佐
貫
）

ン
ク
ー
ル

・
委
嘱
期
間
1
1
委
嘱
日
か
ら
昭
和
6
0

年
3
月

3
1日

・
募
集
期
間
・
人
員
1
1
4
月
1
日1

4
月
3
0
日
ま
で
•
3
0
名

・
応
募
方
法
1
1
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
‘
性
別
、
職
業
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
、
前
橋
市
文
京
町

2
の
1
9
の
1
6
団
群
馬
県
文
化
事
業
団

普
及
課
（
6
0
2
7
2
⑳
3
9
6
0
)

に
送
付
く
だ
さ
い
。

自
治
功
労
で
表
彰

自
治
功
労
者
と
し
て
、
次
の
方
た

ち
が
、
二
月
二
十
七
日
、
行
わ
れ
た

群
馬
県
町
村
会
定
期
総
会
の
席
上
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
第
一
回
危
険
物
取

扱
者
の
試
験
（
乙
種
全
類
・
甲
種
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
準
備
講
習
会
か
次
の

と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
の

試
験
・
講
習
会
が

開
か
れ
ま
す

▼
宮
沢
恒
雄
（
収
入
役
）
‘
橋
本
亀

三
郎
（
総
務
課
長
）
、
柿
沼
清
吉
（
建

設
課
長
）
、
市
村
き
み
（
住
民
課
係

長
）
、
木
村
利
男
（
経
済
課
係
長
）
、
多

田
紀
美
江
（
農
業
共
済
課
係
長
心
得
）

「わたしは 2 歳」

ー放送教室に参加して一

渡辺百合子さん

扶有美ちゃん（長女）

放
送
教
室
に
参
加
し
て
、
子
ど

も
が
心
身
共
に
、
大
き
く
成
長
し

た
よ
う
す
か
見
ら
れ
ま
す
。

参
加
す
る
前
は
、
家
族
中
で
、

か
わ
い
が
っ
て
し
ま
っ
て
わ
が
ま

ま
に
育
て
て
い
た
事
に
気
付
き
ま

し
た
。
二
時
間
と
い
う
短
い
時
間

＝矢 島＝

で
す
が
、
そ
の
わ
か
ま
ま
の
通
ら
な

い
、
集
団
生
活
と
い
う
も
の
に
‘
慣

れ
さ
せ
る
良
い
体
験
で
し
た
。

自
我
の
強
い
娘
は
、
最
初
の
頃
は

友
達
と
良
く
お
も
ち
ゃ
の
と
り
合
い

な
ど
で
、
ケ
ン
カ
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
‘
仲
良
く
遊
ぶ
よ
う

に
な
り
、
参
加
し
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
‘

ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
だ
っ
た
の
は
、

大
変
有
意
義
な
教
室
で
し
た
の
に
、

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
や
は
り
、
同
じ
立
場
の

者
同
志
が
一
人
で
も
多
く
参
加
さ

れ
て
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
、
不

安
や
悩
み
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ

り
‘
よ
り
良
い
子
育
て
に
つ
な
か

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
う
い
う
行
事

に
は
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

〇
講
習
会

●
日
時
1
1
5
月
9
日
因
午
前
9

時
1

午
後
4
時
ま
で

●
会
場
1
1
館
林
市
公
民
館

●
受
講
料
1
1
五0
0
0
円

0
試
験

●
日
時
1
1
6
月
1
0
日
回
午
前9

時
よ
り

●
会
場
1
1
関
東
学
園
大
学
（
太
田
市
）

●
受
講
料
1
1
乙
種
二00
0
円
・
甲

種
三
0
0
0
円

●
申
し
込
み
1
1
5
月
4
日
ま
で
に
‘

明
和
分
署
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
明
和
分
署

(
6闘
3
1
3

1
)
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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硬
式
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

普
段
運
動
不
足
が
ち
な
人
達
を
対

象
に
‘
軽
ス
ポ
ー
ツ
類
（
ス
マ
イ
ル

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
等
）

を
と
り
入
れ
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
期
日

5

月
1
6
0
年2
月
ま
で
の

毎
月
第
三
日
曜
日
午
前
中

1
0回
程
度

▼
会
場
社
会
体
育
館
そ
の
他

▼
募
集
人
員

4
0名

▼
費
用
五
百
円

▼
申
込
み

4

月
末
日
ま
で
に
、
社

会
体
育
館
事
務
局
(
6八
四
ー
四
六

二
六
）
へ
参
加
贄
を
添
え
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

一
般
成
人
を
対
象
に
次
の
と
お
り

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

▼
期
日

5

月

1
3日
か
ら
6

月
ま
で

の
日
曜
日
（
午
前
中
5

回
程
度
）

▼
会
場
利
根
川
河
川
敷
テ
ニ
ス
場

▼
募
集
人
員

4
0名

▼
費
用
千
五
百
円
（
保
険
料
・
ボ

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

日

▼
申
込
先

▼
会
場

▼
参
加
料

▼
対
象

▼
日
時

5

月
認
日
午
前
8

時
3
0

分河
川
敷
運
動
場

千
円

祖
父
母
、
父
母
、
子
ど

も
の
三
代
一
家
族
で
チ

ー
ム
編
成

5

月
1

日
ま
で
に
社
会

体
育
館
へ

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

ー
ル
代
等
）

▼
申
込
み

4

月
末
日
ま
で
に
、
社

会
体
育
館

(
6八
四
ー
四
六
二
六
）

へ
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ス
ポ
—
ッ
ク
ラ
ブ
員
募
集

村
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

ク
ラ
ブ
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
問
合
わ
せ
は
、
社
会
体

育
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
ブ
名
内
容
・

◎
明
和
剣
友
会
少
年
少
女
剣
道

◎
明
和
F
C

青
年
サ
ッ
カ
ー

◎
明
和
ク
ラ
ブ
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◎
明
和
西
愛
好
会
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◎
オ
ー
ル
明
和
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

◎
明
和
卓
球
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）
卓
球
一
般
男

女

0
新
和
会
（
代
表
島
田
勝
子
さ
ん
）

は
廃
品
回
収
の
売
上
金
な
ど
一
万
円

〇
株
式
会
社
興
隆
（
代
表
森
山
奉

巧
さ
ん
）
は
、
創
業
祝
（
川
俣
地
内

に
事
業
所
設
立
）
に
と
二
十
万
円

0
福
田
峯
次
さ
ん
（
梅
原
）
は
、
結

婚
6
0
年
を
記
念
し
て
三
万
円
。
そ
れ

ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
と
奉
仕

銀
行
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

大矢入大須川梅中新南田江千上下斗地しくイ
佐ヶ 大 津江江合区た各プ新
貫島谷輪賀俣原谷里島島口井黒黒田名゜地役年

よ区と度
折田金野落田恩坂瀬関奈新藤多中蓮 ろのしの
原口子本合口田上下本良井野田村見氏し区て地
新喜繁 く長‘域

功嘉茂茂次忠義太恒宗晴ニー則賢由名おさ活と
一彰男雄郎雄雄郎男市雄郎二夫作雄 願ん動行

いがし政
し決てを

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ＾新ままい結旧新旧新 1 日 1日新旧旧新新旧 1日旧 1日新旧すりたぶ
- - - - - - - - - - - - -―ーー別゜まだパ

新
年
度
各
地
区
の

区
長
さ
ん
決
ま
る

村 の 、
つ

き ff II ーー西
小" 

4月

12 日

fl 

15 日

16 日

19 日

20 日

23 日

27 日

ff 

5月

1 日

10 日

例月出納検査

ボランティア協議会総会

消防団・婦人消防隊合同

会議

区長会

農業委員会

体育施設利用団体会議

母子保健推進委員総会

衛生協力会総会

老人クラブ総会

春
一
番
庭
の
電
線
夜
を
う
な
る

遅
れ
て
も
期
待
を
さ
る
し
桜
か
な

田
口
春
栄

東
風
吹
け
ど
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
声
高
し

梅
か
香
や
苦
節
を
共
に
五
十
年

一
田
口
春
政

豪
雪
で
遅
れ
な
か
ら
も
木
の
芽
吹
く

苗
床
や
昼
夜
わ
か
た
ぬ
看
守
の
目

原
口
春
晴

萎
れ
初
む
菊
ま
だ
惜
し
や
捨
て
る
に
は

と
も

懐
し
さ
包
む
初
雪
僚
友
三
人

懐
旧
談
帰
り
そ
び
れ
て
雪
深
し

林
倫
常

教
職
員
の
人
事
異
動

◎
転
出

東
小
柿
沼
貞
吉
（
館
林
一
小
教
頭
へ
）

小
島
園
恵
（
桐
生
市
広
沢
小
へ
）

柳
原
和
正
（
大
泉
西
小
校
長
へ
）

荒
井
久
七
（
板
倉
西
小
教
頭
へ
）

岡
田
智
江
（
館
林
九
小
へ
）

今
成
光
子
（
太
田
沢
野
小
へ
）

II 

明
中II 

西◎，1
小退

片
山
好
乃
（
吉
井
町
中
央
中
へ
）

岩
崎
征
史
（
太
田
韮
川
西
小
へ
）

鈴
木
美
智
子
（
館
林
七
小
へ
）

田
谷
国
雄
（
館
林
五
小
へ
）

青
木
孝
一
（
太
田
北
中
へ
）

I
I

木
村
英
夫
（
太
田
東
中
へ
）

◎
転
入

東
小
教
頭
根
岸
啓
次
（
東
部
教
麿
務
所
か
ら
）

東
小
設
楽
隆
（
太
田
宝
泉
小
か
ら
）

西
小
校
長
吉
氷
正
一
（
東
部
教
皇
務
所
か
ら
）

西
小
教
頭
蝕
野
政
国
（
悶
町
教
育
委
員
会
）

西
小
田
島
淳
（
太
田
沢
野
小
か
ら
）

I
I

坪
井
ち
え
（
桐
生
境
野
小
か
ら
）

明
中
打
木
功
（
大
泉
南
中
か
ら
）

＂
斉
藤
敦
（
館
林
五
小
か
ら
）

◎
新
採
用

西
小
井
野
口
芳
成

＂
小
沢
清
子

連
見
時
男
（
臨
時
採
用
）

福
本
明
浩

村
山
聡

黒
田
幸
恵
（
臨
時
採
用
）

職江
森
ユ
キ
子

II ーー明
中 II II 

健康相談

乳幼児健診

東
保
育
園
へ

奈
良
芙
佐
江

江
森
夏
代

中
央
保
育
園
へ

須
藤
し
げ
子

西
保
育
園
へ

大
津
タ
マ

総
務
課
付

川
上
幸
次
郎
（
村
誌
編
さ
ん
室
長
）

今篠大折春関張神岡 I 
泉木盃原日口谷谷安氏出

優明佳敦裕明 綾名生
潤甫美子史信広歩香 I 

義真三哲孝畜和明 保
一 実護

男郎郎夫夫夫彦人 者

長長二長三長長長長続
男男女女男男男女女柄

千大江新新新）II 須梅
津佐
井貰 □ 里里里俣賀原

3 3 3 3 3 3 3 2 2 
月月月月月月月月月
23 16 14 8 6 5 1 26 25 
日日日日日日日日日

氏
名

松
本
重
子

新
井
義
造

清
野
理
一
郎

柿
沼
ゑ
い

篠
木
長
吉

運
見
喜
亨

ー
死
亡
ー

（
東
保
育
園
）

（
東
保
育
園
）

（
敬
称
略
）

53 76 79 70 82 36 芯

塁：正三茂賢盟
郎ー偉J一 雄新主

斗大田新江江地
合佐 区
田貫島里口口

地
区

死
亡
月
日

3

月
2

日

3

月
3

日. 

3

月

1
2日

3

月

1
7日

3

月

2
2日

3

月

2
3日

誕
生
日

文
ホ
各

荀
禾
川

（
西
保
育
園
）

（
西
保
育
園
）

役
場
人
事
異
動

四
月
一
日
付



3月の

疇”rご如e
救急車出動回数
●交通事故 I 件
●急病 6 件
●その他 4 件

●計 11 件

: 館林邑楽地区 館林地区 明邑楽千和代板地田倉区
日

産婦人科 耳鼻科 内 科外科

4 月 15 日
白沢医院川田耳鼻科医院 多々良診療所ff(72)3060 館林医院 竹越医院

てな合 (72) I 6 0 0 合(72) 3 3 I 4 大塚医院ft(72)0176 ff(74) 2 I I 2 ff(84) 3 I 3 7 
かる曜

落合医院後藤康生医院

ば四4 月 22 日 寺内医院 館嗜区が
ff(72) 0 I 6 0 合 (72) 3 9 7 5 ゆたか医院合(73)7308 合 (72) 3 0 3 I 当します

当

4 月 29 日 根岸医院川田医院 上野医院合(72)3330 礫川堂医院 井上医院

il 合 (72) 3 2 6 2 合(72) 3 7 2 4 森下医院ff(73)7776 ff(74) 0 I 8 4 ff(82) I I 3 I 
番

5 月 6 日
古屋医院大神医院 清河堂医院合(72)3070 永寿堂医院 小西医院 しヽの
fi'0276(62)6161 fi'(62) 2 2 0 0 安楽岡医院ff(72)0572 合 (72) 4 4 6 9 合(86) 2 2 6 I ゜で医

喜5 月 13 日
佐々木医院川田耳鼻科医院 大島診療所合{ 77 } 1503 海宝医院 石山医院
合0276(62)2623 ff(72) 3 3 I 4 大石医院fl 74 2362 合 (72) 3 I 5 5 合(82) 0 I O 3 でで

c生産直売植木即売会〉

く幼児歯科健診（無料）ご）

麻しん（はしか）予防接種
む
し
歯
の
あ
る
幼
児
か
、
最
近
増

え
て
い
ま
す
。
そ
の
早
期
発
見
・
治

療
の
た
め
、
歯
科
健
診
か
次
の
と
お

り
行
れ
ま
す
。

▼
日
時
1
1

毎
月
第
四
金
曜
日
、
受
付

午
後
1

時
1
2

時

▼
場
所
1
1

館
林
保
健
所

▼
対
象
者
1
1

幼
児
（
六
歳
ま
で
）

▼
内
容
1
1

歯
科
健
診
・
栄
養
指
導

▼
健
診
人
員
1
1

申
込
み
先
着
順
3
0
人

▼
申
込
み
先
1
1

館
林
保
健
所
6
⑰
3

2
3
0
（
電
話
で
申
込
み
で
き
ま
す
）

e_レン トゲン間接撮影） e_早期発見早期治療
肺がん検診を受け三：

次の日程で、結核健康診断レントゲン間接撮影か行われますので、撮影通知

書(4月末日頃配布される予定）を持参して都合の良い会場で受けて下さい。

レントゲン健康診断撮影日程

実施月日 曜日 時 間 会 場 該 当 地 区

5月 14 日 月 犀悶10 00~12 00 矢島転作促進研修施設 矢大佐貫島 入ヶ谷
1 00~3 00 II 

II 15 日 火 犀悶~, 10 00~11 30 大明輪和転農協作促第進1 研支修所施設 大須 輪賀・川 俣1 00~3 00 

11 16 日 水 工悶• 9 10 00~12 00 南大島集会所 稲新荷田山・ニ・軒中・•七本軒郷 ・八軒
1 00~3.: 00 II 

11 18 日 金 ご悶10 00~11 30 明田和島村集保会健所センター 新田 里島 ・中 谷
1 00~3 00 

II 21 日 月 犀悶• • 10 00~11 30 東江部口集児童落館センター 千津井
1 00~3 00 江口

II 22 日 火 平悶• 9 10 00~11 30 斗東部合児田童集館落センター 上斗合江黒田・下江黒1 00~3 00 

II 23 日 水 平悶‘’ 10 00~11 30 梅明和原村集落保健セセンンターター 梅明和村原全域1 00~3 00 

※学校、勤務先等で実施予定、又は実施済の方は、その旨記入して役場又は会場の係へ必ず提出し

て下さい。

村
で
は
、
肺
か

ん
を
早
期
に
発
見

か
く
た
ん

す
る
た
め
喀
痰
細

胞
診
（
肺
か
ん
検

診
）
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
者
1
1
4
0
歳

以
上
の
男
性
で
、

喫
煙
歴
の
あ
る
者

に
‘
4
月
末
日
頃

一
ま
で
に
衛
生
役
員

か
ら
容
器
を
お
届

]]:/:::[]/]:/ ／禾／□
］＜明和村の「民俗誌」発刊う 〖［〗［］〖：〖日〗

け
い
た
し
ま
す
。

▼
方
法
1
1

配
布
さ
れ
た
容
器
に
、
三

た
ん

日
分
の
早
朝
痰
を
入
れ
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
会
場
（
5
月
1
4
日
か
ら
始
ま
る
各

レ
ン
ト
ゲ
ン
会
場
）
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
検
査
結
果
1
1

精
密
検
査
を
要
す
る

方
の
み
通
知
し
ま
す
。

※
な
お
、
容
器
の
い
か
な
か
っ
た
方

で
希
望
さ
れ
る
方
及
び
詳
細
は
役
場

保
健
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
・
健
診
（
毎
月
実
施
）

・
月
例
行
政
（
人
権
相
談
）

●
日
時
4
月
1
6
日
午
前
1
0

時
1

午
後
3
時
ま
で

●
場
所
役
場
第
2
会
議
室

・
交
通
事
故
相
談

●
日
時
4
月
1
9
日
午
前
1
0

時
1

午
後
3
時
ま
で

●
場
所
館
林
市
民
相
談
室

（
旧
市
役
所
一
階
）

●
相
談
は
無
料
で
、
専
門
相
談

員
か
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に
適

切
な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

・
健
康
相
談

●
日
時
4
月
1
7
日
受
付
午

前
9
時
3
0
分
1
1
0
時
3
0
分

●
場
所
村
保
健
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
の
北
側
）

●
内
容
検
尿
・
保
健
指
導
等

・
乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

．
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
村
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午

後
1

時
1
2
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
軽
自
動
車

税
、
水
道
料
金
、
国
民
年
金
第

一
期
、
農
業
共
済
（
家
畜
）
で
す
。

2
4
日
東
部
児
童
館

2
5
日
中
央
公
民
館
和
室

2
6
日
明
和
農
協
第
一

●年金相談会……·▼ 5 月 10 日▼午前10時～午後 3 時▼館林市役所相談室……•お気軽にどうぞ。
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石村嘉男さん
（新里）

田口 栄良さん
（大輪）

`‘^ 

ョ

り久1和廷ヨシミさん
（新里）

関口正四郎さん
（千津井）

坂上長吉さん
（中谷）

鯉沼
(J I I 

清さん
俣）

新井初太郎さん
（江口）

小松原一好さん
（南大島）

川島銀次さん
（梅原）

＝功労者9人を表彰＝

第
十
三
回
村
政
功
労
者
表
彰
か
四

月
二
十
八
日
、
役
場
で
行
わ
れ
ま
し

こ
。t
 今

回
表
彰
を
受
け
た
人
は
、
元
村

議
会
議
員
の
新
井
初
太
郎
さ
ん
、
関

口
正
四
郎
さ
ん
、
石
村
嘉
男
さ
ん
‘

小
松
原
一
好
さ
ん
、
そ
し
て
、
元
選

挙
管
理
委
員
の
坂
上
長
吉
さ
ん
、
田

ロ
栄
良
さ
ん
、
そ
れ
に
、
元
民
生
（
児

童
）
委
員
の
川
島
銀
次
さ
ん
、
鯉
沼

清
さ
ん
、
久
保
庭
ヨ
シ
ミ
さ
ん
の
九

人
の
方
々
で
す
。
九
人
と
も
長
年
に

わ
た
り
、
各
分
野
で
村
政
発
展
に
偉

大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
績
に
対
し
、
村
で
は
表
彰

規
程
に
よ
り
村
政
功
労
者
と
認
め
、
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

村
長
は
式
辞
で
「
村
は
、
昭
和
三

十
年
の
合
併
以
来
着
実
に
発
展
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
村
民
各
位
を
は
じ

め
‘
こ
こ
に
参
列
の
皆
様
の
お
陰
で

す
。
深
く
感
謝
申
上
げ
ま
す
。
皆
様

は
‘
行
政
‘
議
会
、
選
挙
、
民
生
、
青
少
年

育
成
、
交
通
と
各
分
野
に
わ
た
り
尽

く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
経

験
を
生
か
し
、
更
に
、
村
政
発
展
の

た
め
ご
指
導
ご
援
助
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
新
井
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
与
え

ら
れ
た
仕
事
を
た
だ
全
う
し
た
だ
け

で
す
の
に
、
こ
の
よ
う
な
重
み
の
あ

る
表
彰
を
受
け
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
一
住
民
と
し
て
村
の

発
展
を
願
い
、
で
き
る
だ
け
協
力
を

す
る
覚
悟
で
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
て
、

式
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

小
松
原
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
か

◎
小
松
原
一
好
さ
ん

◎
新
井
初
太
郎
さ
ん

新
井
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
か
ら

五
十
八
年
ま
で
通
算
二
十
四
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
村
議
会
議
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
そ
の
間
、
副
議
長
・
議
長

を
昭
和
三
十
六
年
か
ら
通
算
十
四
年

間
勤
め
ら
れ
‘
常
に
村
議
会
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

行
政
と
の
連
け
い
を
図
り
議
会
人
と

し
て
も
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
、
更

に
、
農
業
関
係
に
つ
い
て
も
数
々
の

要
職
を
経
て
、
各
方
面
で
村
内
外
に

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
関
口
正
四
郎
さ
ん

関
口
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
か

ら
五
十
八
年
ま
で
の
十
六
年
間
村
議

会
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
更
に
、

そ
の
間
も
、
交
通
指
導
員
を
昭
和
四

十
四
年
か
ら
三
年
、
交
通
対
策
協
議

会
の
委
員
を
昭
和
四
十
二
年
か
ら
現

在
ま
で
と
交
通
関
係
の
分
野
で
も
尽

く
さ
れ
た
人
で
す
。

◎
石
村
嘉
男
さ
ん

石
村
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
か

ら
五
十
八
年
ま
で
の
十
二
年
間
村
議

会
議
員
を
さ
れ
、
若
さ
と
、
行
動
力

を
持
つ
議
会
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。 受

賞
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

川
島
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
九
年
か

ら
九
年
間
、
民
生
（
児
童
）
委
員
と

し
て
持
ち
あ
じ
の
優
れ
た
手
腕
を
発

揮
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
か

ら
四
十
八
年
ま
で
の
六
年
間
、
行
政

と
地
域
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
の
区
長
と

◎
川
島
銀
次
さ
ん

ら
五
十
八
年
ま
で
の
八
年
間
村
議
会

議
員
と
し
て
活
躍
し
そ
の
間
、
建
設

及
び
総
務
常
任
委
員
長
な
ど
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
の
区

長
と
し
て
二
年
、
損
害
評
価
員
、
統

計
調
査
員
と
各
方
面
で
貢
献
さ
れ
た

人
で
す
。

◎
坂
上
長
吉
さ
ん

坂
上
さ
ん
は
、
村
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
か

ら
十
二
年
間
、
明
る
い
選
挙
推
進
の

た
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

三
十
八
年
か
ら
八
年
間
、
村
議
会
議

員
と
し
て
、
更
に
、
昭
和
二
十
五
年
か

ら
現
在
ま
で
、
保
護
司
と
し
て
活
躍

さ
れ
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

◎
田
口
栄
良
さ
ん

田
口
さ
ん
は
、
村
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
と
し
て
昭
和
四
十
九
年
か
ら

五
十
九
年
ま
で
の
十
年
間
、
村
の
選

挙
管
理
に
た
ず
さ
わ
り
、
更
に
、
明

る
＜
正
し
い
選
挙
推
進
の
た
め
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十
六

年
か
ら
三
十
四
年
ま
で
の
八
年
間
本

村
合
併
前
後
の
村
議
会
議
員
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
た
人
で
す
。

四
月
二
十
八
日
、
元
本
村
役
場
職

員
の
大
塚
雅
勇
さ
ん
が
、
永
年
勤
続

者
と
し
て
村
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
大
塚
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
四
年

に
職
員
に
な
ら
れ
て
以
来
、
五
十
八

年
十
二
月
ま
で
の
三
十
四
年
九
カ
月

の
長
き
に
わ
た
り
‘
職
員
と
し
て
勤

務
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
奉
職
ご
苦
労
様
で
し
た
。

永
年
勤
続
者
と
し
て

大
塚
雅
勇
さ
ん

〔
大
佐
貫
〕
表
彰
さ
れ
る

し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

鯉
沼
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
七
年
か

ら
五
十
八
年
ま
で
の
二
十
一
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
、
私
た
ち
の
生
活
上

の
諸
問
題
に
つ
い
て
良
き
相
談
者
と

し
て
、
適
切
な
助
言
と
指
導
を
は
ど

こ
す
民
生
（
児
童
）
委
員
と
し
て
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

◎
久
保
庭
ヨ
シ
ミ
さ
ん

久
保
庭
さ
ん
は
、
民
生
（
児
童
）

委
員
を
十
八
年
間
、
昭
和
四
十
年
か

ら
五
十
八
年
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
‘

村
民
生
活
の
良
き
相
談
者
と
し
て
活

躍
し
、
村
の
発
展
の
た
め
尽
く
さ
れ

た
人
で
す
。

ま
た
、
現
在
中
央
保
育
園
の
園
長

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
鯉
沼
清
さ
ん
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「放送教室に

参加して」

合
泉
好
子
さ
ん

麻
里
ち
ゃ
ん

（
長
女
）

1
1

千
津
井
I
I

私
は
、
第
一
子

を
持
つ
母
親
で
す
。

は
じ
め
て
の
子
供

で
あ
る
ゆ
え
に
、

育
児
に
対
す
る
い

ろ
い
ろ
な
問
題
や

こ
れ
か
ら
の
成
長

が
大
変
不
安
で
し

こ
。f
 そ

ん
な
時
、
こ

の
教
室
に
参
加
し

て
月
一
回
の
学
習

の
諸
先
生
方
の
講

話
は
幼
児
を
持
つ

私
た
ち
に
と
っ
て

館林市

夜

「
夜
中
に
子
ど
も
か
熱
を
出
し
た

ど
う
し
よ
う
…
…
…
」
こ
ん
な
思
い

を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

で
も
‘
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
今
年

の
四
月
か
ら
、
館
林
市
営
の
「
夜
間

急
病
診
療
所
」
か
館
林
市
成
島
の
厚

生
病
院
か
ら
北
東
へ
約
五
百
以
の
と

こ
ろ
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
診
療
所
で
は
、
館
林
市
民
ば

か
り
で
な
く
、
周
辺
町
村
の
住
民
の

人
も
診
察
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
急
病
の
場
合
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
診
療
科
目
は
小
児
科
・
内
科

◎
診
療
時
間
は
午
後
七
時
か
ら
十
一

時
ま
で
。
年
中
無
休
で
す
。

◎
夜
間
の
「
急
病
患
者
」
を
診
察

◎
健
康
保
険
証
は
必
ず
持
参
し
て
く

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

且ー
は
「
人
権
擁
護
委
員
法
施
行
の
8

」
で
す

月t
 

昭
和
2
4
年
6
月1
日
に
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
碁
本

大
変
心
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
経
験
の
あ
る
母
親
た
ち

の
体
験
談
も
交
じ
え
て
、
育
児
の

問
題
や
不
安
な
点
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
を
し
た
こ
と
も
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
等
を
契
機

に
、
子
供
も
大
き
く
成
長
し
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

幼
児
期
の
「
二
歳
」
が
い
か
に

重
要
か
も
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

こ
の
教
室
で
有
意
義
な
勉
強
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
同
じ
立
場
の

母
親
の
皆
さ
ん
に
、
ぜ
ひ
、
推
せ

ん
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

利足至田
c

太至

z

ト
ー
ー

群
馬
票
職
員

採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
民
間
人

に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生

し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
は
じ
ま
り
で
す
。

本
村
に
も
、
村
長
が
推
せ
ん
し
て

昭
和
五
十
九
年
度
群
馬
県
職
員
採

用
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
上
級
試
験
（
行
政
·
技
術
系
職
種
）

▼
資
格
1
1
2
2
1
2
9
歳
ま
で
で
す
。

▼
受
付
期
間
1
1
6
月
4
日
1
6
月
1
6
日

●
初
級
試
験
（
一
般
事
務
・
警
察
事

間 急 病診療所（間』）

4 月にオープン

診療時間は午後 7 時～ 1 1 時（年中無休）

病診療所

仕~1~1仕田→
厚生

i至大泉 u : 
’’ : 至羽生 : 
; ; 
: : 
''  ---------------------------------------

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
い
る

坂
上
千
枝
子
さ
ん
（
中
谷
）
と
多
田

則
夫
さ
ん
（
上
江
黒
）
の
お
二
人
が

人
権
擁
護
委
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
権
相
談
が
次
の
と
お
り
、
開
か

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

_
1
 

成

室

I
I

一
育

教ダ
手
＿
、

し

ー

8
-

) 

オ

ア
の
二
代
ュ
次
ジ
、
r
 

村
教
育
委
員
会
で
は
、
「
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
教
室
」
の
生
徒
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
い
ろ

い
ろ
な
学
習
（
郷
土
見
学
・
野
外
炊

飯
な
ど
）
を
通
じ
て
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
自
覚
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と

開
講
さ
れ
る
も
の
で
す
。

蒼
実
施
期
間
1
1
6
月
か
ら
6
0
年
3
月

ま
で
の
間
の
8
日
間
（
毎
回
日
曜
日
）

務
・
学
校
事
務
・
技
術
系
職
種
）

▼
資
格
1
1
職
種
に
よ
り
若
干
ち
が
い

ま
す
が
1
8
歳
i
2
5
歳
ま
で
で
す
。

▼
受
付
期
間
1
1
8
月
2
0
日
i
9
月
8
日

●
警
察
官
等
試
験
（
警
察
官
A
B
.

交
通
巡
視
員
）

▼
資
格
1
1
警
察
官
A

は
大
学
卒
、

B

は
そ
れ
以
外
。
そ
れ
ぞ
れ
1
8
歳
i

2
7
歳
ま
で
。
交
通
巡
視
員
は
1
8
歳
i

2
3
歳
ま
で
で
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間
1
1
7
月
1
6
日
i
8
月
2
5
日

生徒募集

だ
さ
い
。
（
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
）

●
日
時
1
1
6
月
1
5
日
午
前
1
0
時
ー

午
後
3
時
ま
で

●
場
所
1
1
明
和
村
役
場
会
議
室

※
詳
細
は
役
場
住
民
課
ヘ

0
対
象
者
1
1
村
内
の
小
学
五
年
・
六

年
・
中
学
一
年
生
の
男
女

〇
費
用
1
1
無
料
・
材
料
費
実
費

圏
学
習
内
容

①
外
か
ら
見
た
日
本
の
子
供
た
ち

（
講
義
）

②
郷
土
の
歴
史
に
つ
い
て
（
講
義
）

③
村
の
伝
説
と
民
話
（
講
義
・
討
議
）

④
七
夕
に
願
い
を
こ
め
て
・
マ
コ
モ

馬
づ
く
り
（
講
義
・
実
技
）

⑤
楽
し
い
野
外
炊
飯
（
実
習
）

⑥
楽
し
い
工
作
・
調
理
（
実
習
）

⑦
し
め
飾
り
づ
く
り
（
実
習
）

⑧
ま
ゆ
玉
人
形
づ
く
り
（
実
技
）

〇
申
込
み
期
間
1
1
5
月
末
日
ま
で

圏
申
込
み
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先I
I

中
央
公
民
館
教
育
委
員
会
へ
お
願
い

し
ま
す
。

●
試
験
案
内
及
び
申
込
み
先

▼
上
級
•
初
級
試
験
を
希
望
の
方
は

県
人
事
委
員
会
又
は
、
館
林
財
務
事

務
所
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
警
察
官
関
係
を
希
望
の
方
は
、
県

人
事
委
員
会
又
は
、
館
林
警
察
署
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
‘

※
な
お
、
詳
細
は
群
馬
県
人
事
委
員

会
事
務
局
〒
3
7
1
前
橋
市
大
手
町
1

の

1

の
1
(
6
0
2
7
2悶
1
1
1
1
)

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

‘‘お年寄りの交通事故をなくそう” .50日運動実施中………… 5 月 1 日～ 6 月 19 日

だ
さ
い
。

◎
診
察
料
は

様
で
す
。

一
般
医
院
と
は
ば
同
◎
電
話
番
号

(
6⑬
2
3
1
3
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(4) 

●
梁
瀬

●
中
村

●
江
森

●
立
岡

●
玉
井

●
都
築

●
小
池

●
島
田

●
小
平

●
山
田

盛 一正忠
一弘晋清登次夫眩功興

再新再再新再新新再新

私
た
ち
が
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
交
通

安
全
全
般
に
わ
た
り
、
活
躍
い
た
だ

く
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
が
決
ま
り

ま
し
た
。

●
福
島

●
堀
口

●
秋
野

●
中
村

芳雄竹 政敏弘幸
男吉雄真治雄二雄武茂

青
少
年
育
成
補
導
推
進
員

青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
に
‘
活

躍
い
た
だ
く
、
青
少
年
育
成
補
導
推

進
員
に
次
の
方
々
が
、
委
嘱
（
村
長

及
び
知
事
が
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
）
さ
れ

ま
し
た
。

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
新
里
）

再再再再

●
坂
上

●
桜
井

●
黒
沢

●
石
崎

●
森
田

●
佐
藤

●
原
口

●
金
子

●
大
野

●
篠
木

（
梅
原
）
再

（
大
輪
）
再

（
大
佐
貫
）
再

（
南
大
島
）
新

（
田
島
）
新

（
敬
称
略
）

（
中
谷
）
再

（
梅
原
）
再

（
梅
原
）
新

（
川
俣
）
新

（
須
賀
）
新

（
大
輪
）
新

（
大
輪
）
新

（
入
ヶ
谷
）
再

（
矢
島
）
再

（
大
佐
貫
）
再

（
敬
称
略
）

な
お
、
同
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
明

和
村
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
連
絡

協
議
会
」
か
設
け
ら
れ
、
会
長
に
金
子

竹
雄
さ
ん
‘
副
会
長
に
小
池
清
さ
ん

と
中
村
功
さ
ん
か
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
健
康
管
理
の
良
き
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
活
躍
し
て
い
た

だ
＜
母
子
保
健
推
進
員
が
、
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

●
田
村
秋
善

●
木
村
正
一

●
今
井
政
夫

●
田
村
好
雄

●
北
島
健
一

●
関
口
与
志
男

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
田
島
）

（
江
口
）

再新新新新新

●
連
見
昭
和

●
谷
津
好
一

●
大
沢
秀
隆

●
立
川
博
一

●
落
合
四
郎

●
南
部
公
男

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
梅
原
）

（
川
俣
）

（
須
賀
）

新新新新再新

1
7地
区
の
子
と
も
会

育
成
会
会
長
決
ま
る

●
田
ロ
一
雄

●
大
牧
豊

●
金
子
多
勝

●
石
崎
栄

l

●
鯉
沼
哲
雄

I. 
i 

，凶“、... •一
: 青少年を対象に映画会
-----------------------------------------------

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

●
野
本
ト
ヨ
子
（
千
津
井
）

●
須
藤
か
つ
子
（
江
口
）

●
関
口
良
子
（
江
口
）

●
奈
良
と
よ
（
田
島
）

●
奈
良
み
つ
子
（
田
島
）

●
小
久
保
江
美
子
（
南
大
島
）

●
本
沢
幸
子
（
南
大
島
）

●
蓮
見
ゑ
つ
（
南
大
島
）

●
島
田
勝
子
（
南
大
島
）

●
瀬
下
光
子
（
新
里
）

●
瀬
下
一
江
（
新
里
）

●
金
子
静
江
（
新
里
）

●
内
山
利
子
（
中
谷
）

●
坂
上
な
み
子
（
中
谷
）

体
育
指
導
員

健
康
維
持
増
進
の
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
活
躍
い
た
だ
<
‘
体
育
指

導
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

●
始
沢
重
信
（
梅
原
）
再

●
蓮
見
行
男
（
南
大
島
）
再

●
谷
津
好
一
（
新
里
）
再

●
石
村
正
（
大
佐
貫
）
再

●
多
田
実
（
上
江
黒
）
再

一
男

武
徳

正
雄

昭
一

^ ^ ^ ^ 下矢新江
江
黒島里口
‘--‘‘‘ 

●
蓮
見
ツ
ル

●
中
村
フ
ユ

●
薗
部
恭
江

●
柿
沼
和
江

●
薗
部
し
げ
子

新新新再新

患
騎

岨
借

●
恩
田
勝
彦

●
斉
藤
雅
万

●
篠
木
武
勇

●
帆
足
圭
二

●
青
木
勝
美

田
子
保
健

推
進
員

再再新再新新新新新新新新新再............. 
篠菌玉清金松原江宮石柴清吉
木田井水子本口原沢塚崎水田

ヵ~力

よみみ光つツ千サは閑フ
しっち江子子代イま子ク

●
原
口
典
也
（
新
里
）
再

●
阿
部
繁
美
（
田
島
）
再

●
秋
野
公
江
（
矢
島
）
再

●
早
川
幸
男
（
大
輪
）
再

●
野
本
か
ず
子
（
新
里
）
再

●
奈
良
原
紀
美
恵
（
千
津
井
）
再

●
島
田
幸
保
（
羽
生
市
）
再

●
須
藤
守
二
（
千
代
田
町
）
再

●
松
沢
宏
明
（
館
林
市
）
再

●
新
井
恒
夫
（
千
代
田
町
）
再

（
敬
称
略
）

と
く フ

（
梅
原
）
新

（
梅
原
）
新

（
梅
原
）
新

（
川
俣
）
再

（
須
賀
）
再

（
大
輪
）
再

（
大
輪
）
再

（
大
輪
）
新

（
入
ヶ
谷
）
新

（
矢
島
）
新

（
矢
島
）
新

（
大
佐
貫
）
新

（
大
佐
貫
）
再

文
乍
各
）

（
荷
和
I
l
l

（
大
輪
下
）
新

（
大
輪
上
）
新

（
入
ヶ
谷
）
新

（
矢
島
）
再

（
大
佐
貫
）
新

（
敬
称
略
）
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命
に
か
え
て
農
民
を
救
つ
だ

義
人
恩
田
佐
吉
翁
ら
の

供
養
碑
整
備
さ
れ
る

塵9DS9年麿

●
砂
賀
茂
雄

●
中
村
伊
二

●
野
木
村
公
一

●
小
林
藤
吉

●
柿
沼
一
雄

●
奈
良
源
蔵

●
本
沢
寿
治

●
斉
藤
忠
直

●
坂
上
重
一

●
江
森
久
雄

●
張
谷
文
太
郎

●
篠
原
代
吉

＋谷
中＋ （

斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
梅
原
）

（
川
俣
）

（
須
賀
）

再再再再再再新再再新再新

衛
生
部
長

各
地
区
の

今
か
ら
二
百
六
十
五
年
前
の
享
保

年
間
、
重
税
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る

農
民
を
代
表
し
て
、
時
の
館
林
領
主

に
直
訴
し
、
年
貢
減
免
に
よ
り
多
く

の
村
人
を
救
っ
た
中
谷
出
身
の
恩
田

佐
吉
翁
ら
享
保
の
三
義
人
の
供
養
碑

か
、
中
谷
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
こ

の
た
び
整
備
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
供
養
追
悼
式
が
、
四
月
八
日

中
谷
の
教
学
院
（
安
見
智
尋
住
職
）

で
、
来
賓
、
地
元
住
民
ら
多
数
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に

い
つ
し
か
佐
吉
翁
ら
は
忘
れ
去
ら
れ
、

供
養
碑
は
教
学
院
境
内
に
あ
る
大
イ

チ
ョ
ウ
の
木
の
下
に
傾
き
か
け
て
た

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
檀

徒
ら
が
「
こ
れ
で
は
し
の
び
な
い
」

と
立
ち
あ
が
り
、
今
年
の
一
月
、
供

怠
い
”
明
和
村
の
未
来
を
ひ
ら
く
道
し

る
べ
I
Iと
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査

を
し
て
い
た
だ
＜
統
計
調
査
員
の
方

は
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

養
碑
整
備
委
員
会
（
代
表
、
坂
上
長

吉
）
を
つ
く
り
、
多
く
の
人
た
ち
か

ら
心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
浄
財
を
仰

ぎ
‘
こ
こ
に
立
派
に
整
備
さ
れ
た
わ

け
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
幾
星
霜
の
長
い
間

世
の
う
つ
り
変
り
を
じ
っ
と
見
つ
め

て
き
た
、
こ
の
尊
い
供
養
碑
は
今
こ

こ
に
整
備
建
立
さ
れ
恩
田
佐
吉
翁
ら

三
義
人
は
さ
ぞ
か
し
喜
ん
で
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

碑
は
享
保
の
三
義
人
、
明
和
村
中

谷
恩
田
佐
吉
、
邑
楽
町
中
野
竹
岸
武

兵
衛
、
館
林
市
田
谷
小
池
藤
左
衛
門

の
供
養
碑
で
あ
る
。
三
人
は
、
い
づ

れ
も
江
戸
時
代
の
名
主
で
享
保
三
年

い
わ

そ
の
墓
誌
に
日
＜

●
森
尻
荘
市

●
福
島
重
治

●
森
尻
周
一

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）
再再再

●
原
口
昭
一

●
金
子
基
一

●
長
烏
重
五
郎

●
薗
田
順
一

（
大
輪
）
再

（
入
ヶ
谷
）
再

（
矢
島
）
新

（
大
佐
貫
）
新

（
敬
称
略
）

’'統計は未来を

開く道しるべ”

統計調査員

●
鈴
木
実

●
堀
口
純
一

●
吉
田
修
一

●
坂
上
正

●
田
部
井
政
雄

●
佐
藤
勝
味

●
柴
崎
初
市
郎

●
吉
田
由
雄

●
田
口
文
也

●
吉
本
正

●
渡
辺
利
夫

●
吉
田
義
昭

●
石
村
一
雄

●
大
沢
久
男

●
清
水
亀
久
雄

●
大
野
雄
吉

●
金
子
竹
雄

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 入矢矢大大川須大大大梅梅梅中新新南
ヶ佐佐 大
谷島島貫貫俣賀輪輪輪原原原谷里里島
、一、｀―----一一一、｀――/ ---- ----、--/‘----、一一、一'----、、一一、一＇

十
二
月
、
館
林
領
内
四
十
ニ
ヵ
村
の

農
民
の
代
表
と
し
て
、
時
の
領
主
松

平
清
武
公
の
江
戸
屋
敷
へ
年
貢
滅
免

を
陳
情
さ
れ
た
。
だ
が
、
徒
党
を
組

ん
で
強
訴
に
及
ん
だ
罪
を
問
わ
れ
て

翌
、
享
保
四
年
四
月
に
斬
首
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
三
人
の
名
主

の
田
畑
、
山
林
、
家
財
は
没
収
さ
れ
、

相
続
人
は
領
外
追
放
、
婦
女
子
は
親

類
預
り
の
身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

農
民
達
は
三
人
の
死
を
嘆
き
悲
し
み
、

館
林
市
小
桑
原
の
密
蔵
寺
に
供
養
碑

を
建
て
た
か
‘
城
下
に
近
く
目
障
り

と
あ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
。
其
の
後
農

民
が
ひ
そ
か
に
中
谷
教
学
院
の
境
内

に
再
建
さ
れ
た
の
が
こ
の
碑
で
あ
る
。

時
は
流
れ
、
世
も
人
も
移
り
変
り
‘

ま
た
変
り
つ
つ
あ
る
か
、
己
が
身
を

捨
て
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
尽
さ

再再再再再再新再再再再新再再新新新

●
多
田
裕

●
打
木
文
男

●
江
森
鮫

●
栗
原
三
郎

●
中
村
昭
一

●
砂
賀
良
夫

●
橋
本
智
次

●
薗
部
忠
雄

●
薗
部
正
男

●
野
本
伊
勢
松

●
柿
沼
昭
一

●
新
井
孝
男

•
関
口
与
志
男

●
高
田
啓
一
郎

●
滝
口
鎮
男

●
奈
良
克
久

（
上
江
黒
）
再

（
上
江
黒
）
新

（
上
江
黒
）
再

（
下
江
黒
）
再

（
下
江
黒
）
再

（
斗
合
田
）
再

（
斗
合
田
）
再

（
千
津
井
）
再

（
千
津
井
）
再

（
千
津
井
）
再

（
江
口
）
再

（
江
口
）
再

（
江
口
）
再

（
江
口
）
再

（
田
島
）
新

（
田
島
）
新

（
敬
称
略
）

れ
た
犠
牲
的
精
神
に
吾
等
は
深
く
感

謝
の
誠
を
捧
げ
る
と
共
に
永
く
そ
の

徳
を
称
え
て
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

義
人
の
霊
よ
、
安
ら
か
に
眠
ら
ん

こ
と
を
祈
る
。

昭
和
五
十
九
年
三
月
吉
日

こ
の
よ
う
に
、
佐
吉
翁
ら
の
偉
業

は
石
に
刻
ま
れ
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
。

こ
の
撰
文
並
に
書
は
、
明
和
村
文
化

財
保
護
調
査
委
員
代
表
奈
良
種
介
先

生
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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川俣地区に大蔵省から感詢状

□
―
の
程
、
川
俣
貯
蓄
実
践
地
区
（
代

表
‘
薗
田
そ
も
さ
ん
）
に
、
貯
蓄

の
重
要
性
を
理
解
し
、
地
区
を
あ
げ

て
多
大
に
貯
蓄
の
実
践
に
工
夫
努
力

さ
れ
た
と
し
て
、
大
蔵
省
貯
蓄
推
進

本
部
か
ら
感
謝
状
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

代
表
の
薗
田
さ
ん
は
「
比
較
的
地

味
な
活
動
で
し
た
が
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
ひ
た
す
ら
の
努
力
が
認
め
ら
れ

光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
動

を
生
活
の
糧
と
し
て
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

田端義晴さん（田島）
「星野賞」受賞で

中国震業を視察

田
端
さ
ん
（
左
か
ら
二
人
目

・ダ

こ這t"’のみな邸へお朧い

(
 

( 

、
,
'

ク
で
ご
ご
三
｛

りの様子を

互：てきだ人 にµ、：位霊謬

ピンときだら00091/

楽
の
季
節
を
迎
え
て
、
花
見
や

回
打
楽
に
よ
り
家
を
留
守
に
す
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期

を
ね
ら
う
あ
き
巣
の
被
害
が
増
大
し

て
い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
の
外
出

で
も
、
お
隣
り
に
”
お
ね
か
い
し
ま

す
I
i
と
一
声
か
け
る
な
ど
し
て
、
外

出
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の

盗
難
被
害
も
増
加
し
て
い
ま
す
の
で

離
れ
る
と
き
に
は
、
必
ず
カ
ギ
を
か

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
少
年
の
非
行
が
芽
ば
え
る

の
も
こ
の
季
節
で
す
。
万
引
き
や
シ

ン
ナ
ー
を
乱
用
す
る
少
年
も
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
明
る
い
環
境
を
つ

く
り
、
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
ま
し

ょ
う
。
私
た
ち
の
村
か
ら
暴
力
や
犯

罪
を
追
放
し
て
明
る
＜
住
よ
い
村
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

”
伸
び
る
芽
に
、
愛
を
希
望
を
、

厳
し
さ
を
I
i

行楽のシーズンです

“カギかけは家族みんなの合言葉”

“伸びる芽に、愛を、希望を、厳しさを”

圏
林
警
察
署
管
内
（
明
和
村
・
板

倉
町
・
館
林
市
）
の
昭
和
五
十

八
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
発
生

し
た
窃
盗
被
害
状
況
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。そ

れ
に
よ
り
ま
す
と
、
発
生
総
件

数
は
、
八
二
八
件
と
前
年
よ
り
一
三

件
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
本
村
の
場

合
は
、
五
一
件
で
前
年
よ
り
六
件
滅

っ
て
い
ま
す
。

窃
盗
種
類
別
は
次
の
と
お
り
で
す
。

手
口
の
種
類
署
管
内
（
明
和
村
）

●
金
庫
破
り

8

件

(
O
)

●
事
務
所
荒
し

2
2件
（
）

●
学
校
荒
し

1

件
（
）

●
工
場
荒
し

4

件
（
）

●
更
衣
室
荒
し

4

件
（
）

島
の
田
端
義

晴
さ
ん
は
、

国群
馬
県
の
農
業
功

労
者
に
与
え
ら
れ

る
「
星
野
賞
」
を

受
賞
。
そ
の
副
賞

と
し
て
、
三
月
五

日
か
ら
十
三
日
ま

で
の
九
日
間
、
中

国
農
業
を
視
察
研

修
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
星
野
賞
」

2
 

ー ゜ ゜

と
ろ
ほ
う
は

夕
方
と
夜
中
に

侵
入
し
ま
す
。

●
出
店
荒
し

2
5件
（

●
給
油
所
荒
し

6

件
（
．
。

●
空
単
ね
ら
い

1
3
0
件

(
1
8

●
忍
込
み

6
3件
（

3

●
居
空
き

7

件
（

O

●
そ
の
他

1
5件

(
2

※
以
上
が
侵
入
盗
で
す
。

●
自
動
車
盗

2
2件

(
2
)

●
オ
ー
ト
バ
イ
盗
1
0
9
件

(
2
)

●
自
転
車
盗

1
0
4
件

(
2
)

●
干
物
盗

1
5件
（

1

）

●
部
品
盗

9

件

(
O
)

●
す
り

2

件

(
O
)

●
か
っ
ぱ
ら
い

8
2件
（

7

）

●
そ
の
他
（
万
引
き
・
車
上
ね
ら
い

な
ど
）

2
0
0
件

(
6
)

※
以
上
が
非
侵
入
盗
で
す
。

ま
た
、
窃
盗
被
害
の
時
間
帯
は
、

夕
方
の
四
時
前
後
か
最
も
多
く
、
全

体
の
3
0％
以
上
。
そ
れ
か
ら
、
夜
中

の
二
時
前
後
か
2
4％
と
、
合
わ
せ
て

5
0％
以
上
が
こ
の
時
間
帯
に
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

は
、
大
間
々
町
の
星
野
新
吉
さ
ん
と

い
う
人
の
寄
付
金
を
基
金
と
し
て
設

立
さ
れ
た
も
の
で
、
群
馬
県
農
業
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
農
業
者
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

田
端
さ
ん
は
、
そ
の
抱
負
を
次
の

よ
う
話
し
て
い
ま
す
。
「
私
に
は
過

ぎ
た
賞
な
の
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ
の
賞
に

恥
じ
な
い
よ
う
、
群
馬
県
農
業
強
い

て
は
、
日
本
農
業
発
展
の
た
め
、
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

5
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ピッカピカ 1年生

小学校165人・中学校175人入学

国
口
の
新
井
一
之
さ

ん
⑪
宅
で
生
産
し

新
井

月
九
日
、
県
下
一
斉
に
小
学
校
中
学
校

匝
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
本
村
で
も
西
小

学
校
に
一
0
五
人
、
東
小
学
校
に
六
0
人
、

明
和
中
学
校
に
一
七
五
人
の
新
入
生
が
誕
生

し
ま
し
た
。

真
新
し
い
服
装
に
身
を
つ
つ
み
、
お
母
さ

に
連
れ
ら
れ
て
小
学
校
の
門
を
く
ぐ
る
ピ
ッ

カ
ピ
ク
カ
一
年
生
。

上
級
生
の
案
内
で
式
場
に
入
る
新
入
生
ち

よ
っ
ぴ
り
緊
張
ぎ
み
で
し
た
が
、
一
人
ひ
と

り
名
前
を
よ
ば
れ
る
と
”
は
い
“
と
現
代
っ

子
ら
し
い
返
事
が
次
つ
ぎ
と
会
場
に
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。

新
入
生
の
生
徒
数
は
、
前
年
と
比
べ
る
と
、

西
小
1
8
人
減
、
東
小
1
8
人
増
、
総
数
で
は
横

ば
い
。
ま
た
、
明
中
で
は
、
1
9
人
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
年
度
の
目
玉
事
業
で
あ
る
。
第
四
水
源
地
（
梅

原
地
内
）
の
増
設
工
事
の
起
工
式
が
、
四
月

十
一
日
、
関
係
者
多
数
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
工
事
は
、
さ
く
井
工
事
（
井
戸
堀
）

で
、
五
月
中
に
完
了
し
て
そ
の
後
、
本
体
工
事
に

入
る
計
画
。

現
在
は
、
三
カ
所
の
タ
ン
ク
か
ら
村
内
全
戸
に

給
水
し
て
い
ま
す
。
給
水
量
は
一
日
三
、
二
七
四

ト
ン
、
年
間
―
―
九
万
八
、
0
0
0
ト
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。
最
近
利
用
者
も
増
え
て
き
た
こ
と
か

ら
、
既
存
の
も
の
で
は
、
ま
か
な
い
切
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
た
め
増
設
さ
れ
る
も
の
で
、
給
水
能

力
は
一
日
二
、
0
0
0
ト
ン
級
の
も
の
。

完
成
は
六
十
年
の
三
月
の
予
定
。

こ
れ
か
完
成
し
ま
す
と
、
給
水
能
力
は
全
部
で

一
日
五
、0
0
0
ト
ン
と
な
り
、
利
用
が
増
え
て

も
十
分
対
応
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
か
と

い
っ
て
ム
ダ
な
水
使
い
は
つ
つ
し
み
ま
し
ょ
う
。

”
水
は
貴
重
な
有
限
資
源
で
す
I
i

利
用
世
帯
増
加
に
対
応

水
道
タ
ン
ク
を
増
設
（
梅
原
地
内
）

れ
か
ら
、
運
動
シ
ー
ズ
ン
を

□
]
迎
え
自
分
た
ち
で
利
用
す
る

運
動
場
は
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に

し
よ
う
と
四
月
十
五
日
、
早

朝
、
「
利
根
川
河
川
敷
運
動
場
」

の
利
用
者
（
団
体
）
二
百
名
が
空
力

ン
、
ゴ
ミ
な
ど
の
一
斉
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
ゴ
ミ
袋
や
バ
ケ
ッ

を
手
に
朝
七
時
三
十
分
頃
か
ら
開

始
。
二
時
間
足
ら
ず
で
す
っ
か
り

き
れ
い
に
な
っ
た
運
動
場
。

そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
、
参
加
者

の
間
で
、
早
く
も
今
年
の
ス
ポ
ー

ツ
談
義
に
花
が
咲
い
て
い
た
よ
う

で
す
。

農
産
物
品
評
会
で
金
賞

之
さ
ん
（
江
日
）
の
ナ
ス

た
ナ
ス
が
、
こ
の
程
、
行
わ
れ
た
本

県
園
芸
協
会
主
催
の
農
産
物
品
評
会

で
金
賞
（
ナ
ス
の
部
）
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
．
イ
チ
ゴ
・
施
設
園
芸
（
ナ

ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
）
を
対
象

に
開
か
れ
た
も
の
で
、
よ
り
優
れ
た

も
の
は
か
り
四
百
点
以
上
が
展
示
。

新
井
さ
ん
は
「
こ
の
受
賞
を
機
に

更
に
栽
培
技
術
の
向
上
に
努
め
、
消

費
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

物
を
た
く
さ
ん
作
り
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
品
評
会
に
は
次
の
方

も
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
ナ
ス
の
部

銀
賞
／
田
端
喜
一
さ
ん
（
田
島
）

◎
キ
ュ
ウ
リ
の
部

銅
賞
／
機
村
昭
一
さ
ん
（
斗
合
田
）

銅
賞
／
栗
原
利
夫
さ
ん
（
南
大
島
）

唇

運動場は自分たちできれいに．I

利用者（団体）で自主清掃
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国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子
年

金
‘
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
‘
寡

婦
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
「
国
民

年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
役
場
を

通
じ
て
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
、
引
き
続
い
て
年
金
を

受
け
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
。

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
年
金

の
支
払
い
が
一
時
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
気
を
つ
け
ま

遠
く
英
国
の
田
舎
、
バ
ド
ミ
ン
え
た
か
、
僅
か
一

0
0
グ
ラ
ム
の
ラ

ト
ン
村
で
誕
生
し
た
ス
ポ
ー
ツ
か
、
ケ
ッ
ト
か
ら
飛
び
出
す
シ
ャ
ト
ル
の

日
本
の
田
舎
、
明
和
村
で
も
昨
年
速
さ
に
驚
い
た
。
そ
の
運
動
量
は
サ

か
ら
、
盛
ん
に
な
っ
た
。
半
年
前
、
ッ
カ
ー
並
み
、
シ
ャ
ト
ル
の
速
さ
は
、

新
幹
線
よ
り
も
速
い
と
言
わ
れ
る
。

何
気
無
く
体
育
館
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
に
応
募
し
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
触

れ
た
。

た
か
か
西
洋
羽
根
突
き
等
と
考 島田吉雄さん（中谷）

文
・
題
字
と
も
島
田
さ
ん
で
す
。

何
よ
り
も
ル
ー
ル
か
簡
単
。
他
の
ス

ポ
ー
ツ
に
は
例
を
見
な
い
と
も
い
わ

れ
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。

と
に
か
く
運
動
不
足
に
な
り
か
ち

な
私
は
、
そ
の
解
消
と
健
康
法
と
を

バ
ど
そ
｀
‘
る
怜

9
-＿
ェ
＂

し＼

し
ょ
う
。
現
況
届
の
用
紙
は
、
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
お
よ
そ
一
カ
月
前

に
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
要
な

事
項
を
記
入
し
、
役
場
で
証
明
を
受

け
て
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
昨
年
六
月
一
日
以
降
に
新

た
に
年
金
を
受
け
は
じ
め
た
方
は
、

今
回
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年

金
を
受
け
て
い
る
方
の
現
況
届
は
、

各
人
の
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会

保
険
庁
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

現
在
の
し
尿
く
み
取
り
料
金
は

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
外
国
人
の
方

で
、
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い

な
い
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
で
き

ま
す
の
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
（

※
詳
細
は
役
場
住
民
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

 

-
6
月
1
日
力
ら
~

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

し
尿
く
み
取
り
料
金
改
定

兼
ね
て
、
新
し
く
出
来
た
仲
間
達

と
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
も
御
一
緒
に
い
か
が
で
す

か
。
毎
週
水
曜
日
、
午
後
七
時
、

社
会
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
東
コ
ー

ト
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
自
称

運
動
大
好
き
お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん

達
が
、
ち
っ
ち
ゃ
な
シ
ャ
ト
ル
を
、

追
っ
か
け
て
ふ
う
ふ
う
言
っ
て
ま

す
よ
。

5

月
3
1日
ま
で
に
提
出
を

第272号

国
民
年
金
の
「
現
況
届
」
は

外
国
人
の
方
も

国
民
年
金
に
加
入
を

(8) 

い
ま
す
。

地 区

田
黒
黒
井
口
島
島
島
島

合
江
江
津
大
大
大

斗
下
上
千
江
田
南
南
南

ゴミ袋

橋本商店

猫豆屋商店

伊勢屋

丸め屋
岩井商店

江口屋

銀店

魚忠

し尿汲取券

橋本商店

猫豆屋商店

伊勢屋

長島商店

玉井酒造

王井酒店

銀店

三田商店

川端油店

地 区

里
里
谷
原
俣
賀
輪
輪
島
貫

佐

新
新
中
梅
川
須
大
大
矢
大

ゴミ袋

水上屋

堀口商店

島田商店
関口商店

東商店

荒川商店

原口商店

蓮商店

清水商店

小田原屋

し尿汲取券

水上屋
堀口商店

折原商店

関口商店

東商店

荒川商店

原口商店

奈良原商店

折原商店

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
に
定
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
収
集
諸
経
費
の
増
大
に

よ
り
‘
六
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に

改
定
に
な
り
ま
す
。

●
改
定
料
金
1
1
1
8
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

「
九
十
円
」
が
「
百
円
」
に
な
り
ま

す
。

●
す
で
に
購
入
し
た
、
く
み
取
り
券

か
六
月
一
日
以
降
に
持
ち
越
さ
れ
た

場
合
は
、
そ
の
差
額
を
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
料
金
の
支
払
い
は
、
最
寄
り
の
く

み
取
り
券
販
売
所
か
ら
事
前
に
、
く
み

取
り
券
を
購
入
し
、
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

圏
し
尿
く
み
取
券
・
ゴ
ミ
袋
販
売
所

飯
島
茂
雄

題
名
鏡
餅

年
号
な
し

大
き
さ
一
五
c
m
x
一
五

C
m

願
主
不
明

所
在
地
南
大
島
稲
荷
山

こ
の
絵
馬
は
、
神
前
に
供
え
る

鏡
餅
を
絵
馬
に
描
い
た
も
の
で
、

大
き
く
描
か
れ
た
円
餅
を
オ
ス
ガ

タ
と
呼
び
餅
を
神
体
と
す
る
こ
と

が
多
い
。
祈
願
に
あ
た
っ
て
重
ね
餅

を
三
方
に
の
せ
て
供
え
、
夫
婦
和

合
、
子
授
り
、
縁
結
び
の
成
就
お

礼
な
ど
に
奉
納
さ
れ
る
絵
馬
で
あ

る
か
、
咋
年
の
十
一
月
号
で
紹
介

し
た
縁
切
り
絵
馬
と
同
し
場
所
に

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
縁
切
り
祈
願

し
た
者
（
妻
）
が
夫
と
情
婦
と
の

縁
が
切
れ
て
夫
婦
和
合
と
な
り
、

大
願
成
就
の
お
礼
と
し
て
奉
納
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

南
に
利
根
川
、
北
に
谷
田
川
か

流
れ
る
当
村
は
、
そ
の
盛
衰
を
河

川
に
賭
け
て
き
た
村
で
あ
る
。
水

害
に
泣
き
飢
え
た
年
‘
肥
沃
な
土

地
に
稲
穂
か
実
り
歓
喜
し
た
年
、

水
の
横
暴
と
恵
み
に
悲
し
み
と
喜

び
か
お
り
な
す
歴
史
の
果
て
に
‘

今
日
の
繁
栄
を
か
ち
と
っ
た
の
で

あ
る
。そ

れ
だ
け
に
人
々
の
神
や
仏
に

対
す
る
信
仰
、
願
望
の
心
は
切
実

で
あ
っ
た
。
そ
の
様
々
な
場
面
の

目
撃
者
と
し
て
遺
さ
れ
た
も
の
の

―
つ
か
絵
馬
で
あ
っ
た
。
歴
史
を
声

な
き
声
で
語
る
絵
馬
は
、
郷
土
の

歴
史
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

絵
解
き
に
は
、
大
な
り
小
な
り

独
断
と
偏
見
を
免
れ
る
事
が
出
来

な
い
か
、
あ
え
て
こ
の
危
険
を
重

ね
‘
耐
え
、
の
り
こ
え
て
村
の
歴

史
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
‘
絵
馬
に
託
し
た
人
々

の
心
の
深
層
に
想
い
を
は
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
願
い
を
こ
め
て
寄
一
‘

稿
し
た
次
第
で
あ
る
。

明
和
村
斗
合
田

* 

終
わ
り
に
あ
だ
っ
て
、

「
絵
馬
シ
リ
ー
ズ
L
連
載

* 最終回
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
ク

ラ
ブ
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

◎
対
象
者
1
1

一
般
男
女

◎
練
習
日
1
1

毎
週
水
曜
日
、
午
後
7

時
か
ら
9
時
3
0
分
ま
で

◎
会
費

1
1

三
0
0
0

円
（
年
額
）

※
詳
細
は
社
会
体
育
館
へ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
員
募
集

◎
期
日

1
1
5

月
か
ら
6
月
ま
で
の

毎
週
水
・
金
曜
日

(
1
0回程
度
）

◎
対
象
者
1
1

中
級
程
度
の
一
般
男
女

◎
場
所

1
1

社
会
体
育
館

◎
費
用

1
1

一
五
0
0
円

※
詳
細
は
社
会
体
育
館
へ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

生
徒
募
集

（
中
級
程
度
）

⑪
含
＠
祠
饂

＠
衷
◎
国
錮

か
ら
伝
言

村 の
、
9

一、、

一
き

5月
11 日

II 

13 日

I

I

 

l

l

 

15 日

20 日

22 日

23 日

15 日

任意共済推進協議会

BCG接種（乳児）

地区別ソフトボール大会

（東・中・西）

ファミリーゲートボール大会

少年サッカー東毛地区大会

寿学級開講式

体育施設利用団体協議会

第二回定例議会

農業委員会

道路改良促進協議会30 日

6月
5 日 健康相談

人権・行政相談

中
央
公
民
館
で
は
、
各
種
教
室
を

次
の
と
お
り
開
講
い
た
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
中
央
公
民
館
へ
。

圏
古
典
教
室

日
時
5
月
1
1
.
2
5
日
午
後7
時

0
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

日
時
5

月

1
2日
午
後
1

時
3
0
分

屯
書
道
教
室

日
時
5
月
1
3
.
2
7
日
午
前

9

時
3
0
分

0
放
送
教
室

日
時

5

月
1
6
日
午
前
9
時
3
0
分

圏
中
華
料
理
教
室

日
時
5
月

1
7日
午
前
9

時
3
0
分

〇
油
絵
教
室

日
時
5
月

1
9日
午
後
1

時
3
0
分

圏
親
子
創
作
教
室

日
時
5
月
2
0
日
午
前
9
時
3
0
分

「
館
林
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会

長
、
岡
安
今
朝
雄
さ
ん
）
」
は
、
明
和

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
自
動
車
購
入

資
金
に
と
六
十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

館
林
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

6
0万
円
寄
付

一
度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
”
~

各
種
教
室
開
講

圏
「
大
島
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
（
代
表
、

関
口
与
志
男
さ
ん
）
」
は
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
を
開
催
し
た
際
の
募
金
一
万
一

千
六
十
四
円

蒼
「
和
好
会
（
代
表
、
野
本
順
蔵
さ

ん
）
」
は
、
会
の
解
散
記
念
と
し
て
五

千
円
。
そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た

め
に
と
奉
仕
銀
行
に
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

圏
「
大
島
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
」
は
、

ス
タ
ン
ド
マ
イ
ク
ニ
台
を
中
央
公
民

館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う

薗
田
み
つ
さ
ん
⑱
逝
去

村
内
の
最
高
齢
者

村
内
の
最
高
齢
者
で
あ
っ
た
菌
田

み
つ
さ
ん
（
大
佐
貫
一
四
一
番
地
）

は
、
去
る
四
月
三
日
午
前
零
時
三
十

今
日
も
又
夫
の
持
ち
来
し
新
聞
に
あ

か
ぎ
国
体
の
書
面
を
見
つ
む

細
田
武
子

電
流
音
劇
し
く
耳
染
に
響
き
く
る
待

人
来
ら
ず
肌
寒
き
朝

山
形
ト
メ

樫
の
実
の
撒
き
散
ら
せ
し
如
転
び
ゐ

て
ふ
と
立
ち
止
る
香
き
思
ひ
に

立
岡
正
夫

犬
曳
き
て
売
り
渡
せ
し
田
に
仔
づ
め

り
寝
ね
づ
に
田
水
引
き
し
も
は
る
け

く
本
沢
シ
ズ

紅
葉
で
色
あ
ざ
や
け
き
山
形
の
秋
保

の
宿
で
心
い
や
せ
り

多
田
は
つ
江

人
ひ
と
り
そ
上
に
乗
せ
し
国
会
報
告

索
漢
た
り
き
風
鳴
る
広
場
に

坂
上
千
枝
子

も
だ

ひ
と
と
き
の
空
想
は
果
て
黙
す
ま
ま

人
の
裏
道
ち
ぎ
れ
雲
ゆ
く

◎
転
入
（
四
月
一
日
付
）

西
小
小
林
初
枝
（
太
田
中
央
小
か

ら
）

教
職
員
人
事
異
動

村
誌
編
さ
ん
室
長
事
務
取
扱
に
、

関
口
浅
次
助
役
が
兼
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
（
四
月
一
日
付
）

役
場
人
事
異
動

政
美

分
老
衰
の
た
め
自
宅
で
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
亨
年
九
十
八
歳
。

み
つ
さ
ん
は
、
い
つ
も
愛
用
の
乳

母
車
を
押
し
て
は
自
宅
付
近
の
散
歩

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
近
所
の
人

か
ら
は
”
い
つ
も
お
元
気
で
す
ね
“

と
う
ら
や
ま
れ
る
ほ
ど
で
し
た
…
。

告
別
式
は
‘
五
日
、
自
宅
で
し
め

や
か
に
と
り
行
わ
れ
、
別
れ
を
惜
し

む
人
達
の
長
い
列
が
つ
づ
き
ま
し
た
。

ご
遺
徳
を
忍
び
、
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

柿
沼
ま
つ

ひ
と

寒
空
に
セ
ー
ル
ス
の
女
に
こ
や
け
き

買
ふ
て
も
や
れ
ね
ば
熱
き
茶
注
ぐ

瀬
下
一
江

ぉ

一
段
毎
に
冷
え
ゆ
く
抗
道
降
り
来
た

ひ
と
よ

り
水
替
人
足
の
生
涯
思
へ
ば

江
森
佳
世
子

み
ち

長
き
影
野
路
に
ひ
き
て
闘
病
の
友
を

見
舞
ひ
て
帰
る
足
ど
り奈

良
原
き
く
の

お
さ
な
ご

鯉
の
ぼ
り
と
言
へ
ば
見
上
ぐ
る
幼
児

の
澄
み
し
瞳
に
又
鯉
の
ぼ
り

江
森

薗
田
み
つ

酒
井
き
い

高
瀬
き
み

村
田
も
と

篠
木
織
三
郎

本
澤
茂

片
岡

勇

I
死
亡
ー

氏
名

多
田
連

高
澤
恒
雄

藤
野
き
ん

武
田
と
よ

石
峻
太
一

（
敬
称
略
）

世
帯
主

年
令
（
）
は
新
地
区
死
亡
月
日

7
7
（
秀
明
）
江
口

4

月
2

日

7
2
友
次
梅
原

4

月
2

日

8
7
音
太
郎
川
俣

4

月
3

日

9
8
晃
一
大
佐
貫

4

月
3

日

7
7
初
雄
南
大
島

4

月
5

日

7
5
俊
雄
田
島

4

月
6

日

7
1

金
市
大
輪

4

月
7

日

9
0
清
一
大
佐
貫

4

月

1
9日

2
2
長
治
南
大
島

4

月

1
9日

4
1
（
千
代
子
）
新
里
4
月2
0日

9
0

博
中
谷

4

月

2
6日

6
3
（
文
雄
）
矢
島
4

月

2
8日

坂
村
高
洋
操
三
男
新
f
．
里

9

月

1
9日

（
登
載
漏
れ
に
よ
り
掲
載
）

—
出
生
ー
（
敬
称
略
．
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

砂
賀
逸
人
守
陥
長
男
上
江
黒

3

月

2
3日

奈
良
麻
美
高
志
長
女
田
島

3

月

2
9日

永
野
め
ぐ
み
正
雄
長
女
梅
原

4

月
5

日

恩
田
悛
平
孝
喜
長
男
上
江
黒

4

月
6

日

田
沼
真
由
美
実
長
女
中
谷

4

月
6

日

山
田
香
織
一
成
長
女
矢
島

4

月

1
6日

島
田
証
行
武
長
男
大
輪

4

月

1
7日

丸
山
友
未
振
市
長
女
上
江
黒

4

月

1
8日

勉
長
男
千
津
井

4

月
1
9日

小
林
孝
至 ：

々
よ
｀

：
｀
太
く
f
升
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4月の

e 
っ賣ク匡ダ

救急車出動回数
●交通事故 3 件
●急病 9 件
●その他 4 件

●計 16件

: 館林邑楽地区 館林地区 日邑月楽千禾□ 代板士田也倉区こ
日

産婦人科 耳鼻科 内 科外科

5 月 20 日 六吉 胃 医院大神医院 堀越医院合{ 73 } 4151 津久井医院 竹越医院
てな合(7 I 6 3 0 合(62) 2 2 0 0 増田医院ff 72 1387 fi'(72) 3 3 I 6 合(84) 3 I 3 7 

曜
横田医院川田医院 阿久津医院合{ 72 } 3315 岡田医院 ヵi

5 月 27 日
館林地区が

合(72) 0 2 5 5 合(72) 3 7 2 4 田内医院合 72 3855 合(72) 3 I 6 3 担当します ：日あ当

6 月 3 日 浜 り 医院小 胃 医院 須田医院合{ 72 } 0862 宇沢医院 館林地区が
ff(8 5 6 7 8 合(7 0 6 0 6 多々良診療所 ff 72 3060 合(74) 8 7 6 I 担当します

番
白沢医院後藤 { 康）医院6 月 ID 日 大塚医院合{ 72 } 0176 館 り 医院 小西医院

しヽの
ff(72) I 6 0 0 ff(72 3 9 7 5 ゆたか医院匹 72 7308 ff(7 2 I I 2 ff(86) 2 2 6 I ゜で

医
館林地区が 喜6 月 17 日 落 喜 医院大 , 医院 後藤（愛）医院合{ 72 } 0134 寺内医院

合(3 I 6 0 ff(6 2 2 0 0 上野医院合 72 3330 ft(72) 3 0 3 I 担当します でで
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第
6

回
：

6
0年
3

月
中
「
食
品
と
栄
養
」
●
会
場
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー
（
公
民

|
|
|
|
|
|
l
l
|
|
|
l
|
●
開
講
場
所

1
1保健
セ
ン
タ
ー
館
北
側
）

健
康
教
｛
至
●
講
師

1
1有
識
者
（
専
門
医
師
な
ど
）
●
対
象
者

1
1
5
5

年
9月
1
日
ー5
6年

●
希
望
者
は
5

月

2
1日
ま
で
に
、
役

2

月

2
8日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
場
保
健
課
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
●
持
参
す
る
も
の

1
1母子
手
帳
、
問

本
年
度
の
健
康
教
室
か
次
の
と
お
|
|
|
|
|
|
|
|
|
診
票

□1
]
さ

5汀
□い
T
l』]
-
l
l
,
'丁
幻
刷
訂
汀
|

第
2
回
：
7

月
中
「
中
年
の
健
康
」
|
|
|
|
|
|
|
|
|
l

生
ワ
っ
チ
ン
投
与

第
3
回
：
8

月
中
「
ガ
ン
に
つ
い
て
」
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

第
4

回
：

1
1月
中
「
健
康
体
操
」
●
日
時

1
1
5

月

3
0日
午
後

1

時

第
5

回
：

6
0年
1

月
中
「
食
生
活
」

3
0分
1
2

時
ま
で
受
付
●
日
時

1
1
6

月

1
2日
午
後

1

時
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▼
利
率
1
1

年
七
・
六
％
以
内
従
業
員
三
十
人
以
下
の
個
人
・
会
社

i
か
町[
|
|
|
:
5
|
|
|
|
|
l
0
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
▼
融
資
限
度
額

1
1二千
万
円
以
内

象
さ
経
｛
書
の
▼
融
資
対
象

1
1資
本
金
一
千
万
内
以
▼
融
資
期
間

1
1七
年
以
内

，
些
宙1

ん
へ
下
。
従
業
員
三
百
人
（
業
種
に
よ
り
▼
利
率

1
1年六
四
％
以
内

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
異
な
る
）
以
下
の
個
人
・
会
社
？
中
小
企
業
労
働
福
祉
施
設
資
金

●
日
時

1
1
5

月

2
4日
午
後

1

時
村
に
は
次
の
よ
う
な
融
資
制
度
資
▼
融
資
限
度
額

1
1

五
百
万
円
以
内
▼
融
資
対
象

1
1

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

1
1

時
3
0分
ま
で
受
付
金
か
あ
り
ま
す
。
▼
融
資
期
間

1
1
五
年
以
内
▼
融
資
限
度
額

1
1

一
千
五
百
万
円
以
内

●
会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー
0
小
口
資
金
▼
利
率

1
1

年
六
•
四
％
以
内
▼
融
資
期
間

1
1

七
年
以
内

●
対
象
者
1
1
5
7
年
9

月
1

日

1
5
7年
▼
融
資
対
象

1
1

中
小
企
業
者
な
ど
〇
商
業
設
備
近
代
化
資
金
▼
利
率

1
1

年
六
・
四
％
以
内

1
1月
3
0日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
▼
融
資
限
度
額

1
1

五
百
万
円
以
内
▼
融
資
対
象

1
1

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
を
※
詳
細
は
、
役
場
経
済
課
に
お
た
ず

●
持
参
品
1
1

母
子
手
帳
・
問
診
票
▼
融
資
期
間

1
1

三
ー
五
年
以
内
営
む
者
で
‘
資
本
金
一
千
万
円
以
下
。
ね
く
だ
さ
い
。

``:] 

ロ
豊
か
な
自
然
の
中
で
野
外
炊
飯
や

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ
て

父
と
子
の
ふ
れ
合
い
を
深
め
よ
う
と

「
父
と
子
の
ふ
れ
合
い
教
室
」
か
‘

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
参
加
対
象
者
1
1

県
内
居
住
者
で
小
・

中
学
生
と
そ
の
父
親
又
は
保
護
者

●
経
費
1
1

一
五
0
0
円
（
食
事
代
等
）

●
申
込
み
方
法
1
1

返
信
用
封
筒
を
同

封
の
上
、
父
と
子
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
直
接
実
施
機
関
へ
申
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
込
み
期
限
1
1

実
施
期
日
の
十
日

前
ま
で
。

※
そ
の
他
、
く
わ
し
く
は
各
実
施
機

関
で
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

f

=
-
9
-
q
—-
0
-
^
ー-
9
-
^
1
-
-
5
-
^

ー
-
g·
-
9
-
9
-
^
-

―
零
ー
ー
1
9
·g-
—
●-o
-―
·
g
-
―

9
9
-―
-
g-
F
·
s――-
9
-
_
-

―9
9
-―_
-
5
-
P
.
-

―-
9g
-
『•
9
-―_
-
m
-—●-
s
-―_
-
5
-
r
,
-

3
0分
1
2

時
ま
で
受
付

●
会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
1
1
5
8
年
2

月
1

日

1
5
9年

1

月

3
1日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
（
ニ

回
す
ん
で
な
い
児
は
四
歳
未
満
に
限

り
受
け
ら
れ
ま
す
。
）

※
く
わ
し
く
は
役
場
保
健
課
ヘ

実施期間・実施期日及び募集人員

実施機関 所在地電話番号 実施期日 募集人員

県立北毛 吾妻郡高山村中山6853 昭和59年 5 月 19~20 日
80 人

青年の家 027963 -2004 （土日）

県立妙義少 甘楽郡妙義町諸戸 1106 昭和59年10 月 20~21 日
100 人

年自然の家 027473-2101 （土日）

県立東毛少 新田郡藪塚本町藪塚36 昭和59年10 月 20~21 日
100 人

年自然の家 57 027778-5666 （土日）

●
月
例
行
政
（
人
権
相
談
）

●
日
時

5

月

1
5日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

●
場
所
役
場
第
2

会
議
室

●
交
通
事
故
相
談

●
日
時

5

月

1
7日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

●
場
所
館
林
市
民
相
談
室

（
旧
市
役
所
一
階
）

●
専
門
相
談
員
か
適
切
な
助
言

指
導
を
行
い
ま
す
。

●
健
康
相
談

●
日
時

6

月
5

日
受
付
午

後
1

時
1
2

時

●
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
北
側
）

●
内
容
医
師
に
よ
る
保
健
指
導

●
乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

●
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後

1

時
1
2

時
ま
で
で
す
。

令
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
固
定
資
産

税
第
一
期
、
自
動
車
税
、
水
道

料
金
で
す
。

2
8日
東
部
児
童
館

2
9日
中
央
公
民
館
和
室

3
0日
明
和
農
協
第
一

相
談
・
検
診
（
無
料
）

（
毎
月
実
施
）
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と
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l ＝ミ璽—-前半 1 位で走る本村チーム（予選）

＊
み
と
こ
ろ
＊

第
二
回
定
例
村
議
会
・
群
馬
県

総
合
表
彰

2
.
3

p

寿
学
級
今
年
も
開
講
I
4

p

農
作
業
標
準
賃
金
な
ど

決
ま
る

5

p

「
父
の
日
」
作
文
ー
6
.
7

p

カ
メ
ラ
ニ
ュ
ー
ス
・
社
会
体
育

各
種
日
程
決
ま
る
I
8
.
9

p

大
利
根
学
園
生
徒
募
集
ー
m
ば
_

寄
付
あ
り
が
と
う
・

お
知
ら
せ
ー
ー

_
1
1
.
1
2
p
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昭
和
五
十
九
年
第
二
回
村
議

会
定
例
会
は
、
五
月
二
十
二
日
、

会
期
一
日
間
で
開
会
さ
れ
ま
し

こ
。t
 こ

の
定
例
会
で
①
昭
和
五
十

九
年
事
業
年
度
明
和
村
土
地
開

発
公
社
予
算
に
つ
い
て
②
村

税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処

分
に
つ
い
て
③
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決

処
分
に
つ
い
て
④
公
告
式
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑤

村
長
選
挙
立
会
演
説
会
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て
⑥
人
権
擁
護

委
員
の
推
せ
ん
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
泉
田
公
一
郎
、
中
村

光
雄
の
両
議
員
の
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

~て＇』~
始沢重信さん（梅原）

人
権
擁
護
委
員
に
な
る

始
沢
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
五
十
九
年
度
の
明
和
村
土
地

開
発
公
社
の
予
算
総
額
は
、
収
入
支

出
と
も
四
十
万
円
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
前
年

と
ち
か
い
、
公
有
地
取
得
事
業
の
計

明
和
村
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

画
が
な
い
の
で
、
前
年
と
比
較
し
て

大
幅
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 部

改
正
な
と

全
議
案
を
承
認
可
決

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
が
三
月
三
十
一
日
、
参
議
院
本

会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
の
に
伴

い
、
村
の
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
る
も
の
で
す
。

改
正
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

◎
昭
和
七
年
一
月
一
日
生

(
5
2歳）

◎
昭
和
二
十
五
年
か
ら
二
十
九
年

ま
で
梅
島
小
学
校
教
員
。

そ
の
後
、
家
事
農
業
に
従
事
。

◎
昭
和
四
十
六
年
か
ら
五
十
九
年

三
月
ま
で
、
社
会
教
育
委
員
と
し

て
活
躍
。

◎
昭
和
三
十
三
年
か
ら
現
在
ま
で
、

体
育
指
導
員
と
し
て
、
ま
た
、
昭

和
四
十
五
年
か
ら
現
在
ま
で
、
保

護
司
と
し
て
活
躍
中
。

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
改

正
さ
れ
る
も
の
で
す
。

主
な
改
正
内
容
と
し
て
は
‘
①
保

険
税
の
課
税
限
度
額
か
二
十
八
万
円

か
ら
三
十
五
万
円
に
引
上
げ
と
な
り

ま
す
。
②
保
険
税
の
減
額
基
準
の
改

正
で
四
割
減
額
の
基
準
に
用
い
る
額

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、
昨
年
の
十
一
月
二
十
九
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
条
例
設
置
の
必
要
か

な
く
な
っ
た
た
め
廃
止
さ
れ
る
も
の

で
す
。

明
和
村
長
選
挙
立
会

演
説
会
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て

が
一
人
当
た
り
（
世
帯
主
を
除
い
て
）

十
八
万
五
千
円
か
ら
十
九
万
円
に
引

上
げ
ら
れ
ま
す
。
③
五
十
九
年
度
分

の
保
険
税
に
限
っ
て
、
保
険
税
の
減

額
基
準
額
が
二
十
四
万
円
か
ら
‘
二

十
六
万
円
に
引
上
げ
と
な
り
ま
す
。

④
住
民
税
に
お
け
る
、
み
な
し
法
人

課
税
の
適
用
期
間
が
五
年
間
延
長
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

税
に
お
け
る
特
別
措
置
も
五
年
間
延

長
さ
れ
ま
す
。
⑤
被
保
険
者
が
月
の

末
日
に
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
場
合
の
保
険
税
の
二
重
賦
課
を
調

整
し
て
、
是
正
さ
れ
る
も
の
で
す
。

村
に
は
、
条
例
を
は
じ
め
、
重
要

事
項
に
つ
い
て
公
告
す
る
掲
示
場
所

か
十
六
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
中
谷
一
八
七
番
地
内

（
住
民
セ
ン
タ
ー
敷
地
）
に
あ
っ
た

も
の
を
、
す
ぐ
北
側
の
教
学
院
の
敷

地
内
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

明
和
村
公
告
式
条
例
の

＿
部
改
正
に
つ
い
て

\ 

泉
田
公
一
郎
議
員
農
業
用
幹
線
の

用
排
水
路
は
‘
遂
年
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
か
‘
支
線
用
排
水
路
に
つ
い
て

も
早
期
改
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
要
望
が
あ
っ
た
区
に
は
、
不

用
に
な
っ
た
U

字
溝
を
現
物
支
給
し

て
い
る
よ
う
で
す
か
全
地
区
か
ら
要

望
か
出
た
場
合
支
給
す
る
の
か
。
更

に
、
館
林
市
で
は
、
新
品
を
現
物
支

給
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
そ
の
考
え

は
あ
る
か
。

ニ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
業
用
支
線
の
用
排
水
路

の
改
修
に
つ
い
て

明
和
村
土
地
開
発
公
社
の

予
算
に
つ
い
て

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

一
支-―
舟

質
問

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

人権擁護委員に

始沢重信さん推せん

昭
和
四
十
七
年
か
ら
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
務
め
ら
れ
た
、
坂
上
千
枝

子
さ
ん
が
、
任
期
満
了
に
伴
い
退
任

さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
任
と
し
て
、
始

沢
重
信
さ
ん
（
梅
原
）
の
推
せ
ん
が

同
意
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

税
条
例
の_ 

人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

に
つ
き
意
見
の
同
意
に

つ
い
て



(3) 第273号 広 報 め し＼ わ 昭和59年 6 月 10 日

大津 秀雄さん

昇
沢
晶
豆
麟
野
恥
｝
群
馬
票
総
合
表
彰

〔
答
〕
結
論
か
ら
い
い
ま
す
と
大
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

〔
答
〕
区
か
ら
の
要
望
が
、
あ
っ
賛
成
で
す
。
し
か
し
、
会
社
（
東
武
現
実
的
に
は
‘
ど
ち
ら
の
駅
か
ら

た
場
合
、
古
い
U

字
溝
を
現
物
支
給
鉄
道
昧
）
と
し
て
も
、
採
算
性
の
問
も
徒
歩
二
十
分
位
で
す
の
で
‘
県
内

し
て
い
ま
し
た
か
、
全
地
区
か
ら
出
題
や
営
業
収
支
の
検
討
な
ど
、
い
ろ
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
か
茂
林
寺
前
駅
を

た
場
合
、
支
給
す
る
考
え
は
あ
り
ま
い
ろ
な
課
題
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
利
用
す
る
の
か
常
識
だ
と
思
い
ま
す
。

せ
ん
。
す
の
で
、
す
ぐ
と
い
う
わ
け
に
は
い
す
る
と
‘
川
俣
駅
を
利
用
す
る
の
は

館
林
市
で
は
、
田
麦
生
産
団
地
育
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
。
県
外
か
ら
の
生
徒
。
つ
ま
り
埼
玉
県

成
事
業
の
補
助
金
八
百
九
十
万
円
の
村
と
し
て
も
、
新
設
高
校
が
開
校
方
面
か
ら
の
生
徒
と
い
う
こ
と
に
な

一
部
（
五
百
万
円
位
）
を
補
助
金
の
さ
れ
た
場
合
、
生
徒
が
ど
の
位
乗
降
り
、
そ
う
多
く
は
な
い
と
推
定
さ
れ

使
途
を
検
討
の
結
果
U

字
溝
の
現
物
す
る
か
な
ど
検
討
し
て
お
く
必
要
か
ま
す
。
（
県
外
の
入
学
比
率
か
低
い
た

支
給
に
充
て
て
い
る
も
の
で
、
市
単
あ
る
と
考
え
ま
す
。
六
十
二
年
に
は
、
め
。
）

独
の
も
の
で
は
な
い
わ
け
で
す
。
従
生
徒
数
が
満
ぱ
い
に
な
っ
て
、
七
六
し
か
し
、
東
口
が
出
来
れ
ば
、
地

っ
て
、
事
業
の
補
助
金
が
な
く
な
れ
五
名
に
な
り
ま
す
。
域
住
民
に
と
っ
て
、
大
変
便
利
に
な

ば
‘
支
給
も
な
く
な
る
も
の
と
思
わ
中
村
光
雄
議
員
六
十
年
四
月
に
は
、
県
教
委
に
よ
る
と
、
ど
こ
で
も
学
る
こ
と
は
、
ま
ち
か
い
あ
り
ま
せ
ん

れ
ま
す
。
本
村
で
も
、
今
の
と
こ
ろ
、
新
設
高
校
が
開
校
に
な
り
ま
す
。
こ
生
の
電
車
利
用
率
は
平
均
3
0行
位
だ
の
で
、
こ
れ
を
契
機
に
、
館
林
市
な

村
単
独
で
現
物
支
給
の
方
策
は
考
え
れ
等
を
契
機
と
し
て
地
域
の
発
展
と
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
推
定
す
る
と
ど
関
係
機
関
の
ご
後
援
を
い
た
だ
き

て
お
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
の
利
便
を
考
え
て
、
川
俣
駅
二
三

0
人
前
後
の
生
徒
か
電
車
で
通
な
が
ら
、
力
強
く
‘
陳
情
を
重
ね
て

仮
に
‘
支
給
し
た
と
し
て
も
、
高
東
口
の
開
設
及
び
準
急
電
車
の
停
車
学
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

低
測
量
な
ど
も
し
な
く
て
は
な
り
ま
実
現
を
、
東
武
鉄
道
掬
に
陳
情
す
る
の
う
ち
、
何
名
位
が
川
俣
駅
あ
る
い
更
に
、
準
急
電
車
停
車
の
件
に
つ

せ
ん
。
そ
の
他
、
技
術
面
で
の
支
障
考
え
は
あ
る
の
か
。
は
茂
林
寺
前
駅
を
利
用
す
る
か
か
一
き
ま
し
て
は
、
以
前
に
も
陳
情
し
た

=====================-=========================================-========================================================================-===== 

て
貢
献
さ
れ
た
人
で
す
。

群
馬
県
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た

人
を
表
彰
す
る
、
本
年
度
の
群
馬
県

総
合
表
彰
式
か
五
月
二
日
、
県
民
会

館
（
前
檎
市
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
で
、
中
谷
の
大
津
秀
雄

さ
ん
閻
が
林
業
功
労
者
と
し
て
、
ま

た
、
羽
生
市
上
村
君
の
小
野
沢
正
雄

さ
ん
闘
か
土
木
功
労
者
と
し
て
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
、
群
馬
県
発
展
の
た

め
‘
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
貢
献
さ
れ

•
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

＊
大
津
秀
雄
さ
ん
＊

大
津
さ
ん
は
、
戦
後
（
昭
和
二
十

二
年
頃
）
か
ら
現
在
ま
で
狩
猟
関
係

に
た
ず
さ
わ
り
、
狩
猟
行
政
に
多
大

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
か
ら
館
林
邑
楽
猟

友
会
理
事
、
四
十
六
年
か
ら
三
年
間

同
猟
友
会
副
会
長
と
し
て
、
ま
た
、

四
十
九
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
、
更

に
は
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
は
群
馬

県
猟
友
会
東
部
支
部
長
と
し
て
、
そ

し
て
‘
五
十
四
年
か
ら
は
群
馬
県
猟

友
会
副
会
長
な
ど
数
々
の
役
職
を
経

川
俣
駅
に
東
口
を
開
設
し

て
も
ら
う
考
え
は
な
い
か

も
生
じ
て
結
局
手
直
し
が
必
要
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

本
村
は
、
昭
和
四
十
四
年
当
時
よ

り
、
用
排
水
路
の
改
修
工
事
を
継
続

的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
他

市
町
村
と
比
較
し
て
も
水
準
的
に
は
、

そ
う
劣
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
小
野
沢
正
雄
さ
ん
＊

小
野
沢
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
一
年

か
ら
現
在
ま
で
、
三
十
八
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
利
根
川
の
渡
し
で
本
村

の
千
津
井
地
先
と
対
岸
の
羽
生
市
村

君
を
結
ぶ
、
県
営
渡
船
の
船
頭
夫
と

し
て
、
交
通
の
確
保
に
務
め
‘
群
馬
・

埼
王
両
県
の
重
要
な
水
上
交
通
の
足

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
め
な
責
任
感
の
強
い
人
と
い

う
こ
と
で
地
域
の
人
か
ら
推
せ
ん
さ

れ
て
サ
オ
を
持
ち
。
以
来
、
三

十
八
年
間
、
両
県
を
結
ぶ
か
け
檎
と

し
て
貢
献
さ
れ
た
人
で
す
。

表 1

区 分
税 率

改正後 改正前

50cc 以下 1,000円 700 円

原動機付自転車 50~90cc 1,200円 1,100円

90超～ 125cc 1,600円 1,450円

輪 2,400円 2,200円

軽自動車 四輪乗用 7,200円 6,500円

四輪貨物 4,000円 3,650円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円 1,450円

その他 4,700円 4,300円

二輪の小型自動車 4,000円 3,650円

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

「
明
和
村
税
条
例
」
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
五
十
九
年
度
（
四
月
一
日
）
か

ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

衡
基
礎
控
除
等
の
引
き
上
げ

◎
基
礎
控
除
は
二
十
二
万
円
か
ら
二

十
六
万
円
。

◎
配
偶
者
控
除
は
二
十
二
万
円
か
ら

二
十
六
万
円
。

◎
配
偶
者
控
除
の
う
ち
、
①
老
人
控

除
対
象
配
偶
者
は
二
十
三
万
円
か
ら

二
十
七
万
円
。
②
老
人
同
居
特
別
障

害
者
は
二
十
五
万
円
か
ら
三
十
万
円
。

◎
扶
養
控
除
は
二
十
二
万
円
か
ら
二

十
六
万
円
。

表 2

資本等の金額
従業者数 脱率改正後（年額） 税率改正前（年額）

50 人以下 40千円 16千円
1000万円以下

50人超 120千円 48千円

1000万円超 50 人以下 120干円 48千円

~ 1 億円以下 50人超 150千円 60干円

1 億円超 50人以下 150干円 60千円

~10億円以下 50人超 400千円 160千円

10億円超 50人以下 400千円 160干円

~50億円以下 50 人超 1,750千円 700千円

50億円超
50 人以下 400千円 160千円

50 人超 3,000干円 1,200干円

◎
扶
養
控
除
の
う
ち
、
①
老
人
扶
養

親
族
は
二
十
三
万
円
か
ら
二
十
七
万

円
。
②
同
居
特
別
障
害
者
は
二
十
五

万
円
か
ら
三
十
万
円
。
③
同
居
老
親

等
は
二
十
六
万
円
か
ら
三
十
一
万
円
。

®
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

◎
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
及

び
寡
婦
の
非
課
税
限
度
額
を
八
十
万

円
か
ら
百
万
円
。

屯
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額

の
引
き
上
げ

◎
二
十
八
万
円
か
ら
三
十
五
万
円
に
。

衝
軽
自
動
車
税
標
準
税
率
の
引
き
上
げ

◎
表
1

の
と
お
り

0
法
人
住
民
税
均
等
割
税
率
の
引
き

上
げ
。

◎
表
2

の
と
お
り
。

村
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正

事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
実
す
。

現
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
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7月 2日告示

6
0歳
以
上
の
お
年
寄
り

5
0人
が
参
加

I
I寿
学
級
I
I
4
つ
年
も
開
講

六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
余
暇

を
有
効
に
利
用
し
て
積
極
的
な
生
き

か
い
を
求
め
て
豊
か
で
楽
し
い
老
後

を
送
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
教
育
委

員
会
で
は
今
年
も
「
寿
学
級
」
を
開

講
し
ま
し
た
。

そ
の
開
講
式
か
五
月
十
五
日
、
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
五
十
人
近
い

生
徒
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

学
級
長
に
は
福
島
茂
さ
ん
（
江
口
）

副
学
級
長
に
は
原
口
忠
也
さ
ん
（
大

輪
）
、
森
戸
貞
治
さ
ん
（
新
里
）
の

二
人
、
記
録
係
に
は
三
田
仁
一
さ
ん

（
南
大
島
）
、
秋
野
重
太
郎
さ
ん
（
矢

島
）
、
吉
田
栄
伺
さ
ん
（
斗
合
田
）

の
三
人
、
出
席
係
に
は
森
尻
三
郎
さ

ん
（
新
里
）
‘
田
村
清
次
さ
ん
（
上

江
黒
）
、
落
合
門
之
丞
さ
ん
（
須
賀
）

の
三
人
を
選
出
し
、
次
の
よ
う
な
学

習
計
画
を
決
め
て
、
今
年
も
老
人
パ

ワ
ー
で
頑
張
ろ
う
と
意
欲
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

〇
学
習
計
画

5

月
1
1

高
齢
者
の
生
が
い
（
討
議
）

6

月
1
1

村
長
を
囲
ん
で
（
討
議
）

7

月
1
1

孫
た
ち
に
伝
え
よ
う
（
実
技
）

笑いは健康の泉です…••

令年も楽しい寿学級

8

月
1
1

ふ
る
さ
と
の
民
話
（
討
議
）

9
月

1
1

交
通
安
全
教
室
（
実
技
）

1
0
月11
長
寿
の
秘
訣
（
討
議
）

1
1月
1
1

新
電
化
時
代
（
講
義
）

1
2月
1
1

身
近
か
な
法
律
（
講
義
）

6
0年
1

月
1
1

健
康
最
前
線
（
実
技
）

"
2

月
1
1

村
内
史
跡
め
ぐ
り
（
見
学
）

I
I
3

月
1
1

閉
講
式
（
反
省
会
）

恩
田
万
吉
さ
ん
の
手
づ
く
り
納
豆

群
テ
レ
で
放
映
さ
れ
ま
す

梅
原
の
恩
田
万
吉
さ
ん
闘
の

I
I

手

づ
く
り
納
豆
i
I
か
群
馬
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
ま
す
。

放
送
日
時
は
、
六
月
二
十
五
日
、

午
後
九
時
の
「
農
協
ア
ワ
ー
」
の
中

で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。恩

田
さ
ん
は
、
村
内
の
最
高
齢
者

（
男
性
）
で
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
手

づ
く
り
の
も
の
し
か
食
べ
な
い
そ
う

で
す
。
長
寿
の
秘
訣
も
そ
の
へ
ん
に

あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
納
豆
は

栄
養
価
の
高
い
も
の
で
す
。
し
か
も
、

手
づ
く
り
と
あ
っ
て
は
味
も
格
別
で

し
ょ
う
。

ぜ
ひ
‘
ご
覧
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
心
理
的
差
別
」
と
は
、
人
々

の
観
念
や
意
識
の
中
に
潜
在
す
る

差
別
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
例
え

ば
、
あ
る
個
人
が
反
社
会
的
行
為

を
し
た
場
合
、
普
通
は
ど
こ
の
だ

れ
が
あ
ん
な
事
を
し
た
、
と

個
人
又
は
家
を
さ
し
て
批
判
の
目

を
む
け
ま
す
。

し
か
し
、
同
和
地
区
の
場
合
は
、

か
り
に
全
体
の
中
で
一
人
が
反
社

会
的
な
行
為
を
し
て
も
「
や
っ
ば

り
あ
そ
こ
の
人
た
ち
は
」
と

個
人
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
全
体
を
そ
の
よ
う
な
形
で
な

が
め
る
傾
向
か
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
反
対
に
同
和
地
区
か
ら
優

秀
な
人
材
が
で
て
も
、
一
応
そ
の

優
秀
さ
は
認
め
る
も
の
の
、
「
で

も
あ
の
人
は
、
あ
そ
こ
の
人
だ
か

ら
」
と
最
終
的
に
は
否
定
す
る
態

度
に
で
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
t

こ
の
よ
う
に
同
和
地
区
を
特
別

な
目
で
な
か
め
た
り
、
ま
た
非
合

理
な
偏
見
や
け
ん
悪
の
感
情
に
よ

っ
て
交
際
を
拒
ん
だ
り
、
婚
約
を

破
棄
す
る
な
ど
の
行
為
の
裏
に
は
、

封
建
的
な
差
別
意
識
か
生
き
続
け

て
い
る
こ
と
の
結
果
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
差
別
を
心
理
的
差
別
と

い
い
ま
す
。 『

心
理
的
差
別
』

M! 
次
に
「
実
態
的
差
別
」
で
す
か
、

同
和
地
区
を
と
り
ま
く
生
活
諸
条

件
は
、
現
在
で
は
あ
る
程
度
改
善

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
か
、
い
ま
だ

劣
悪
な
状
態
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て

い
る
面
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
一
般
地
区
に
比
べ
‘
劣

悪
な
生
活
環
境
、
平
均
の
二
倍
に

も
の
ぼ
る
生
活
保
護
率
、
低
位
に

あ
る
教
育
文
化
水
準
な
ど
、
同
和

地
区
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る

諸
現
象
そ
の
も
の
を
「
実
態
的
差

別
」
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
同
和
地
区
住
民
の

責
任
で
は
な
く
、
徳
川
三
百
年
の

厳
し
い
身
分
制
度
、
そ
の
後
に
残

さ
れ
た
因
習
的
偏
見
に
も
と
づ
く

遺
物
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
心
理

的
差
別
と
実
態
的
差
別
は
、
相
互

に
因
果
関
係
を
保
ち
相
互
に
作
用

し
あ
い
、
差
別
を
再
生
産
し
て
い

る
わ
け
で
す
。

と

『
実
態
的
差
別
』
（その 4)
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初の県民スポーツ祭
1 万 5 千人が集い

熱戦を展開

あ
か
ぎ
国
体
の
、
あ
の
感
激
を
も

う
一
度
と
、
「
第
一
回
県
民
ス

ポ
ー
ツ
祭
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
が

五
月
二
十
日
、
県
営
陸
上
競
技
場
で

開
か
れ
、
県
内
七
十
市
町
村
か
ら
一

万
五
千
人
が
集
い
、
踊
り
や
太
鼓
な

ど
数
々
の
集
団
演
技
か
披
露
さ
れ
、

観
衆
を
わ
か
せ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
バ
ス
ニ
台
で
役
員
、

選
手
合
わ
せ
て
百
人
近
く
か
出
席
。

競
技
種
目
は
、
市
•
町
・
村
の
各
部

で
千
冒
リ
レ
ー
、
綱
引
き
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
三
つ
か
行
わ
れ
、
各
市
町

村
代
表
の
老
若
男
女
か
、
熱
戦
を
展

開
、
あ
の
、
あ
か
ぎ
国
体
の
興
奮
を

再
び
味
わ
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
男
女
混
合
四
十
人
の
一

チ
ー
ム
に
よ
る
対
抗
の
綱
引
き
は
、

置
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
／
．

」
ワ
ッ
シ
ョ
イ

I
.
」

の
か
け
声
で
力
の

入
っ
た
好
試
合
の

連
続
。
観
客
か
ら

は
、
ガ
ン
バ
レ
の

声
援
が
と
び
交
い
、

ム
ー
ド
は
最
高
潮

゜

.'~ー
ば対片決がといち圧
ず戦品勝‘思で進倒本
敗゜村で運わ優み的村
退善チ 1憂悪れ勝‘強チ
゜戦 l 勝くまかこさ l
おムし‘し のでム
よとた準た 勢勝は

昭和59年の

「農作業標準賃金」決まる

農休日は 7 月 7·8·9 日

本村農業委員会では、今年の「農

作業標準賃金」などを 5 月 23 日の委

員会で次のとおり決めました。

し
か
し
、
見
事
第
三
位
に
入
賞
し
、

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得
し
ま
し

た
。
ま
た
、
総
合
（
村
の
部
）
で
六
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

各
種
目
の
村
の
部
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〇
綱
引
き

一
位
片
品
村
。
二
位
川
場
村
。
三
位

明
和
村
・
新
里
村

〇
千
以
リ
レ
ー

一
位
片
品
村
。
二
位
新
治
村
。
三
位

嬬
恋
村

圏
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

第
1

組
一
位
高
山
村
。
第
2

組
一
位

榛
東
村
。
第
3

組
一
位
粕
川
村
。
第

4

組
一
位
利
根
村
。

社
会
科
の
副
読
本
完
成

村
の
よ
う
す
を

簡
明
に
掲
載

こ
の
ほ
ど
、
本
村
教
育
委
員
会
で

0水稲作業

作業種目

育苗（種子代等含む）

耕起（トラクター）

代かき（トラクター）

手植え

機械（苗持ち）

機械（苗別）

刈り取り（コンバイン）
刈り取りから乾燥・調整
（コンバイン）

脱穀

乾燥、調整のみ

単位

1 箱
10 アー
ル当り

II 

II 

田植え II 

II 

II 

II 

II 

1 石言り
60kg 

標準額

500円

5,000 円

5,500円

8,000 円

14,000円

6,000 円

15,000円

26,000 円

8,000 円

1,500 円

〇麦作業

作業種目

施肥播種（ドリル播）

刈り取り（コンバイン）

刈謬久召~汀乞燥・調整 1 '’ 
農繁期労賃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •5,500 円

農繁期以外労賃……………•4,500円

単位
10 アー
Jレ当＿2

II 

標準額

4,500 円

14,000円

22,000円 明和を知るには副読本て

は
、
小
学
校
三
・
四
年
生
の
学
習
用

と
し
て
社
会
科
の
副
読
本
「
わ
た
し

た
ち
の
明
和
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

本
村
管
内
の
三
校
の
先
生
方
か
、

三
カ
年
に
わ
た
り
、
資
料
を
収
集
し

て
調
査
・
研
究
を
重
ね
完
成
さ
せ
た

も
の
で
す
。

内
容
は
、
『
明
和
の
人
び
と
の
仕

事
の
く
ふ
う
‘
氷
と
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
』
と
い
っ
た
項
目
で
村
内
の

よ
う
す
か
簡
明
に
書
か
れ
て
い
る
の

で
、
学
習
用
ば
か
り
で
な
く
、
本
村

を
理
解
す
る
貴
重
な
資
料
に
も
な
り

ま
す
。

生
徒
に
”
明
和
村
”
で
の
社
会
生

活
の
よ
う
す
を
理
解
さ
せ
、
地
域
社

会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
心
が
ま
え

を
つ
く
る
こ
と
や
、
生
活
の
向
上
、

安
全
を
は
か
る
た
め
協
力
的
、
計
画

的
な
活
動
の
よ
う
す
を
理
解
さ
せ
、

地
域
社
会
の
発
展
を
願
う
態
度
を
身

に
つ
け
よ
う
と
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

す
。
体
裁
は
B
5

判
の
百
ペ
ー
ジ
の

た
て
文
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

群
馬
県
で
は
、
日
・
中
青
年
親
善

交
流
事
業
の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。こ

の
、
日
・
中
交
流
事
業
は
本
県
の

勤
労
青
年
を
中
華
人
民
共
和
国
に
派

遣
し
、
中
国
青
年
と
の
交
流
を
は
じ

め
、
産
業
、
歴
史
、
文
化
施
設
等
の

訪
問
‘
見
学
に
よ
り
国
際
的
視
野
を

広
め
、
日
中
友
好
親
善
の
促
進
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
規
律
正
し
い
団

体
生
活
を
通
じ
て
心
身
を
鍛
練
し
、

連
帯
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
明
日
の

郷
土
を
担
う
中
堅
指
導
者
を
育
成
す

る
も
の
で
す
。

▼
日
程
1
1

昭
和
五
十
九
年
十
一
月
二

日

1

十
一
日
ま
で
の
十
日
間
の
予
定
。

往
路
‘
復
路
と
も
航
空
機
を
利
用
し

ま
す
。

▼
訪
問
国
1
1

中
華
人
民
共
和
国
（
北

京
、
南
京
、
無
錫
、
上
海
な
ど
）

▼
募
集
人
員
1
1
7
5
人
（
本
村
割
り
当

て
人
数
1

名
で
す
。
）

▼
負
担
金
1
1

個
人
か
十
万
円
。
村
が

十
万
円

▼
資
格
1
1

県
内
に
居
住
し
て
い
る
者

で
、
四
月
一
日
現
在
二
十
歳
以
上
三

十
歳
以
下
の
男
女

▼
申
込
み
先
I
I

六
月
三
十
日
ま
で
に

中
央
公
民
館
事
務
局
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

日
・
中
青
年
親
善

交
流
事
業
団
員
募
集

.

.

.

.

.

.

.

.
 

E
g
和
5
9年
度
i

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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⑰⑰菱さん
6月17日 父の日

お
父
さ
ん
の
ま
ゆ
毛
は
つ
り
あ
が

っ
て
い
ま
す
。
口
は
大
き
く
て
、
は

な
は
、
す
こ
し
た
か
い
で
す
。

お
父
さ
ん
は
、
も
の
す
ご
い
い
び

き
を
か
き
ま
す
。
ず
っ
と
ま
え
の
こ

と
で
す
。
お
父
さ
ん
が
、
お
ひ
る
ね

を
し
て
い
る
と
き
、
お
な
か
の
上
に

ち
り
が
み
の
は
こ
を
の
せ
て
、
ど
の

く
ら
い
ゆ
れ
か
は
げ
し
い
の
か
し
ら

ぱ
く
の
お
と
う
さ
ん
は
、
と
う
き

ょ
う
の
き
ょ
う
ば
し
と
い
う
と
こ
ろ

の
、
で
ん
で
ん
こ
う
し
ゃ
に
つ
と
め

て
い
ま
す
。
せ
つ
び
か
ん
り
か
と
い

う
と
こ
ろ
で
‘
け
ん
さ
を
し
た
り
、
グ

ラ
フ
を
か
い
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
け

西小 3 年

薗田

ｮ 

明浩（川俣）

征邦

西小 2 年

かおと そい
あこきおうさ
さり ‘にでん
んまおいすを
よすとち゜す
り゜うや る
つおさん し
よとんや ご
し、うはほ‘ と
のさ‘く を

しみずひろゆき（大佐貰）に、んやを し
はさお て

®秀市 い‘しこい
つおくる る

dl. 、 L

べ
て
み
ま
し
た
。
は
こ
が
グ
ラ
グ
ラ

と
ゆ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
ば
め

ん
を
し
ゃ
し
ん
に
と
り
ま
し
た
。
で

き
あ
が
っ
た
し
ゃ
し
ん
を
見
て
み
ん

な
で
大
わ
ら
い
し
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
は
、
ひ
ま
な
と
き
に
、

プ
ロ
レ
ス
を
し
て
く
れ
た
り
、
す
も

う
を
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
「
よ

し
／
．
か
か
っ
て
こ
い
」
と
い
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
「
い
く
ぞ
I
.

」
と
ど
な
り

ま
す
。

お
父
さ
ん
か
、
ご
は
ん
を
た
べ
る

と
あ
せ
を
か
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
か
、

は
ん
か
ち
で
ふ
い
て
あ
げ
ま
す
。
ぽ

く
と
お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
そ
れ
を
見
て

「
あ
ち
ち
だ
I

あ
ち
ち
だ
I
.
」
と
は

や
し
た
て
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
ニ
ャ
ッ
ト
し
ま
す
。

ぼ
く
か
ら
見
る
と
、
と
て
も
陽
気
な

お
父
さ
ん
で
す
。

も
、
お
か
あ
さ
ん
か
、
お
と
う
さ
ん

に
め
い
れ
い
し
ま
す
。
す
る
と
、
お

と
う
さ
ん
は
い
つ
も
「
う
う
ん
。
」
と

い
い
ま
す
。

お
と
う
さ
ん
の
大
こ
う
ぶ
つ
は
、

ラ
ー
メ
ン
で
す
。
I
f
つ
つ
つ
。
I
i
と

お
い
し
そ
う
に
た
べ
ま
す
。
お
と
う

さ
ん
の
し
ゅ
み
は
、
魚
つ
り
と
マ
イ

コ
ン
で
す
。
ぼ
く
と
い
っ
し
ょ
に
、

マ
イ
コ
ン
を
や
っ
て
い
る
と
き
は
、

し
ん
け
ん
な
か
お
で
す
。
ま
だ
べ
ん

き
ょ
う
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
き
ょ

年
は
、
N
H
K

の
マ
イ
コ
ン
に
、
し

つ
も
ん
を
し
て
、
日
よ
う
び
の
た
び

に
見
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
も
、
お
と
う
さ
ん
の
よ
う
に
、

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
、
べ
ん
き
ょ

う
を
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

塁
疇

私
の
お
父
さ
ん
は
、
が
っ
ち
り
と

し
て
太
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
家
ぞ

く
が
住
ん
で
い
る
、
大
き
く
太
い
家

の
柱
で
す
。
私
た
ち
が
こ
ろ
ん
で
も
、

こ
ろ
ん
で
も
お
き
上
げ
さ
せ
て
く
れ

る
‘
う
ち
の
大
事
な
、
大
事
な
宝
物ヘ

西小 5 年

田日 直美（須賀）

®栄作

西
小
四
年

坂
井
弘
子
（
中
谷
）

®
建
次

お
父
さ
ん
は
、
朝
起
き
る
と
か
な

ら
ず
I
i
ブ
ブ
I
i
と
お
な
ら
で
あ

い
さ
つ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ね
ぼ
け

な
か
ら
ト
イ
レ
で
、
”
ブ
I
i
と

長
い
お
な
ら
を
し
ま
す
。
私
は
、
そ

の
こ
と
を
『
お
な

ー

一
ら
言
葉
』
と
言
っ

て
い
ま
す
。

／
ー
一
私
は
、
お
な
ら

召
／

‘
l
]をこ
う
い
う
時
に

J
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は

お
父
さ
ん
は
す
ぐ

た
ば
こ
の
灰
を
落

、
'
と
し
ま
す
。
そ
の

»
・

時
に
、
お
な
ら
を
す
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ひ
じ
ょ
う
ベ
ル

が
わ
り
で
す
。
お
父
さ
ん
は
、
た
ば

こ
の
灰
を
自
分
の
服
の
上
に
落
と
し

て
お
へ
そ
の
上
に
水
ぶ
く
れ
か
で
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
じ
ゅ

う
た
ん
を
ニ
カ
所
こ
か
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
火
事
に
な
っ
た
ら
た
い
ヘ

ん
だ
か
ら
お
父
さ
ん
気
を
つ
け
て
ね
。

お
父
さ
ん
も
、
お
母
さ
ん
も
、
け

っ
こ
ん
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
お

な
ら
な
ん
か
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
で
も
、
今
は
お
父

さ
ん
も
、
お
母
さ
ん
も
‘
き
ょ
う
そ

う
の
よ
う
に
＂
ブ
“
と
や
っ
て

い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
‘
二
人
は
仲
か

い
い
の
か
な
あ
。
私
も
、
お
な
ら
は

時
々
す
る
け
れ
ど
、
「
よ
そ
の
人
の

前
で
は
、
ぜ
っ
た
い
し
て
は
い
け
な

い
ぞ
。
」
と
、
お
父
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
事
を
と

っ
て
も
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
る
し
、

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
働
い
て
く
れ

ま
す
。
私
は
、
お
父
さ
ん
に
心
の
中

で
『
あ
り
が
と
う
』
と
い
つ
も
思
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
お
父
さ
ん
の
顔
を

見
る
と
い
え
ま
せ
ん
。
お
な
ら
言
葉

で
「
あ
り
が
と
う
、
ブ
。
」
っ
て

言
え
た
ら
い
い
な
あ
…
…
。
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「
地
震
、
雷
、
火
事
、
お
や
じ
」

こ
れ
は
、
む
か
し
か
ら
怖
い
も
の
の

代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
も
の

で
す
。
地
震
と
雷
は
自
然
災
害
で
、

「
こ
ら
っ
I
.
」
私
か
い
た
ず
ら
を
の
運
転
手
を
し
て
い
ま
す
。
朝
は
早

す
る
と
す
ぐ
お
こ
リ
ま
す
。
お
父
さ
い
の
で
大
変
そ
う
で
す
。
私
か
小
さ

ん
は
、
お
こ
る
と
も
の
す
ご
く
こ
わ
い
こ
ろ
は
、
夏
休
み
に
な
る
と
、
新

い
け
れ
ど
、
や
さ
し
い
時
は
思
わ
ず
潟
や
東
京
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
所
に
連

気
持
ち
か
悪
く
な
る
は
ど
や
さ
し
く
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
で
も
仕

な
り
ま
す
。
で
も
私
は
、
そ
ん
な
頼
事
の
こ
と
で
行
く
の
で
す
。
な
る
べ

も
し
い
お
父
さ
ん
か
大
好
き
で
す
。
く
は
、
親
子
四
人
で
旅
行
の
つ
も
り

お
父
さ
ん
の
仕
事
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
な
っ
て
行
き
た
い
け
れ
ど
、
お
父

-
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
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=
=
=
=
=
-
=
=
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=
=
=
=
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=
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=
=
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=
皿
さ
ん
は
、
私
た
ち
を
食
べ
さ
せ
て
行

防
ぎ
よ
う
の
な
い
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
情
緒
的
な
存
在
で
あ
る
I
i
母
親
I
Iの
と
か
多
い
よ
う
で
す
。
圃
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

ー
の
怖
さ
か
あ
り
、
火
事
は
人
災
の
機
能
か
高
ま
り
、
父
親
の
存
在
感
を
訓
わ
か
ま
ま
を
言
わ
ず
、
い
っ
し
ょ
に

〈
新
し
い
父
親
像
で
親
子
関
係
を
》
血

部
分
か
多
い
け
れ
ど
、
発
生
す
る
と
覆
い
つ
く
す
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
川
ト
ラ
＼
ク
に
乗
っ
て
行
く
の
で
す
。

す
べ
て
を
灰
に
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
た
。
こ
う
し
て
父
親
は
、
ま
す
ま
す
複
血
私
は
、
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
く
れ
る

さ
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
雑
化
す
る
社
会
の
な
か
で
仕
事
と
つ
血
お
父
さ
ん
よ
り
も
、
私
た
ち
の
た
め

そ
し
て
、

1
1

お
や
じ
I
I
:
·
:
·
…
…
す
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
、
日
本
き
合
い
に
疲
れ
果
て
、
家
庭
で
も
当
皿
に
一
生
け
ん
命
働
い
て
く
れ
る
方
か

な
わ
ち
、
か
つ
て
の
父
親
は
、
一
家
の
伝
統
的
と
も
い
わ
れ
る
、
男
は
外
然
の
つ
と
め
を
要
求
さ
れ
て
く
る
と
、
帽
ず
う
っ
と
好
き
で
す
。

／
血
”
あ
る
夜
の
話
題

I
I

の
中
心
で
あ
り
、
無
言
の
力
、
権
威
で
、
女
は
家
で
い
う
生
活
形
態
か
も
何
か
そ
こ
に
‘
む
か
し
の
父
親
の
示
I
l
l

を
持
ち
、
指
導
力
を
発
揮
し
、
た
だ
た
ら
す
、
男
（
父
親
）
と
女
（
母
親
）
し
た
堂
々
た
る
生
き
方
ど
こ
ろ
か
、
血

そ
こ
に
い
る
だ
け
で
も
一
種
の
圧
力
の
協
力
体
制
の
苦
手
さ
か
ま
ず
挙
げ
情
報
に
引
き
回
さ
れ
、
う
ろ
た
え
て
疇
「
ね
え
今
日
学
校
で
、
住
所
や
、

1
1

父
母
の
名
前
、
仕
事
、
ま
ち
か
っ
て

を
感
じ
る
存
在
で
し
た
。
ら
れ
、
加
え
て
主
婦
の
社
会
的
進
出
は
か
り
い
る
パ
又
親
像

I
lば
か
り
が
血1

1

い
な
い
か
先
生
に
聞
か
れ
た
よ
。
住

そ
し
て
、
こ
の
圧
力
、
重
さ
は
単
に
よ
る
生
活
形
態
の
変
化
も
原
因
と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
結
果
と
な
血
血
所
や
父
母
の
名
前
は
、
別
に
な
ん
と

に
怒
ら
れ
る
‘
叱
ら
れ
る
か
ら
‘
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

1
1
1も
思
わ
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の

血
あ
と
の
仕
事
で
運
転
手
。
と
先
生
か

い
う
よ
り
、
そ
の
父
親
の
堂
々
と
し
そ
し
て
、
父
親
は
、
勤
め
や
仕
事
従
っ
て
、
今
後
は
伝
統
的
な
父
親
I
l
l

血
言
っ
た
時
、
す
ご
く
か
っ
こ
い
い
感

た
生
き
方
か
ら
に
じ
み
出
る
威
厳
だ
上
の
つ
き
合
い
が
重
要
で
、
家
庭
や
像
を
追
う
だ
け
で
な
く
、
新
し
く
父
血

っ
た
よ
う
で
す
。
自
分
個
人
の
生
活
を
大
切
に
し
よ
う
母
の
協
力
関
係
を
生
み
出
し
、
家
庭
”
じ
か
し
た
よ
。
」
と
お
父
さ
ん
に
言
う

と
思
っ
て
も
、
何
か
変
り
者
、
個
人
内
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
役
割
分
担
”
と
「
は
か
／
ト
ラ
ソ
ク
の
運
転
手
な

主
義
者
と
思
わ
れ
、
結
局
女
房
の
尻
の
も
と
に
、
そ
の
家
庭
特
有
の
親
子
冒
ん
て
者
は
‘
ば
か
が
や
る
ん
だ
ぞ
。

に
敷
か
れ
た
存
在
と
み
ら
れ
る
の
を
関
係
を
つ
く
り
出
す
べ
き
だ
と
考
え
血
ま
っ
た
く
そ
ん
な
事
で
い
ち
い
ち
喜

恐
れ
て
、
外
で
の
つ
き
合
い
優
先
の
ま
す
。
皿
ぶ
な
」
と
反
対
に
お
こ
ら
れ
て
し
ま

生
活
が
続
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
皿
い
ま
し
た
。

《
怖
い
も
の
の
代
表
》
` • 西小校長

吉永正一

む
か
し
の
父
親

* 

* 

い
ま
の
父
親

父
よ
あ
な
た
は

閲
:` 

鸞どし
/ 

で
す
。
で
も
‘
お
こ
っ
た
ら
、
お
に

み
た
い
に
と
っ
て
も
こ
わ
い
で
す
。

ま
た
、
や
さ
し
い
時
は
、
と
っ
て
も
‘

と
っ
て
も
や
さ
し
い
で
す
。
そ
う
い

う
所
か
私
は
、
大
好
き
で
す
。

う
ち
の
お
父
さ
ん
は
、
の
の
ひ
る
‘

あ
じ
の
フ
ラ
イ
か
大
こ
う
物
で
す
。

お
父
さ
ん
の
と
く
い
な
事
は
、
う
ど

ん
や
そ
ば
を
作
る
こ
と
で
す
。
お
父

さ
ん
の
う
ど
ん
や
そ
ば
は
、
し
ん
せ

き
の
人
を
、
よ
ぶ
く
ら
い
と
て
も
お

い
し
い
で
す
。
こ
の
ま
え
作
っ
た
時
、

し
ん
せ
き
の
人
を
よ
び
ま
し
た
。
電

話
で
、
「
今
日
は
、
そ
ば
を
作
っ
た

か
ら
こ
い
よ
。
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら

よ
び
ま
す
。
楽
し
く
み
ん
な
で
食
べ

て
、
み
ん
な
は
、
た
だ
、
お
い
し
い

〈
母
親
主
導
”
父
親
を
も
覆
う
ク
〉

と
こ
ろ
か
近
年
、
家
庭
で
の
父
親

の
威
厳
や
存
在
感
は
急
速
に
弱
ま
り
、

逆
に
家
庭
内
で
も
っ
と
も
感
覚
的
、

だ
け
だ
が
、
お
父
さ
ん
は
ち
か
う
「
こ

れ
は
少
し
か
た
い
な
あ
。
こ
っ
ち
は

ま
あ
ま
あ
だ
ぞ
」
と
言
い
ま
す
が
私

た
ち
は
そ
ん
な
に
、
か
た
い
と
か
、

や
わ
ら
か
い
と
か
、
ぜ
ん
ぜ
ん
わ
か

り
ま
せ
ん
。

私
も
そ
ば
か
、
大
好
き
だ
か
ら
と

て
も
お
い
し
い
。
お
父
さ
ん
は
、
「
よ

し
、
今
度
は
そ
ば
の
作
り
方
を
み
ん

な
に
教
え
る
か
。
」
と
自
ま
ん
そ
う
に

言
っ
て
い
ま
す
。
私
も
大
き
く
な
っ

た
ら
、
お
父
さ
ん
の
そ
ば
の
味
を
覚

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
‘
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

う
ち
の
『
柱
』
で
い
て
く
だ
さ
い
。

か
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
‘
お
父
さ

ん
。

一年• 

西小 6 年

上岡エミ子（南大島）

®貞夫

で
も
私
は
、
お
父
さ
ん
も
本
気
で

ば
か
か
や
る
な
ん
て
思
っ
て
い
る
わ

け
な
い
し
、
私
だ
っ
て
も
ち
ろ
ん
い
い

仕
事
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も

し
、
お
父
さ
ん
か
本
当
に
、
ば
か
が

や
る
仕
事
と
思
っ
て
い
た
ら
今
ご
ろ

運
転
手
な
ん
て
し
て
い
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
お
父
さ
ん
は

一
番
こ
の
仕
事
か
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
ど
ん
な
車
で
も
乗
る

こ
と
か
出
来
ま
す
。
だ
か
ら
会
社
員

や
他
の
仕
事
は
多
分
、
い
い
え
、
絶

体
に
合
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
時
々
、
お
父
さ
ん
か
事
故
を

お
こ
し
た
ら
、
事
故
を
お
こ
し
て
し

ま
っ
た
ら
…
…
と
考
え
て
し
ま
い
ま

す
け
れ
ど
、
こ
ん
な
考
え
は
、
心
の

ゴ
ミ
箱
に
ぽ
い
っ
と
捨
て
ま
す
。
お

父
さ
ん
か
安
心
し
て
仕
事
か
で
き
る

よ
う
に
、
私
か
一
生
け
ん
め
い
勉
強

し
、
い
ろ
い
ろ
お
手
伝
い
を
す
る
。

そ
う
す
れ
ば
お
母
さ
ん
が
に
こ
に
こ

し
家
中
か
明
る
＜
、
す
か
す
か
し
い

顔
で
お
父
さ
ん
を
送
り
出
せ
る
。
そ

れ
で
お
父
さ
ん
は
事
故
を
お
こ
さ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
の
性
格
は
、
明
る
く
な

っ
た
り
暗
く
な
っ
た
り
、
ひ
ょ
う
き

ん
に
な
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
性
格

を
持
っ
て
い
ま
す
。
暗
く
な
る
時
は
、

そ
ろ
ば
ん
の
月
し
ゃ
や
学
校
の
給
食

費
を
出
す
時
で
す
。
そ
れ
は
「
お
金

を
作
る
の
は
大
変
な
事
な
ん
だ
よ
」

と
い
う
こ
と
を
私
に
教
え
た
く
て
、

わ
ざ
と
暗
い
顔
に
す
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。お

父
さ
ん
の
顔
も
‘
姿
も
、
性
格

も
、
他
の
お
父
さ
ん
に
比
べ
て
、
あ

ま
り
か
っ
こ
よ
く
は
な
い
け
れ
ど
、

私
に
と
っ
て
大
切
な
大
切
な
お
父
さ

ん
で
す
。
い
つ
ま
で
も
、
若
く
、
明

る
い
私
の
お
父
さ
ん
で
い
て
は
し
い

で
す
。
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非行防止の

立て看板を設置

こ
の
程
、
村
教

育
委
員
会
で
は
、

こ
れ
か
ら
夏
に
か

け
て
青
少
年
が
非

こ
の
程
、
わ
か
ば
会

（
代
表
、
小
林
ぎ
ん
さ

ん
）
で
は
、
手
づ
く
り

の
味
を
研
究
し
合
お
う

と
、
中
央
公
民
館
の
調

理
室
で
料
理
講
習
会
を

開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
手
打
う

ど
ん
の
勉
強
。
講
習
会

と
い
っ
て
も
、
こ
こ
で

の
講
師
は
会
員
の
中
の

一
人
で
。
得
意
と

す
る
人
か
そ
の
時
の
講

師
と
な
っ
て
手
ほ
ど
き

を
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
栄
養
学

的
な
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ず
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
な
ど
か
ら
教
わ
っ
た
昔
か

ら
の
料
理
方
法
で
仕
上
げ
て
い
き
ま

す
。も

ち
ろ
ん
、
材
料
は
自
家
製
か
多

く
各
家
庭
か
ら
持
ち
よ
っ
た
も
の
ば

か
り
で
す
。

と
か
く
現
代
は
‘
冷
凍
・
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
と
い
っ
た
も
の
が
多
く

手
づ
く
り
の
味
、
ふ
る
さ
と
の
味
が

忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
こ
の
人
た
ち
は
、

昔
か
ら
の
伝
統
あ
る
手
づ
く
り
の
味

を
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
に
も
伝
え

よ
う
と
研
究
し
合
っ
て
い
ま
す
。

手
づ
く
り
の
味
を
研
究
す
る

わ
か
ば
会
の
皆
さ
ん

看
板
に
は
；
伸

び
る
芽
に
、
愛
を

希
望
を
、
厳
し
さ

を
I
i
.
”
親
と
子

の
心
が
か
よ
う
、

家
庭
の
日
“
と
カ

ラ
フ
ル
な
色
彩
で

標
語
が
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。

非
行
の
芽
は
、

小
さ
い
う
ち
に
つ

み
と
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
村

民
一
人
ひ
と
り
が
、

青
少
年
に
注
目
し
、

非
行
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

今
年
も
異
常
気
象
か
。
五
月

十
日
午
後
七
時
頃
か
ら
、
約
ニ
ー
三

¥

V

1
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` 今苓～／

親
指
く
ら
い
の
ヒ
ョ
ウ

ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
な
と
に
大
穴

行
に
走
り
易
い
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

非
行
を
防
止
し
よ
う
と
、
中
央
公
民

館
の
正
門
の
わ
き
に
、
非
行
防
止
の

立
て
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

(8) 

分
間
、
雷
を
と
も
な
っ
た
親
指
ぐ
ら

い
の
ヒ
ョ
ウ
が
降
り
‘
ハ
ウ
ス
農
家

な
ど
に
被
害
を
も
た
ら
し
関
係
者
を

あ
わ
て
さ
せ
ま
し
た
。ー

鯉沼兵吉さん（大佐貫）

保育園児を招待して、 イチコ狩り

大
佐
貫
の
鯉
沼
兵
吉

さ
ん
は
、
五
月
二
十
五

日
、
西
保
育
の
園
児
全

員
を
招
待
し
て
、
イ
チ

ゴ
狩
り
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。
鯉
沼
さ
ん
は
、

子
供
の
こ
ろ
か
ら
イ
チ

ゴ
が
大
好
き
で
、
お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
る
の
が

夢
だ
っ
た
そ
う
で
ー
。

き
っ
と
園
児
た
ち
も
そ

う
だ
ろ
う
と
実
現
し
た

も
の
。5

0区
ほ
ど
の
ハ
ウ
ス

二
棟
を
開
放
し
て
の
イ

チ
ゴ
狩
り
。
園
児
た
ち
、

思
い
か
け
ぬ
イ
チ
ゴ
狩

り
に
大
喜
び
。
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

明
和
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
長

大
野
幸
雄
さ
ん
）
で
‘
こ
の
ほ
ど
、

九
人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
購
入

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
館
林
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
寄
付
金
六
十
万
円
を
主
な
基

金
と
し
て
購
入
し
た
も
の
で
す
。

当
協
議
会
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
福
祉
関
係
の
団
体
、
十
団
体
以
上

か
所
属
し
村
内
外
で
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
の

足
と
し
て
利
用
で
き
、
円
滑
な
活
動

が
図
ら
れ
、
大
変
便
利
に
な
る
と
関

係
者
は
喜
ん
で
い
ま
す
。

デ
n
"
い
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わ
か
ら
ず
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
公
民
館
の
社
会
教

育
指
導
員
の
宮
田
さ
ん
が
「
新
井

さ
ん
、
先
生
が
つ
い
て
い
る
の
よ

大
丈
夫
で
す
よ
」
と
励
ま
し
て
く

ん
）
島田

さ

ふ
（
手
広
在
堂
こ
詮3
―
―
―

み井新

wJ
 

t

1イ

私
は
、
昭
和
五
十
五
年
公
民
館

活
動
の
「
手
芸
教
室
」
の
第
一
回

生
と
し
て
入
学
い
た
し
ま
し
た
。

手
編
み
の
基
本
か
ら
実
技
に
入
り

ま
し
た
が
ど
う
し
て
も
編
み
方
が

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
菊
地
先
生
の
や
さ
し
い

ご
指
導
と
教
室
の
皆
さ
ん
に
、
さ
さ

え
ら
れ
て
第
一
作
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

が
出
来
上
っ
た
と
き
の
喜
び
は
、
忘

「自由広場」・「老人と子どもの広場」完成

こ
の
「
自
由
広
場
・
老
人
と
子
ど
も
の
広

場
」
の
建
設
資
金
の
一
部
は
こ
、
‘

年
金
資
金
か
ら
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

▲自由広場

▼老人と子ともの広場

こ
の
ほ
ど
、

利
根
川
河
川
敷

運
動
場
に
「
自

由
広
場
」
・
「
老

人
と
子
ど
も
の
広
場
」
が
完
成
し
、

そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
兼
ね
て
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
か
五

月
十
三
日
行
わ
れ
、
大
輪
の
門
間
岩

し
た
。会

員
は
十
数
名
で
す
か
、
世
間

話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
和
や

か
に
勉
強
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

編
物
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

（
文
・
題
字
と
も
新
井
ふ
み
さ
ん
で
す
。
）

れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
が
学
べ
る
こ
と
を
感
謝
し
て
お

月
に
一
度
の
楽
し
い
学
習
も
い
つ
り
ま
す
。

の
間
に
か
四
年
を
経
過
し
、
今
年
の
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
か
ら
愛

五
月
か
ら
自
主
グ
ル
ー
プ
「
手
編
研
さ
れ
る
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
い

究
会
」
と
し
て
再
び
出
発
い
た
し
ま
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
さ
ん
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た

各種教室実施計画

2 9 9 8 8 7 7 7 6 6 月5 月5 ] : >期月 月 月 月月 月月
I i \ i i ¥ i i i 
10 10 , 8 8 10 10 7 7 〗間月月 月月 月月 月月 月月 月月

スパ ; 卓：少 年女;少少 明中T A P 西小p 小東p 
ノゞノゞ

バ;ンi 少室 硬式二テ 軽スボ1 教塁キI [ ミド
レレ

I I 
T T ポポ

i 
A A I I スツ

ン ノ‘』 lレ lレ 教室教室室
塁 レ 教室 教室 塁| 

’: ー、
ポ＾ ^と‘閾-、II II I II 名
ルー

塁
‘-‘ 

小 p 家 ー小

般: 人 対般 T 庭 般 学II II 成 II 学 II
II 貪A II 婦 成象成

人 生 人 人生 人

尾 社河 武社 西東 社東 河社

瀬
ム云 川 会 小小 会 小 敷川こ ム体= 場
II 体 敷 道体 体体 " " 体

戸 運
ー目 校

ス育
育動 = 用 育育 コ館所

^ 届 館場 館館 館館 館庭 トI 他

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

優
勝
門
間
岩
吉
チ
ー
ム
（
大
輪
）

準
優
勝
鯉
沼
利
三
郎
チ
ー
ム
（
大

佐
貫
）

田
口
千
代
チ
ー
ム
（
大
輪
）

優
勝
し
た
門
間
チ
ー
ム

位

村
民
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
通
じ
て

体
力
づ
く
り
、
仲

間
づ
く
り
を
推
進

し
、
村
民
の
健
康

増
進
を
図
る
た
め

実
施
さ
れ
る
、
昭

和
五
十
九
年
度
の

各
種
の
大
会
日
程

が
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

年
々
‘
健
康
維

持
の
た
め
、
ス
ポ

ー
ツ
意
識
か
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
あ

の
I

．
ス
ポ
ー
ツ
の

あ
と
の
さ
わ
や
か

さ
。
満
足
感

で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
す
。
家
族
そ

各種体育大会計画

予定期日 事 業 名 場 所

7 月 1 日 第28回ママさんバレーボール大会 社会体育館

7 月1.8 日 第 8 回パパさんソフトボール大会 河川敷運動場

7 月 29 日 第 1 回ファミリーソフトボール大会 " 
8 月 5 12 日 第 27回村民野球大会 " 

I 8 月 26 日 第 4 回事業所対抗ソフトボール大会 II 

9 月 2.9 日 第 7 回村民ソフトボール大会 " 
9 月 9 日 第 10回村民庭球大会 河川敷テニスコート

9 月 16 日 第 3 回村民ゲートボール大会 河川敷運動場

10月 14 日 第29回村民体育祭 明和中学校

10月 21 日 第 4 回壮年ソフトボール大会 河川敷運動場

11 月 18 日 第28回村民バレーボール大会 社会体育館

12月 2 日 第 25回村民卓球大会 II 

60年1 月 20 日 第 6 回村民マラソン大会 明中マラソンコース

II 3 月 21 日 第 12回剣道大会 社会体育館

こ
の
広
場
は
、
皆
さ
ん
の
憩
い
の

場
・
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
ど
し
ど

し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
利
用
の
と
き
は
、
村
社

会
体
育
館
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
。

三

ろ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

社
会
体
育
事
業
計
画

各
種
の
H

程
決
ま
る
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昭和59年度群馬県老人大学講座内容及び日程表

日 程呈 教養講座午前10時～ 12時 専門講湮午後 1 時～ 3 時

9 月 3 日 合同入学式 県民会館大ホール

（月） 記念講演 1 00~ 

9 月 5 日 館林草花クラブ会長

困
日程説明及び自冶会活動 家庭園芸「草花」

福田克己

9 月 19 日
郷土「万葉鑑賞」

元館林女子高等学校長 上毛新聞社副社長

困 贄田太二郎
「時の話題」

金井彦三郎

9 月 21 日 館林高等学校教諭 「緑化木や草もの 緑化センター

倹
日本語再発見

福地昭二 などの作リ方」 渡辺政雄

9 月 26 日
（園外学習〕 「埼玉古墳とサントリーピール」県立文書館文書調査員川島維知

困

10 月 2 8 館林保健所長 ダンス教室「社交 館林市中部公民館

伏）
高年者の健康管理

馬場 孝 ダンス」
元指導員 宮田澄

江江田旭子

10 月 5 B 太洋航空梱会長
家庭園芸「花木」

館林農業改良普及所

倫）
私の生きがい

大西勇一 塩田昭一

10 月 12B (1)西邑楽紀行
館林市立図書館

倫
映画教室 (2)高齢者の体力作リ 「田山花袋について」

主幹吉羽光国(3)彫る 棟方応功の世界

10 月 17 日
〔園外学習〕 「埼玉県立自然史博物館」

困

10 月 24 日
「老人と法律」 「民謡をたずねて」

コロンピアレコー•ド

困
弁護士早川庄一

杉本京子

10 月 31 日 「経済の動向と 第一勧業銀行館林 「訪問販売のトラ 県消費生活センター

休） 私達の〈らし」 支店長 大西博史 プル」 所長狩野和男

11 月 8 B 第7次南極越冬隊員 「老人の交通事故 館林警察署長

休
「南極秘話」

本川保之 防止」 酒井鉄也

11 月 15 日 「館林の史話をめ 群馬県立文書館文書調査員 「i却車からみた女 関東短期大学助教授

休 ぐって」 川島維知 の地位」 高木 侃

11 月 20 日 遍照寺住職 大泉保育専門学校

(:k) 
r宗教と人生」

古茂田良証
「自伝の書き方」

教務部長 田島一郎

11 月 30 日

倹
〔卒業式〕 〔自治会行事〕

三以上の老人大学
) 

「大利根学園の生徒募集］

群
馬
県
で
は
、
今
年
も
満
六
十
歳

以
上
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
老
人
大

学
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

昨
年
こ
の
大
学
に
は
、
本
村
か
ら

三
十
人
近
く
が
参
加
し
て
大
変
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
教

養
に
満
ち
た
お
年
寄
り
で
あ
る
た
め

に
多
数
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

圏
募
集
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
入
学
資
格
者
1
1

邑
楽
郡
内
・
館
林

市
内
に
住
む
六
十
歳
以
上
（
大
正
十

三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
出
生
）

の
男
女
で
‘
健
康
で
学
習
意
欲
の
あ

る
者
（
過
去
に
入
学
し
た
者
は
除
く
）

▼
会
場
1
1

館
林
市
文
化
会
館

▼
開
校
期
間
1
1

九
月
三
日
か
ら
十
一

月
三
十
日
ま
で
の
十
五
日
間

▼
募
集
人
員
1
1

百
十
名
（
応
募
者
が

多
い
場
合
は
関
係
者
と
協
議
し
て
決

定
し
ま
す
）

▼
募
集
期
間
1
1

六
月
十
八
日
か
ら
七

月
二
十
四
日
ま
で

▼
費
用
1
1

入
学
金
・
授
業
料
は
無
料

で
す
が
、
課
外
活
動
に
使
う
材
料
費

な
ど
は
本
人
負
担

▼
申
し
込
み
先
1
1

明
和
村
役
場
住
民

課
（
申
請
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
）

ま
た
、
詳
細
は
役
場
住
民
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
は
、
止
む
得
な
い
事

由
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人
の
た
め
に
保
険
料
納
付
の

免
除
制
度
か
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は

必
ず
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
家
計
か
苦
し
い
と
か
生

最
近
、
し
尿
浄
化
槽
設
置
家
庭
を

訪
問
し
て
、
「
し
尿
浄
化
槽
の
点
検

し
ま
す
」
な
ど
と
い
っ
て
、
い
わ
ば

勝
手
に
（
家
庭
の
人
の
は
っ
き
り
し

た
承
諾
を
得
な
い
で
）
浄
化
槽
の
点

検
や
修
理
を
し
て
し
ま
い
不
当
な
代

金
を
請
求
す
る
訪
問
業
者
が
あ
り
ま

す
。
各
地
区
で
被
害
が
続
出
し
て
い

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
の
点
検
、
放
流
水
の
検
査

な
ど
は
、
館
林
保
健
所
や
役
場
の
指

導
を
受
け
て
、
群
馬
県
浄
化
槽
協
会

館
林
支
部
の
会
員
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
し
尿
浄
化
槽
関
係
で
不
審
な
場

料
理
飲
食
店
な
ど
今
す
ぐ

ガ
ス
漏
れ
警
報
ブ
ザ
ー
を

............................ 

[
国
民
年
金
~

............................ 

活
保
護
を
受
け
て
い
る
と
か
の
事
由

で
納
め
ら
れ
な
い
人
は
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度
に
は
、
免
除

の
事
由
に
該
当
し
た
と
き
の
「
法
定

免
除
」
と
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る

「
申
請
免
除
」
と
が
あ
り
ま
す
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

ー
し
尿
浄
化
槽
の
こ
と
で
不
審
な
と
き
は
一

｛
最
寄
り
の
保
健
所
か
役
場
へ
連
絡
を
一

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9

.. ,
、

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

合
は
、
館
林
保
健
所
(
6⑫
|
3
2

3
0
)
又
は
本
村
役
場
保
健
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

液
化
石
油
ガ
ス
は
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
し
か
し
、

一
歩
ま
ち
が
う
と
、
ガ
ス
漏
れ
な
ど

で
大
事
故
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

納
付
困
難
な
人
は

至
急
免
除
手
続
を

0
法
定
免
除

国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
障
害
福

祉
年
金
、
母
子
（
準
母
子
）
福
祉
年
金

を
受
け
て
い
る
人
や
生
活
保
護
法
の

生
活
扶
助
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
。

®
申
請
免
除

所
得
が
な
い
人
や
世
帯
員
が
生
活

保
護
法
の
医
療
扶
助
を
受
け
て
い
る

こ
と
な
ど
で
納
め
る
こ
と
が
著
し
く

困
難
な
人
。

以
上
の
よ
う
な
条
件
に
該
当
す
る

人
は
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な

い
で
役
場
住
民
課
で
至
急
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
こ
で
法
律
が
改
正
(
5
6年2
月

1
6日
付
）
さ
れ
‘
次
の
よ
う
な
建
築

物
に
は
”
ガ
ス
漏
れ
警
報
ブ
ザ
ー
I
I

の
取
り
付
け
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
取
り
付
け
期
限
が
今
年
の

六
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
未
設
置
の
建
築
物
に
は
取
り
付

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
警
報
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
建
築
物

映
画
館
、
公
会
堂
、
遊
技
場
、
料
理

飲
食
店
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
旅
館
、
三

世
帯
以
上
の
共
同
住
宅
、
学
校
‘
床

面
積
の
合
計
が
一
0
0
0

面
以
上
の

事
務
所
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
一
般
家
庭
で
も
、
警
報
器
を
取
り

付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

設
置
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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次
の
と
お
り
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

し
ま
す
。

▼
期
日
七
月
一
日

▼
会
場
社
会
体
育
館

▼
対
象
者
既
婚
者
で
地
区
単
位
で

編
成
す
る
チ
ー
ム

▼
申
込
先
社
会
体
育
館
事
務
局
に

至
急
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

次
の
と
お
り
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

し
ま
す
。

▼
期
日
七
月
一
日
・
八
日

▼
会
場
河
川
敷
運
動
場

▼
対
象
者
既
婚
者
で
、
地
区
単
位

で
編
成
す
る
チ
ー
ム

▼
参
加
費
三

0
0
0
円

▼
申
込
み
先
社
会
体
育
館
事
務
局

に
至
急
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

パ
パ
（
マ
マ
）
さ
ん

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
—
ム
募
集

⑪
含
困
貧
謡
）

＠
医
◎
国
園

か
ら
伝
言

読
書
で
教
養
を
／
．
知
識
をI

そ
し
て
、
心
に
ゆ
と
り
を
。

中
央
公
民
館
図
書
室
の
”
本
”
か

あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。
ど
し
ど

し
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
開
室
時
間
は
‘
火
i
土
曜
日
の
午

後
1

時
か
ら
5

時
ま
で
と
、
日
曜
日

の
午
前
9

時
か
ら

1
2時
ま
で
、
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。
（
月
曜
日
は
休
み
）

圏
全
国
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

●
三
毛
猫
ホ
ー
ム
の
び
っ
く
り
箱

（
赤
川
次
郎
著
）

●
伝
わ
れ
、
愛
（
中
島
み
ゆ
き
著
）

●
撃
墜
（
柳
田
邦
男
著
）

●
坪
内
寿
夫
・
経
営
と
は
こ
う
す
る
ん
や

（
内
藤
国
夫
著
）

●
愛
し
て
ポ
ー
ポ
ー

（
ジ
ャ
ソ
キ
ー
・
チ
ェ
ン
著
）

●
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
改
善
は
こ
れ
し

か
な
い
（
西
田
達
弘
著
）

●
松
田
聖
子
愛
に
く
ち
づ
け

（
松
田
聖
子
著
）

●
メ
シ
の
食
え
る
経
済
学（

邸
永
漠
著
）

●
華
麗
な
る
探
偵
た
ち（

赤
川
次
郎
著
）

●
勝
っ
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

＂
（
松
尾
雄
治
著
）

●
K
E
N
T

の
面
白
大
国
ニ
ッ
ポ
ン

（
ケ
ン
ト
•
S

ギ
ル
バ
ー
ド
著
）

読
書
で

心
に
ゆ
と
り
を
…
。

ー、 身長／168cm 体重／48kg

閏血液型／ A 型歯／四本が
-虫歯髪／レザーカット

圏
篠
木
清
一
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
、

亡
父
供
養
の
た
め
に
と
十
万
円

奎
幅
田
で
ん
さ
ん
（
大
輪
）
は
、
亡

二
男
の
供
養
の
た
め
に
と
三
万
円

圏
江
森
学
習
塾
「
江
森
佳
世
子
さ
ん

（
新
里
）
」
は
、
塾
生
の
電
話
借
用

代
金
な
ど
三
千
八
百
七
十
円

そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
と
奉
仕
銀
行
（
社

会
福
祉
協
議
会
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。f
 

去
る
四
月
十
七
日
、
茨
城
県
水
海

道
市
内
（
小
谷
沼
幹
線
排
水
路
）
で

身
元
不
明
の
男
性
死
体
か
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

茨
城
県
警
察
で
は
、
そ
の
男
性
死

体
の
身
元
を
捜
し
て
い
ま
す
。
心
当

り
の
人
は
『
茨
城
県
水
海
道
警
察
署
』

(
6
0
2
9
7
2
図
1
2
2
2
)
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
脇
ヵ
を
お
願
い
し
ま
す
。

村 の う ご き

6 月

12 日

14 日

15 日

捜
査
に
ご
協
力
を

心
当
り
の
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

II 

19 日

20 日

21 日

26 日

29 日

II 

ポリオ投与

例月出納検査

小麦損害評価（全域）

特設人権・心配ごと相談

健康相談

農業委員会

妊婦健診

寿・婦人合同学級

村税完納表彰式

レントゲン間接撮影（精検）

我
が
捨
て
し
若
か
り
し
夢
の
い
く
つ

か
を
北
斗
は
め
ぐ
り
せ
遠
く
輝
く

石
村
艶
子

ど
っ
し
り
と
腕
に
重
た
き
初
孫
を
抱

き
上
げ
笑
み
合
ふ
顔
あ
ど
け
な
き

始
沢
良
子

さ
さ
や
け
る
雪
の
中
よ
り
大
根
の
あ

は
れ
と
言
ふ
も
知
り
て
終
ら
む

篠
木
よ
し

学
び
舎
ゆ
包
み
し
雪
に
こ
も
ご
も
の

想
ひ
も
あ
ら
む
巣
立
ち
ゅ
＜
子
ら

砂
賀
久
美
子

は
た
織
り
の
夜
な
ぺ
し
も
う
て
亡
母

と
見
し
オ
リ
オ
ン
星
座
の
ま
た
た
き

見
つ
む

立
川
ツ
ヤ
子

こ
こ
ろ

母
の
日
に
俸
げ
る
真
心
の
紅
き
花
贈

り
し
日
も
な
く
母
を
逝
か
せ
し

立
川
ふ
さ

目
つ
ぶ
り
て
盲
と
な
れ
ば
あ
り
あ
り

と
騎
に
な
り
た
る
貌
の
見
え
く
る

立
川
文
子

雪
融
け
の
土
手
の
な
だ
り
に
セ
ー
タ

ー
赤
き
蓬
摘
む
ら
し
人
か
げ
も
消
ゆ

橋
本
悦
子

亡
夫
と
苦
楽
を
共
に
せ
し
黒
き
靴
在

り
し
日
の
如
丹
念
に
磨
く連

見
タ
カ

ふ
っ
こ
し
舞
ふ
野
面
に
春
を
告
げ
な

む
か
土
に
咲
き
を
り
淡
き
紫

野
ロ
タ
カ

装
へ
ど
欠
伸
お
さ
へ
し
手
の
ひ
ら
の

糖
味
噌
仄
か
吾
に
返
れ
り野

村
初
枝

は
な

瓶
の
紅
梅
の
悲
し
き
運
命
時
か
け
て

小
さ
く
も
咲
け
ば
春
の
匂
ひ
す

磯
川
千
秋

ー
死
亡
ー

氏
名

今
成
久
雄

清
水
み
や

86 75 

ー
出
生
ー

氏
名

世
帯
、
王

（
）
は
新

年
令

（
侃
）
南
大
島
5
月
6
日

福
司
矢
島

5

月

2
7日

（
敬
称
略
）

地
区
死
亡
月
日

（
敬
称
略
）

保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

清
水
美
里
好
市
長
女
矢
島
4
月

1
2日

石
井
美
奈
啓
一
長
女
南
大
島
4
月

1
9日

柿
沼
舞
渡
長
女
新
里

4

月

2
6日

橋
本
尚
人
竹
史
長
男
梅
原

4

月

2
7日

関
口
直
樹
貴
義
長
男
江
口

5

月
2

日

森
尻
将
太
邦
夫
二
男
南
大
島

5

月
4
日

中
村
知
恵
重
雄
二
女
下
江
黒

5

月

1
1日

小
久
保
祐
美
憲
一
長
女
千
津
井

5

月

1
8日

奈
良
原
久
之
孝
之
長
男
矢
島

5

月

2
4日

t

:
m
 

....... 

：
｀
人
＜
了
升
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5月の

疇一—-←--“‘正，6
一賣ク

救急車出動回数
●交通事故 7 件
●急病 5 件
●その他 2 件

●計 14件

: 館林邑楽地区 館林地区 明邑楽千和代板地田倉区
日

産婦人科 耳鼻科 内 科外科

6 月 17 日
落 喜 医院大 , 医院 後藤（愛）医院合{ 72 } 0134 岡田医院 増田医院
合(3 I 6 0 合 (6 2 2 0 0 上野医院ff 72 3330 合(72) 3 I 6 3 ff(82) 0 0 3 3 

曜
森下医院合(73)7776 礫川堂医院 竹越医院

6 月 24 日
根 喜 医院川田耳鼻科医院
ft (3  2 6 2 ft(72) 3 3 I 4 清河堂医院合(72)3070 ff(74) 0 I 8 4 合(84) 3 I 3 7 

当
古屋医院原医院 安楽岡医院合(72)0572 永寿堂医院

7 月 1 日
館林地区が

合(62) 6 I 6 I ff(72) I 9 3 6 大島診療所合(77)1503 合(72) 4 4 6 9 担当します
番

大石医院 n(74)2362 海宝医院
7 月 8 日

佐々木医院川田医院 井上医院
合(62) 2 6 2 3 六(72) 3 7 2 4 堀越医院合(73)41 51 合(72) 3 I 5 5 合(82) I I 3 I 

医
増田医院合(72)1387 津久井医院 小西医院

7 月 15 日 六吉 悶 医院後藤 { 康）医院
合(7 I 6 3 0 ff(72 3 9 7 5 阿久津医院合(72)3315 ff(72) 3'3 I 6 云(86) 2 2 6 I でで

]
 

村
営
住
宅

入
居
者
募
集

村
で
は
、
村
営
住
宅
入
居
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
団
地
名
1
1

上
江
黒
団
地

▼
募
集
戸
数
1
1

一
戸

▼
申
込
み
期
間
1
1

昭
和
5
9年
6

月

1
1

日
か
ら
6

月

2
5日

▼
申
込
み
先
及
び
方
法
1
1

役
場
企
画

開
発
課
に
備
え
て
あ
る
申
込
み
用
紙

児
童
手
当
ま
た
は
、
児
童
手
当
の

特
別
給
付
を
受
け
て
い
る
方
は
「
現

況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
期
限
は
六
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

現
況
届
は
、
手
当
か
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
手
続

児
童
手
当
受
結
者
は

現
況
届
の
提
出
を

｀｀｀阿
/ 口

県
民
の
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を

図
ろ
う
と
、
県
交
通
安
全
協
会
連
合

会
な
ど
の
主
催
に
よ
り
、
第
三
回
交

通
安
全
活
動
現
場
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

〇
応
募
資
格

•
一
般
県
民
（
プ
ロ
写
真
家
は
除
く
）

婦
人
科
・乳

房
検
診

が
ん
は
死
因
の
ト
ッ
プ
で
す
。
し

か
し
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

か
ん
も
早
期
発
見
す
れ
ば
治
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

検
査
は
、
わ
ず
か
一
ー
ニ
分
で
す
。

き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
い
て
児
童
手

当
や
特
例
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
忘
れ
ず
現
況
届
を
提
出
し
ま

し
ょ
う
。

提
出
し
ま
せ
ん
と
六
月
分
か
ら
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
せ
は
、
役
場
住
民
課
ヘ

お
願
い
し
ま
す
。

に
て
同
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
役
場
企
画
開
発
課
ヘ

交
通
安
全
活
動
現
場

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

尾
島
町
で
は
、
町
誌
資
料
集
第

尾
島
町
誌
資
料
集

『
徳
川
満
徳
寺
史
』

購
入
予
約
募
集

〇
課
題

◎
今
年
中
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動

の
活
動
現
場
写
真
と
し
、
交
通
安
全

の
啓
発
に
す
ぐ
れ
、
か
つ
写
真
撮
影

の
た
め
演
出
し
た
も
の
で
な
い
も
の

◎
応
募
作
品
の
資
格

◎
作
品
は
他
の
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
応

募
し
て
い
な
い
も
の

◎
他
の
作
品
の
模
作
で
な
い
も
の

◎
交
通
法
規
及
び
課
題
の
主
旨
に
反

し
な
い
も
の
―

衝
作
品
の
基
準

が
ん
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
を
ふ
き
と
ば
す
た

め
に
も
検
診
を
進
ん
で
受
け
ま
し
ょ

゜

、
つ◎

日
時

6

月

2
5日・

2
6日
、
7

月

2

日
受
付
午
後

1
2時
4
5分
1
1

時

1
5分

◎
場
所
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
費
用
婦
人
科
・
乳
房
と
も
四
百
円

◎
申
込
み

6

月

2
0日
ま
で
に
役
場

保
健
課
又
は
母
子
保
健
推
進
員
に
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
役
場
保
健
課
へ
。

◎
規
格
は
四
ツ
切
の
モ
ノ
ク
ロ
又
は

カ
ラ
ー
写
真
（
裏
面
に
情
景
の
説
明
、

撮
影
年
月
日
、
住
所
、
氏
名
、
年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
す
る
）

圏
応
募
先

◎
館
林
交
通
安
全
協
会
（
館
林
市
朝

日
町
3

の
1
6
⑰
5
0
3
0
)
へ
直

接
又
は
、
郵
便
等
で
送
付
く
だ
さ
い
。

圏
締
切
日

◎
昭
和
5
9年
9

月

2
7日
困
ま
で
に
必

着
の
こ
と
。

※
詳
細
は
館
林
交
通
安
全
協
会
へ

む
し
歯
予
防
教
室

ニ
ー
三
歳
児
を
持
つ
母
親
を
対
象

に
「
む
し
歯
予
防
教
室
」
か
次
の
と

お
り
開
か
れ
ま
す
。

◎
日
時

7

月
6

日
⑥
午
前

1
0時

か
ら
認
時
ま
で

◎
場
所
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
内
容
講
演
「
幼
児
食
と
お
や
っ

に
つ
い
て
」
歯
み
が
き
指
導
な
ど

※
詳
細
は
、
役
場
保
健
課
へ
。

編
と
し
て
、
「
徳
川
満
徳
寺
史
」
を

発
刊
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
直
接

尾
島
町
役
場
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
刊
行
予
定
1
1

昭
和
5
9年
5

月
末
日

▼
申
込
期
限
1
1

昭
和
5
9年
6

月
末
日

▼
頒
布
価
格
1
1

一
部
一
‘
五0
0
円

▼
体
裁
I
I
A
5

判
（
三0
0
ペ
ー
ジ
）

▼
申
込
み
先
1
1

新
田
郡
尾
島
町
役
場

町
誌
編
集
係
（
6
0
2
7
6
閲
1
5

1
1
)
に
直
接
申
込
み
く
だ
さ
い
。

相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

＊
月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

●
日
時

6

月

1
5日
午
前

1
0時
ー

午
後
3

時
ま
で

●
場
所
役
場
第
3

会
議
室

＊
交
通
事
故
相
談

●
日
時

6

月

1
4日
午
前

1
0時
i

午
後
3

時
ま
で

●
場
所
館
林
市
民
相
談
室

＊
年
金
相
談
（
各
種
）

●
日
時

7

月
5

日
午
前

1
0時
i

午
後
3

時
ま
で

●
場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

●
内
容
各
種
の
年
金
一
般

＊
健
康
相
談

●
日
時

6

月

1
9日
、
7

月
3

日
・

1
7日
受
付
は
、
午
前
9

時
3
0分
1
1
0時
3
0分
ま
で

●
場
所
村
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

＊
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
1

時
ー

2

時
ま
で
で
す
。

済利民
ー、根税今
果加一月

集樹用期の今螂
28 27 26 合ー水国‘納

日日日雙：｀雙民仁月
明中東日゜五健、の
和央部 一悶水納
農公児 期道
協民童 ‘悶料め
第館館 農

一塁 塁呵闊
◎6月は r景境月間Jです。＼＼快適でうるおいのある壊境をつくりましょう、



村 の 人 ロ

7 月 1 日現在

世帯数 2,491 戸

人口総数 10,105 人

男 5,037 人

女 5,068 人

(6 月中の動き）

□[] 

7
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8
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ニ
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利根川堤防
大輪地先にて
（関連記事p 6) 



昭和59年 7 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第274号

さあ ー
・ 明日の群馬を…••

(2) 

7 月 22日は、群馬票知事選挙の投票日です。票政のか

じとりとなる首長を選ぶ大切な選挙です。わだしだちの

一票は暮らしをよくするだめの貴重な’'意思表示”です。

みんなの県政．グみんなで投票．”

投
票
所
1
1

七
カ
所
（
別
表
1
)

投
票
時
間
1
1

午
前
7
時
i
午
後
6

時

開
票
所
1
1

一
カ
所
（
本
村
役
場
）

開
票
時
間
1
1

午
後
7
時
か
ら
（
即
日

開
票
）

選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
1
1

登
録

基
準
日
は
5
9年
6

月

2
7日
。
た
だ
し

年
齢
は
選
挙
の
期
日
に
よ
り
ま
す
。

投
票
が
で
き
る
人
1
1

次
の
登
録
資
格

を
有
す
る
人
で
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人

●
昭
和
3
9年
7
月

2
3日
以
前
に
出

生
し
た
人
で
、

5
9年
3

月

2
7日
以
前

(
3月
2
7日
付
で
転
入
届
を
し
た
人

を
含
む
）
か
ら
‘
本
村
内
に
引
き
続

き
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人

投
票
所
入
場
券
1
1

各
地
区
の
区
長
を

通
じ
て
各
戸
に
配
布
す
る
予
定
。
も

し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資

格
が
あ
る
の
に
入
場
券
か
届
か
な
い

人
は
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
（
本

村
役
場
内
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

投
票
所
で
の
投
票
の
方
法
1
1

投
票
所

に
入
り
、
入
場
券
を
受
付
係
に
提
出

投
票
は
午
前

七
時
か
ら

第 第 第 第 第 第 第 投
七 ノ＇‘ 五 四 票
投 投 投 投 投 投 投

区

冒 胃 喜 喜 冒 冒 喜 名

入 JI! ; <
新 島上 斗

ケ 医 里 の江 合
欠ロ の 贔墨 田 投

羹
須 負 の 雲ロ智二 、 負 千 下 票
の ] 江

< 贔 盟 黒
の 区

の 江 区
の 塁 口域 域

旦 田

象i 
息 転

i 会
商 烹 下

<
工 江 投

i 
ノ云\ : 黒館 , 票[ 所 所

至ロ又几

＊
投
票
所
（
別
表
ー
）

◎投票順序 一

□→ 1 入場券提出 I →|投栗用紙を受ける I

投
・
開
票

し
ま
す
。
次
に
名
簿
対
照
が
す
み
ま

す
と
投
票
用
紙
か
交
付
さ
れ
ま
す
の

で
そ
の
投
票
用
紙
に
、
投
票
記
載
所

叶記載台て記入卜｛三己三□］→日：ロ

で
候
補
者
一
人
の
氏
名
を
書
き
投
票

箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

7

月
2
2
"知
事
選
挙

投
票
は
、
投
票

日
に
有
権
者
が
投

票
所
に
行
っ
て
自

分
で
候
補
者
の
氏

名
を
書
い
て
投
票

す
る
の
が
原
則
で

す
。し

か
し
、
や
む

得
な
い
特
別
の
事

情
に
よ
っ
て
投
票

日
に
自
分
で
投
票

で
き
な
い
人
な
ど

の
た
め
に
次
の
よ

う
な
制
度
が
あ
り

ま
す
。

.................... 

よ
代
理
投
票
~

.................... 

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て

自
分
で
字
を
書
く
こ
と
か
で
き
な
い

人
は
、
投
票
所
に
行
っ
て
係
員
に
申

し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
代
理
投
票

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

........................ 

ニ
不
在
者
投
票
~

........................ 
投
票
日
の
当
日
、
投
票
区
の
区
域

外
で
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
り
‘
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事

故
の
た
め
、
投
票
区
の
区
域
外
に
旅

行
中
で
あ
っ
た
り
‘
病
気
や
出
産
な

ど
で
歩
け
な
く
な
る
こ
と
か
予
想
さ

れ
る
場
合
に
は
、
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
期
間
は
‘
7
月
2

日
か
ら
7
月

2
1

日
ま
で
、
毎
日
午
前
8

時
3
0分
か
ら

午
後
5

時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
も
含

む
）
で
す
。

●郵便による投票が出来る人 （表 I)

\ 両下肢又は体幹の 心臓、じん臓又は
機能の障害 呼吸器の機能の障

害

身体障害者福祉法
による身体障害者 1 級または 2 級 1 級または 3 級

戦傷病者特別援護 特別項症から第 2 特別項症から第 3

法による戦傷病者 項症まで 項症まで

②
投
票
場
所
は
、
明
和
村
役
場
の
特

設
不
在
者
投
票
所

③
持
参
す
る
も
の
は
、
投
票
所
入
場

券
お
よ
び
印
鑑

....................................... 
〗
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
~

....................................... 

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
か
で
き
ま
す
。

郵
便
投
票
が
で
き
る
人
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
、

ま
た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ

れ
て
い
る
人
で
、
そ
の
障
害
の
程
度

か
一
定
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
人
に

限
り
ま
す
。
（
表
1

参
照
）

な
お
、
郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は

あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
申

請
し
て
”
郵
便
投
票
証
明
書
t
I
の
交

付
を
受
け
て
お
き
‘
そ
の
証
明
書
を

添
え
て
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
郵
送
す
る
期
間
も
考
慮
し
て

早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
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地区別税額及び完納回数

村税完納表彰式風景

こ
の
は
ど

一
委
員
欠
員
に
な
っ

て
い
た
民
生
（
児
童
）
委
員
に
、
橋

本
信
子
さ
ん
（
斗
合
田
）
か
決
ま
り

ま
し
た
。

橋
本
さ
ん
は
、
県
の
里
親
と
し
て

家
庭
的
に
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
の

親
か
わ
り
を
長
年
実
行
し
て
い
る
よ

う
な
、
福
祉
に
大
変
理
解
の
あ
る
方

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
か
期
待

さ
れ
ま
す
。

民
生
（
児
童
）
委
員
に
決
ま
る

橋
本
信
子

梱原28年連続完納

全納税組合を表彰

昭
和
五
十
八
年
度
村
税
完
納
表
彰

式
は
、
六
月
二
十
九
日
、
中
央
公
民

館
会
議
室
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
‘
表
彰
を
受
け
る
各
納
税

組
合
長
を
は
し
め
、
館
林
税
務
署
長
、

館
林
財
務
事
務
所
長
‘
村
議
会
議
長

な
ど
多
数
か
参
列
。
村
か
ら
は
、
村

長
‘
収
入
役
及
ひ
税
務
関
係
者
か
出

席
し
ま
し
た
。

そ
の
席
上
、
村

長
は
、
式
辞
で
「
税

行
政
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
素
か
ら

深
い
ご
理
解
と
多

大
な
ご
尽
力
い
た

だ
き
あ
り
か
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
全
納
税
組
合

の
完
納
と
い
う
立

派
な
成
績
を
収
め

さ
ん
（
斗
合
田
）

二
収入済 額 連 続

組合員 税 額 完納回数

斗合田 83 人 14,557,410 円 21 

下江黒 77 14,870,810 20 

上江黒 131 17,702,330 12 

干津井 136 20,096,190 13 

江 口 145 21,474,660 14 

田 島 134 19,117,550 24 

南大島 295 40,336,280 7 

新里 268 32,817,270 2 

中 ベロ 191 19,855,160 8 

梅原 216 24,476,740 28 

川俣 107 13,527,980 17 

須賀 111 12,517,890 12 

大輪 210 28,403,010 8 

入ヶ谷 29 4,361,600 25 

矢島 164 22,578,190 17 

大佐貰 145 16,350,340 6 

計 2,442 323,043,410 

※対象とした税

0 村（県）民税

〇固定資産税

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
‘
式
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

な
お
‘
本
村
は
県
税
完
納
村
と
し

て
六
月
二
十
二
日
‘
県
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

今
年
度
も
全
組
合
か
完
納
て
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
こ
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

弄
学
級
生
と
婦
人

学
級
生
の
合
同
に
よ

る
‘
村
の
情
勢
を
話

し
合
う
「
第
四
回
村

長
と
語
る
会
」
は
、

六
月
二
十
六
日
、
公

民
館
研
修
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

活
発
な
質
疑
応
答

の
中
に
も
‘
笑
い
声

も
交
じ
り
、
8
0人
の

学
級
生
の
皆
さ
ん
楽

し
い
半
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

（
内
容
等
の
詳
細

は
、
八
月
号
に
掲
載

い
た
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
）

---------------

！寿学級生：
！婦人学級生i
------------------

つ
い
て
語
る
。

〇軽自動車税

0 国民健康保険税

村
長
と

「
村
の
情
勢
」
に

【
村
税
】

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
村
民
各
位
と
皆
様
の
温

か
い
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。
」

と
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
へ
た
後
、
全

納
税
組
合
に
表
彰
状
と
金
一
封
を
贈

り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
‘
受
彰
納
税
組
合
を
代

表
し
て
‘
恩
田
組
合
長
（
梅
原
）
か
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最優秀賞の落合さんのポスター

落合君江さん（須賀）

落
合
君
江
さ
ん
剛
ら
入
賞

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

館
林
・
板
倉
・
明
和
交
通
対
策
協

議
会
で
、
管
内
小
学
校
六
年
生
を
対

象
に
募
集
し
た
「
交
通
安
全
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
、
明
和
西
小
の

落
合
君
江
さ
ん
（
須
賀
）
の
作
品
か

最
優
秀
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

I
I

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
街
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
I
Iと
行
わ
れ
ま
し

た
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
数
千
六

百
九
十
九
点
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
五

点
（
館
林
市
三
点
、
板
倉
町
一
点
、

明
和
村
一
点
）
、
優
秀
賞
一
五
点
、

優
良
賞
二
五
点
、
佳
作
五
0
点
合
わ

せ
て
九
五
点
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。

審
査
員
（
明
和
村
・
板
倉
町
・
館

林
市
の
各
助
役
、
館
林
警
察
署
長
な

ど
八
名
）
の
人
た
ち
、
力
作
ぞ
ろ
い

に
感
心
し
な
か
ら
作
品
選
び
に
苦
労

し
た
よ
う
で
し
た
。

屯
明
和
村
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

＊
最
優
秀
賞
《
一
点
》

落
合
君
江
（
西
小
）

＊
優
秀
賞
〈
三
点
》

香
山
か
お
り
（
東
小
）
平
石
和
美

（
東
小
）
蓮
康
代
（
西
小
）

＊
優
良
賞
《
五
点
》

小
久
保
英
明
（
東
小
）
清
水
明
雄

（
西
小
）
田
口
益
世
（
西
小
）

荒
木
修
一
（
西
小
）
清
水
聡
子
（
西

4

)

 ＊
佳
作
《
一
0
点
》

篠
木
真
由
子
（
西
小
）
本
沢
恵

（
西
小
）
多
田
恵
子
（
東
小
）

青
野
理
恵
（
西
小
）
田
口
昌
明
（
西

小
）
小
菅
智
子
（
西
小
）
堀
口

早
苗
（
西
小
）
福
島
久
子
（
東
小
）

高
橋
祥
容
（
東
小
）
酒
井
寿
枝
（
東

東
京
電
力
、

東
京
電
力
館
林
営
業
所
で
は
、
こ

の
は
ど
、
サ
ー
ビ
ス
旬
間
行
事
の
一

っ
と
し
て
、
明
和
東
小
学
校
の
五
年

生
六
十
三
人
に
「
あ
か
り
の
チ
ェ
ッ

カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
照
度
計
器
で
、
各

家
庭
の
明
る
さ
を
測
定
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

そ
の
測
定
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、

①
読
書
・
勉
強
室
で
は
、
八
九
訂
の

家
庭
で
標
準
以
上
の
照
度
を
確
保
。

②
以
下
同
様
に
‘
遊
び
・
団
ら
ん
室

が
八
四
行
、
食
事
の
場
所
が
七
一
行
、

ミ
シ
ン
・
手
芸
と
い
っ
た
主
婦
の
仕

事
場
が
五
六
行
と
そ
れ
ぞ
れ
標
準
以

上
の
照
度
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
か

わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
半
か
標
準
以
上

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
比
較
的
子
供

東
小
生
徒
に
測
定
依
頼

部
屋
の
明
る
さ
は
適
正
で
す
か
I
.

4

)

 ＊
入
選
《
七
点
》

蓮
見
訓
一
（
西
小
）
古
橋
智
秀
（
西

小
）
今
成
里
美
（
東
小
）
栗
原

英
明
（
東
小
）
帆
足
洋
一
（
東
小
）

田
島
満
里
（
東
小
）
森
尻
美
紀
（
東

4

)

 

（
敬
称
略
）

な
お
、
入
賞
者
は
7

月
6

日
、
「
夏

の
県
民
総
ぐ
る
み
交
通
安
全
運
動
推

進
連
絡
会
議
」
の
席
上
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

が
利
用
し
て
い
る
場
所
の
照
度
は
、

保
た
れ
て
い
る
も
の
の
主
婦
が
最
も

目
を
使
う
ミ
シ
ン
・
手
芸
で
は
標
準

以
下
も
四
四
貯
あ
り
ま
す
の
で
、
同

営
業
所
で
は
「
ま
だ
十
分
理
解
さ
れ

て
い
な
い
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
機
に
改
善
さ
れ
て
は
。
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
館
林
市
と
比
較
し
た
場
合

本
村
の
方
が
全
体
的
に
照
度
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
果
も
出
て
い

ま
す
。

な
お
、
「
あ
か
り
チ
ェ
ッ
カ
ー
」
の

利
用
希
望
者
は
、
館
林
営
業
所

(
6

⑫
4
3
4
0
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
の
家
庭
で
も
、
一
度
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

＊測定結果（測定戸数63戸）

標準以下 標 準 標準以上

数 値 500ルクス未満 500~1000ルクス 1001ルクス以上

7 戸 47戸 9 戸

読書・勉強

(11%) (75%) (14%) 

10 戸 48戸 5 戸

遊び・団らん

(16%) (76%) (8 %) 

18 戸 43戸 2 戸

食 事

(29%) (68%) (3 %) 

28戸 34戸 l 戸

ミシン・手芸

(44%) (54%) (2 %) 

◎光が直接目に入らない位置とかさの角度

勉学・読書用卓上スタンドの使用に当たっては

①光源の位置を約35cm の高さに調整する。

②30~50cm離れた斜め前方（右ききの人は左前方）

に置く。

③直射光や反射光によるまぶしさを抑えて，

面を有効に照明するようにしましょう。

村几上
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青
少
年
健
全
育
成L
に

関
す
る

I
I標
語
I
I募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
「
少
年
の
日
」
．

「
家
庭
の
日
」
を
よ
り
一
層
普
及
す

る
と
と
も
に
青
少
年
の
健
全
育
成
に

務
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
行
に
走
り
や
す
い
季
節

を
迎
え
、
更
に
‘
健
全
育
成
の
意
識

高
揚
を
図
る
た
め
広
く
、
村
民
の
皆

さ
ん
か
ら
「
青
少
年
健
全
育
成
」
に
関

す
る
＂
標
語
”
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
7

月

2
0日
1
8

月
末
日

▼
応
募
方
法
及
び
提
出
先

もうす＜夏休みです。交通事故、水
の事故に注意して楽しい夏休みを過
ごしましょう。
子供の交通事故原因で一番多いのは
「飛び出し」で6 割を占めています。
次いで「自動車の直前直後の横断」

「信号無視」、「路上遊びぷD順となっ

ています。まだ、水の事故が急増す
るのもこの時期です・・・・・・・・・・・・・・・・・· •。

①
小
・
中
学
生
は
夏
休
み
後

担
任
の
先
生
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

②
一
般
の
人
は
、
中
央
公
民

館
に
持
参
す
る
か
‘
ハ
ガ
キ

で
本
村
教
育
委
員
会
「
大
字

新
里
三
0
三
の
一
」
6
闘
4

4
9
1
)
へ
送
付
く
だ
さ
い
。

▼
入
選
数
小
学
生
、
中
学

生
‘
一
般
の
部
の
各
六
点
。

（
各
部
門
代
表
作
品
は
ス

テ
ッ
カ
ー
に
す
る
予
定
。
）

▼
応
募
点
数
一
人
二
点
ま

で
。

※
詳
細
は
教
育
委
員
会
へ
。

I 子供の水の事故 I

6 月

7 月

8 月

死
人
夕古

4
1
3

事

6
7
0

通

1

交
I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

人1

3

4

 

死

7
2
6
 

水

1
1

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

6
 
. 
7
 
. 

夏の青少年健全育成運動
昭和59年 7 月 15 日～ 8 月 31 日

《推進目標》

◎社会参加活動やスポーツ活動を推進しよう

◎青少年の非行、交通事故や水の事故なとをなくそう

◎健全な社会慄境をつくろう

L _ -—-----

左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の

数
字
は
、
昨
年
の
6

月
か
ら
8

月
ま

で
に
水
死
し
た
子
供
の
数
と
同
じ
時

期
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
子
供

の
数
で
す
（
警
察
庁
調
べ
）

こ
れ
を
見
る
と
、
水
死
か
交
通
事

故
死
を
大
き
く
上
回
り
‘
約
―
•
五

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
子

供
の
水
難
事
故
の
6

割
は
、
保
護
者

か
、
そ
ば
に
い
な
い
と
き
に
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
交
通
事
故
の
防
止
と
と

も
に
、
子
供
の
水
の
事
故
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
よ
り
怖
い

8

月
は

夏休みを……

キャンプ場で過こ‘、そう
(•(• 

一小学 4 • 5 • 6 年生対象一

さあ!~すぐ申込みを

長
い
夏
休
み
は
、
子
供
た
ち
に
と

っ
て
心
身
を
鍛
え
る
ま
た
と
な
い
機

会
で
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、
県
下

一
と
い
わ
れ
る
謹
恋
村
の
バ
ラ
ギ
キ

ャ
ン
プ
場
で
の
野
外
研
修
を
計
画
い

た
し
ま
し
た
。

夜
空
を
焦
か
す
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
あ
の
す
か
す
か
し
い
朝
も
や

の
中
で
の
楽
し
い
朝
食
な
ど
。

夏
休
み
の
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
を

つ
く
ろ
う
。
さ
あ
／
．
い
ま
す
ぐ
申
込

〶

1 ページを

を） ⑦⑮遠〕②

キ
ャ
ン

プ
生
活
の

基
本
は
、

協
力
し
合

う
こ
と
で

す
。

①
日
当
た
り
と
排
水
の
よ
い
平
た
ん

地
を
選
び
、
テ
ン
ト
の
ス
ペ
ー
ス
を

決
め
て
整
地
す
る
。

②
ポ
ー
ル
を
つ
な
ぎ
テ
ン
ト
を
か
け

て
、
ま
ず
‘
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
を
打
ち

込
ん
だ
ペ
グ
に
し
っ
か
り
か
け
る
。

③
屋
根
に
し
わ
が
寄
ら
な
い
よ
う
に

サ
イ
ド
ロ
ー
プ
を
ペ
グ
に
止
め
る
。

④
グ
ラ
ン

ド
シ
ー
ト

の
穴
に
テ

ン
ト
の
裾

を
結
ん
で

で
き
上
が

゜

) 
J
 

《
テ
ン
ト
の
張
り
方
》

火
の
起
こ
し
方
紙
↓
細
い
小
枝

↓
ワ
リ
バ
シ
ほ
ど
の
枝
↓
細
い
マ

キ
↓
中
マ
キ
↓
太
マ
キ
の
順
に
‘

火
を
育
て
て
い
く
気
持
ち
で
燃
や

す
。

飯
ご
う
炊
は
ん
の
コ
ツ
①
水
分

げ
ん
は
、
目
盛
り
よ
り
5

ミ
リ
ほ

ど
多
目
に
②
一
気
に
炊
き
上
げ

る
③
お
ネ
バ
か
出
な
く
な
っ
た

ら
火
を
引
く
④
よ
く
む
ら
す

み
を
。

＊
期
日

8

月
4

日
山
・
5

日
回

＊
対
象
者
小
学

4
.
5
.
6

年
生

＊
定
員

5
5人
（
定
員
な
り
次
第
締

切
り
ま
す
）

＊
参
加
費
三
千
五
百
円

＊
申
込
先
教
育
委
員
会

(
6仰
4

4
9
1
)
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
行
事
は
婦
人
学
級
生

と
合
同
で
実
施
し
ま
す
。
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消
防
団
員

館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
団
（
明

和
‘
板
倉
、
邑
楽
、
館
林
）
及
び
同

組
合
消
防
署
員
に
よ
る
「
水
防
工
法

習
得
講
習
会
」
が
、
六
月
三
日
、
大

輪
地
先
の
利
根
川
堤
防
で
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

れ
か
ら
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
な
ど

で
出
水
期
を
迎
え
、
団
員
の
士
気
高

揚
と
水
防
体
制
の
整
備
向
上
を
目
的

に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

明
和
消
防
団
十
五
人
を
含
む
、
百

三
十
人
近
く
が
早
朝
か
ら
参
加
。

竹
尖
げ
‘
五
徳
縫
い
、
月
の
輪
な

ど
八
種
類
の
エ
法
実
習
に
‘
団
員
の

皆
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

盛
勝
彦
さ
ん
宅
（
入
ヶ
谷
）
で
、

こ
の
五
月
に
桜
の
木
に
、
た
く
さ
ん

の
さ
く
ら
ん
ば
か
つ
き
、
道
行
く
人

た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

道
行
く
人
か
、
「
お
い
し
そ
う
で

す
ね
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る

の
で
‘
知
り
合
い
に
な
る
人
も
多
い

で
す
。
」
と
話
す
奥
さ
ん
の
、
と
み

子
さ
ん
。
こ
の
桜
の
木
‘
五
年
ほ
ど

前
に
勝
彦
さ
ん
か
苗
木
を
植
え
た
も

の
で
、
今
で
は
ニ
・
五
以
ぐ
ら
い
に

成
長
。

I
I

さ
く
ら
ん
ぼ
“
を
つ
け
て

今
年
で
二
年
目
。

木
の
わ
り
に
は
、
真
赤
に
熟
し
た

I
I

さ
く
ら
ん
ぽ
I
lか
い
っ
ば
い
。
近

所
の
子
供
た
ち
に
も
分
け
て
や
る
ほ

ど
で
。
子
供
た
ち
を
喜
ば
せ
て

い
ま
す
。

／
こ
れ
は
、
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
意
識

高
揚
と
記
録
へ
の
挑
戦
‘
健
康
の
保

持
増
進
を
は
か
ろ
う
と
‘
県
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
団
な
ど
の
主
催
で
開
か

れ
た
も
の
で
す
。

本
村
か
ら
は
、
始
沢
重
信
さ
ん
閏

（
梅
原
）
か
、
「
円
盤
投
げ
」
と
「
砲

丸
投
け
」
（
い
す
れ
も
五
十
歳
ク
ラ

ス
）
に
出
場
。
見
事
「
円
盤
投
げ
」

で
2
7
]
い
1
8を
記
録
し
て
優
勝
、
更
に

「
砲
丸
投
げ
」
で
は8
訂

8
4で
二
位

*" 

第
一
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
マ
ス
タ

ー
ズ
陸
上
競
技
記
録
会
は
、
五
月
二

十
七
日
‘
県
営
陸
上
競
技
場
（
前
橋

市
）
で
、
男
女
合
わ
せ
て
百
人
近
く

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
三
十
五
歳
か

ら
五
十
五
歳
以
上
ま
で
の
年
齢
別
に

「
円
盤
投
げ
」
な
ど
十
種
目
か
行
わ

れ
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ヘ

に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

始
沢
さ
ん
は
、
青
年
の
こ
ろ
か
ら
~
｀

陸
上
選
手
（
砲
丸
投
げ
な
ど
）
と
し
[

て
鳴
ら
し
、
県
大
会
な
ど
に
は
、
い
i

く
ど
も
出
場
し
た
経
験
の
持
ち
主
。
[

ま
た
、
村
の
体
育
指
導
員
と
し
て
~

も
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
活
躍
し
て
い
ま
~

す
。始

沢
さ
ん
、
優
勝
の
喜
び
を
次
の

ち
）
に
な
ら

よ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
「
参
加
．
み
井
ん
は
か

で
き
た
だ
け
で
も
満
足
で
す
の
に
、
（
一A

ゆ
津
さ
。
だ

]
ま
干
や
い
い

優
勝
て
き
て
本
当
に
う
れ
し
：
て
す
。

r
l
/丘
い
]
I
J
□

健
康
維
持
の
た
め
、
日
こ
ろ
こ
っ
~
ー
·
-
·
·
一
~
す
ゃ
お
な
か

こ
っ
と
鍛
え
て
い
た
の
か
良
か
っ
た
i

の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
‘
健
康
維
持
増
進
の

た
め
ス
ポ
ー
ツ
を
心
か
け
て
い
き
た
~

い
と
思
い
ま
す
。
」

すながだいすけ
くん（斗合田）

おとうさんにな

りたい。だいす

きだから······。

I
I

さ
く
ら
ん
ほ
I
Iい
つ
ば
い

真
赤
に
熟
し
だ

せきくちだいす
けくん（江口）
けいさつかんに

なりたい。かっ

こいしヽから。

............... *..・・・・

｀ー

ぶ

あらいみきちゃ

ん （江口）
はなやさんにな

リたい。だいす

きだから。

出水期を迎え

水防工法を実習

よこすかやよい
くん（干津井）
かっこうのせん

せいになりたい。

たくさんしって

いるから。

きだじまひさこ
ちゃん (EEl 島）

かんごふさんに

なりたい。みん

なにすかれるか

ら。

始
沢
重
信
さ
ん
（
梱
原
）

円
盤
投
げ
で
優
勝

県民マスターズ

陸上競技記録会

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・＊

ならかすゆきく
ん （田島）
けいさつかんに

なりたい。わる

いやつをやっつ

けられるから。
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ほくの夢

わだしの夢

噌？

ああくぽだかし

くん （江口）
だんぷのうんて

んしゅになりた

い。でっかくて

かっこいいから。

きむらえみちゃ

ん （田島）

かんごふさんに

なりたい。かっ

こいいから。

やさわひさしく
ん （田島）

おもちゃやさん

になりたい。お

もちゃかいっぱ

いあるから。

ありかさかなこ
ちゃん（田島）

かんごふさんに

なりたい。びょ

うきをなおせる

から。

-i 
會『',―`--

あらいよしかす
くん （田島）
けいさつかんに

なりたしヽ。ばと

かーにのれるか

ら。

* 

*……•••• 

目

さいとうくみこ

ちゃん（田島）

えかきになりた

い。えがうまい

から。

被害申告過去最高

1,104筆を現地調査

今
冬
の
異
常
寒
波
で
麦
の
生
育
か

大
幅
に
遅
れ
、
収
量
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
六
月
十
五
日
早
朝
、
評

価
員
に
よ
る
小
麦
の
損
害
評
価
を
実

施
。
調
査
筆
数
（
農
家
か
ら
の
被
害

申
告
筆
数
）
は
、
千
百
四
筆
で
昨
年

の
約
二
倍
の
数
。

こ
れ
は
小
麦
共
済
引
受
総
数
の
7
4

訂
に
相
当
し
、
か
つ
て
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。

ち
な
み
に
、
5
7
年
産
は
3
4
行
、
5
8

年
産
は
4
1
行
と
な
っ
て
お
り
、
本
年

か
い
か
に
多
い
か
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。今

年
は
、
あ
か
く
な
ら
な
い
で
青

味
か
か
っ
た
ま
ま
の
も
の
か
多
く
‘

か
つ
て
な
か
っ
た
状
態
な
の
で
、
評

価
す
る
の
は
、
大
変
む
ず
か
し
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
発
前
に
、
評
価
員
全
員
で
目
の

統
一
を
図
る
意
味
で
‘
―
つ
の
ほ
場

で
目
な
ら
し
を
行
っ
た
後
、
一
班
七

人
前
後
の
六
班
に
分
か
れ
、
さ
っ
そ

く
バ
イ
ク
や
自
転
車
で
調
査
ほ
場
に

向
か
い
、
作
柄
状
況
を
丹
念
に
メ
モ

し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
調
査
結
果
は
七
月
下

旬
ご
ろ
ま
と
ま
る
予
定
で
す
。

新
里
の
橋
本
秀
夫
さ
ん
宅
仰
に
‘

ミ
ッ
蜂
の
大
群
（
約
五
千
匹
）
が
住
み

着
き
近
所
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
三
ッ
蜂
‘
六
月
上
旬
頃
か
ら
庭

先
の
物
置
の
わ
き
に
置
い
た
古
タ
ン

ス
の
中
に
居
こ
ご
ち
良
く
住
み
つ
い

て
し
ま
っ
た
。

物
置
を
整
理
し
よ
う
と
し
て
、
タ

ン
ス
を
動
か
し
た
と
こ
ろ
蜂
の
大
群

を
発
見
。
一
時
は
、
そ
の
数
に
さ
む

け
を
感
じ
た
と
い
う
。

そ
の
蜂
か
ど
う
し
て
住
み
着
い
た

か
は
定
か
で
な
く
‘
ど
こ
か
ら
と
な

く
自
然
に
住
み
着
い
た
ら
し
い
。
~

こ
の
現
象
、
蜂
の
分
封
（
女
王
蜂
~

の
下
に
ミ
ツ
蜂
が
新
し
い
巣
を
作
る
[

こ
と
）
と
い
っ
て
、
こ
の
季
節
に
は
[

良
く
現
れ
る
も
の
で
、
人
間
で
い
う
i

と
子
供
が
分
家
に
出
る
よ
う
な
も
の
~

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
~

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
橋
本
さ
ん
は
~

「
蜂
か
住
み
着
く
の
は
縁
起
が
い
い
i

と
い
わ
れ
る
の
で
、
さ
し
つ
か
え
な
i

け
れ
ば
当
分
の
間
、
こ
の
ま
ま
に
し
i

て
置
い
て
や
り
た
い
で
す
ね
」
と
い
~

っ
て
い
ま
し
た
。

…·:·:·:* 

" 
はしもとゆうじ

くん（千津井）

しょべるか一の

うんてんしゅに

なりたい。すき

だから。

橋本秀夫さん宅（新里）に

ミツ蜂住み着く

* . . 

こばやしみゆき
ちゃん（干津井）
うえいとれすに

なりたい。かっ

こしヽいから。

なかむらやすや
くん（下江黒）
たてぐやさんに

なりたい。おと

うさんかやって

いるから。

すとうかづみち
ゃん（干津井）

ようちえんのせ

んせいになりた

い。うたをおし

えられるから。

・・・・・・＊

だだかすひろく
ん （江口）
まだきめてない

けど一。けいさ

つかんか好き。
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農薬空中散布が実施されます

皆様のご協力をお願いします

◎実施計画
実施予定 実施区域 散布対象
期 日

7 月 30 日 千江田農協管内 水

8 月 3 日 明和農協管内 田

8 月 21 日 千江田農協管内 及

8 月 25 日 明和農協管内 び

9 月 3 日 千江田農協管内 畦

9 月 3 日 明和農協管内 畔

注 I, 実施期間 毎回午前 5 時頃より 9 時30分頃までです。

2, 実施期日 気象条件により変更することがあります。

3, 実施区域 出入耕作の関係で他市町村にまたがること

があります。

合成久四郎さん
（江口）

昨
年
の
十
月
開
校
さ
れ
た
、
村

の
卓
球
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
し

た
。
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
つ
も
り

で
始
め
た
の
で
す
が
結
構
き
つ
い

運
動
な
の
で
三
十
分
も
続
け
る
と

く
た
く
た
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

で
も
、
そ
の
運
動
で
汗
を
か
い

た
後
の
気
分
は
、
そ
う
快
そ
の
も

の
で
す
。
最
年
長
の
生
徒
で
し
た

の
で
チ
ョ
ッ
ピ
リ
恥
ず
か
し
か
っ

た
の
で
す
か
、
あ
る
人
か
ら
「
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
の
に
年
齢
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
よ
。
年
齢
、
体
力
に

合
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
れ
ば
い

い
の
で
す
か
ら
…
…
」
と
た
し
な
め

か
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
友
達
も
多
く

な
り
、
教
室
が
終
了
し
た
後
も
気

の
合
っ
た
人
た
ち
で
卓
球
ク
ラ
ブ

を
発
足
し
て
、
毎
週
金
曜
日
、
夜

未
珠
ど
や
3

号
行

（
文
・
題
｛
子
と
も
合
成
さ
ん
で
す
）

ら
れ
て
以
来
、
年
齢
の
事
は
考
え
ま
七
時
か
ら
社
会
体
育
館
で
汗
を
流

い
と
心
に
決
め
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
と
い
う
こ

励
み
ま
し
た
。
と
で
代
表
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の

お
か
げ
様
で
ニ
カ
月
間
の
練
習
を
で
、
我
と
思
う
方
は
‘
ぜ
ひ
こ
参

一
度
も
休
む
こ
と
な
く
続
け
る
こ
と
加
く
だ
さ
い
。

今
年
も
水
稲
の
病
害
虫
防
除
の
た

め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
空

中
散
布
か
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
こ
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
覚
せ
い
剤
な
ん
て
、
関
係
な
い

ょ
」
と
多
く
の
人
は
お
考
え
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
覚
せ
い
剤

褐
は
確
実
に
主
婦
や
青
少
年
に
も
広

か
り
‘
そ
の
被
害
は
家
庭
の
中
に
ま

で
忍
び
寄
っ
て
き
て
い
ま
す
。

”
甘
い
誘
い
か

あ
な
た
を
陥
れ
る
”

覚
せ
い
剤
の
魔
手
は
「
疲
労
回
復

に
効
く
」
「
痛
み
止
め
」
な
ど
と
い

っ
て
、
好
奇
心
を
そ
そ
り
近
づ
い
て

き
ま
す
。
誘
い
を
受
け
る
よ
う
な
人

の
生
活
は
、
キ
ャ
ン
ブ
ル
に
深
入
り

し
て
い
た
り
‘
家
庭
生
活
か
う
ま
く

い
っ
て
な
い
ケ
ー
ス
か
多
い
よ
う
で

す
。
覚
せ
い
剤
の
魔
手
は
、
生
活
の

乱
れ
や
悩
み
の
あ
る
人
た
ち
の
、
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
ス
キ
を
つ

い
て
忍
び
寄
り
ま
す
。

覚
せ
い
剤
に
は
疲
れ
を
と
っ
た
り
‘

精
力
か
強
く
な
る
な
ど
の
効
用
は
何

ひ
と
つ
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
の
は
、

身
も
心
も
確
実
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
す
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。

あ
な
た
か
今
ま
で
に
築
い
て
き
た

生
活
を
守
る
た
め
に
も
‘
覚
せ
い
剤

に
は
絶
対
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し

よ
う
。

I
I

耳
か
き
一
杯
I
Iが

あ
な
だ
の
人
生
を

台
無
し
に
す
る

「サマージャンボ宝くじ」が

発売されます

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の

豊
か
な
住
み
よ
い

街
づ
く
り
の
だ
め

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

＊予約期間＝ 7 月 19 日～ 7 月 28 日まで

＊引換期間＝ 8 月 24 日～ 9 月 7 日まで

＊抽せん日＝ 9 月 21 日

＊賞 金＝ I 等前後賞合わせて 5 、 000万円

特別賞にマイカー (300万円相当）が当る．グ

＊申込方法＝ 7 月 19 日頃の新聞に発表になります。

国
民
金
融
公
庫
削
橋
支
店
で
は
、

事
業
者
の
皆
様
の
た
め
に
、
中
元
資

金
の
申
込
み
、
相
談
を
次
の
と
お
り

行
っ
て
い
ま
す
。

〇
普
通
貸
付

融
資
額
1
1

運
転
資
金
は
二
千
百
万
円

以
内
。
設
備
資
金
は
三
千
万
円
以
内
。

利
率
1
1

年
七
・
九
訂

融
資
期
間
1
1

運
転
資
金
は
五
年
以
内
。

設
備
資
金
は
十
年
以
内
。

返
済
方
法
1
1

月
賦
返
済
又
は
一
括
払

保
証
人
1
1

一
名
以
上

※
な
お
、
詳
細
は
商
工
会
及
び
国
民

金
融
公
庫
前
橋
支
店
（
6
0
2
7
2

闊
7
3
1
1
)に
お
た
す
ね
下
さ
い
。

国
民
金
融
公
庫

の
中
元
資
金

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
、
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か
。
1

期
（
4
月
2
8
日
）
の
未
納
者
に
は
催

告
状
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
‘
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。

も
し
納
め
忘
れ
（
残
高
不
足
）
の

保
険
料
か
あ
れ
は
‘
至
急
口
座
に
入

金
し
て
く
だ
さ
い
。
2

期
（
7
月
3
1

日
）
に
ま
と
め
て
落
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
は
‘

三

県
で
は
、
夏
と
冬
の
資
金
需
要
期

を
中
心
に
「
中
小
企
業
季
節
資
金
」

の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
期
に
つ
い
て
は
、
7
月
2
日
か

ら

9

月
2
9
日
ま
で
の
間
、
受
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

融
資
の
条
件
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
融
資
対
象
1
1

県
内
の
中
小
企
業
者

ま
た
は
中
小
企
業
団
体

▼
資
金
使
途
1
1

運
転
資
金

▼
融
資
限
度
額
1
1

一
企
業
五
百
万

円
以
内
。

▼
融
資
期
間
1
1

三
ヵ
月
以
内

▼
融
資
利
率1
1

年
六
・
九
行
以
内

▼
取
扱
金
融
機
関
1
1

各
銀
行
や
信
用

金
庫
、
信
用
組
合
な
ど

中
小
企
業季

節
資
金

各
納
期
ご
と
に
行
い
、
そ
の
間
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
‘
納
期
限
後
に
入
金

さ
れ
た
も
の
は
、
次
期
に
落
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
た
か
ら
て
催
告
状

か
送
付
さ
れ
た
り
‘
万
一
の
事
故
の

と
き
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

納
期
限
ま
で
に
入
金
（
納
付
）
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
の

保
険
料
は
納
め
ま
し
だ
か
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第
2
6回
村
民
野
球
大
会
は
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

⑪
期
日

8

月
5

日
・

1
2日

⑰
会
場
利
根
川
河
川
敷
運
動
場

⑪
資
格
村
民
又
は
村
内
の
事
業

村
民
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

⑰
期
日

7

月

2
9日

⑰
会
場
利
根
川
河
川
敷
運
動
場

⑰
チ
ー
ム
編
成
①
父
親

(
3
0歳以

上
）
、
母
親
（
既
婚
者
）
、
子
ど
も

（
小
学
四
年
生
ー
六
年
生
ま
で
の
女
）

の
三
組
を
一
チ
ー
ム
と
す
る
。
②
メ

ン
バ
ー
は
、
父
親
、
母
親
‘
子
ど
も

ま
で
の
合
計
3
6人
以
内
と
す
る
。
③

父
親
の
年
齢
基
準
は
昭
和
2
9年
3

月

3
1日
以
前
に
出
生
し
た
者
で
あ
る
こ

と⑰
競
技
方
法
①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
9

回
戦
。
②
各
組
三
イ
ニ
ン
グ
（
父

親
、
母
親
、
子
ど
も
の
順
）
で
行
い
、

4
0分
時
間
制
コ
ー
ル
ド
を
適
用
す
る
。

⑰
申
込
み

7

月

2
0日
ま
で
に
社
会

体
育
館
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

⑪
含
⑮
言
⑱

＠
医
◎
国
⑱

か
ら
伝
＿
＿
＿
＿

o

村
体
育
協
会
で
は
‘
サ
ソ
カ
ー
教

室
の
生
徒
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。

＊
期
日
八
月
中

(
1
0回程
度
）

＊
会
場
河
川
敷
運
動
場

＊
対
象
者
小
学

3
.
4

年
生
（
男
）

＊
費
用
五
百
円

＊
申
込
み

7

月

3
1日
ま
で
に
社
会

体
育
館
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

事
業
所
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

⑰
期
日

8

月

2
6日

⑰
会
場
河
川
敷
運
動
場

◎
対
象
村
内
事
業
所
単
独
で
編

成
し
た
チ
ー
ム

⑪
参
加
費
用
三
千
円

⑰
申
込
み

8

月

1
0日
ま
で
に
社
会

体
育
館
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

テ
ン
ト
を
貸
し
ま
す

教
育
委
員
会
で
は
‘
こ
の
ほ
ど
夏

季
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
キ
ャ
ン
プ
用

の
テ
ン
ト
を
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
社
会
体
育
館
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

サ
ッ
カ
ー
教
室

生
徒
募
集

所
単
独
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

⑰
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

七
回
戦

⑰
申
込
み

7

月

2
0日
ま
で
に
社
会

体
育
館
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

文
芸
欄

無
理
や
り
に
乳
房
取
り
合
い
む
さ
ぼ

り
て
四
温
の
日
中
意
識
な
く
鳩
す

野
本
み
ね
子

母
が
織
り
祖
母
の
紡
ぎ
し
平
絹
を
懐

か
し
み
つ
つ
袖
通
し
見
る原

口
美
津
子

たばこは村内で

買いましょう

村内でた

つき 34円

して村の

昨年 1

ばこ消費

〇
梅
沢
義
雄
さ
ん
（
須
賀
）
は
、
シ

ー
ツ
十
一
点
を
福
祉
向
上
の
た
め
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

村

7月
10 日

11 日

12 日

15 日

旦｝日少年野球教室
29 

17 日 青少年健全育成連絡会議

ひとり暮らし老人のつどい

体育施設利用団体協議会

村民野球大会組合せ会議

22 日 県知事選挙投票・開票

芸｝日少年野球、少女ソフトボール
大会

ファミリーソフトボール大会

農薬空中散布（千農管内）

20 日

II 

" 

29 日

30 日

の ぅ ご き

老人クラブゲートボール大会

例月出納検査

投票総参加運動推進大会

スポーツ少年団本部結団式 穏
村
君
江

二
十
余
年
久
し
く
手
に
す
賀
状
見
つ

青
春
時
代
の
夢
は
帰
り
来橋

本
和
江

招
か
れ
し
手
数
を
思
う
夫
に
漆
ひ
衿

元
正
せ
り
息
の
嫁
と
な
る
邸

奈
良
照
子

ぅ
ね
つ
ね
と
雪
代
水
の
波
の
間
に

昇
る
ご
と
見
ゆ
石
の
粒
つ
ぶ

小
平
和
子

子
の
声
も
混
じ
り
て
い
る
か
練
習
の

卒
業
式
歌
雪
の
降
る
校
庭山

岸
澄
枝

終
風
呂
に
さ
ん
さ
し
ぐ
れ
の
湯
気
立

ち
て
と
ぎ
れ
る
雨
音
春
宵
に
聞
く

泉
田
政
子

ーー

農
業
共
済
課

教
夏
頁
会

雙
葦
務
局

総
務
課
財
政

係
長
兼
務

議
会
事
務
局

兼
務
を
解
く

議
会
事
務
局

兼
務 役

場
の
人
事
異
動（七

月
一
日
付
）

奈
良
英
雄
（
教
育
委
員
会
）

小
林
雄
司
（
住
民
課
）

石
川
三
郎
（
股
業
共
済
課
）

原
島
和
子
（
建
設
課
）

市
村
き
み
（
住
民
課
）

始
沢
続
子
（
出
納
係
）

篠
木
真
一
郎
（
総
務
課
）

池
田
久
子
（
議
会
事
務
局
）

荻
野
康
男
（
建
設
課
）

田
端
栄
（
企
画
開
発
課
）

小
野
田
美
恵
子
（
税
務
課
）

冨
塚
基
輔
（
税
務
課
）

折
原
せ
き
（
総
務
課
）

田
口
幸
子
（
住
民
課
）

立
川
博
康

立
川
博
康

川
島
嘉
一
郎

II 

企
画
開
発
課

建
設
課

雪
解
け
の
溢
る
る
水
は
飛
沫
あ
ぐ
つ

ば
く
ろ
翔
び
て
木
々
の
さ
緑

福
田
初
江

月
夜
野
に
山
野
た
づ
ね
先
方
見
上
ぐ

r
i
 

l
l
 

樹
氷
の
花
よ
頬
の
冷
た
き原

口
文
江

麦
作
と
願
ふ
農
な
り
生
き
な
ん
に
雲

引
く
月
に
豊
作
祈
る

総
務
課

ーー

税
務
課

ーー

出
納
係

住
民
課

ーー

;<> 

自然に親しむ運動

7 月 21 日～ 8 月 20 日

和川 1 落坂新斎増野松泉 l 

田上氏死 合上閲藤田雷原田氏出

ノi夏名下 塁嬰嘉届閾享塁覧名生
89 81 年 偉敏和治新嘉一嘉保
令護

良博明夫吉章雄弘者
静武：：：：：：：：世

子男品雷 詞塁塁塁； ；塁塁悶
梅大地 川中江須田よ新矢毘
原輪区 俣谷口賀島井里島

昇昇塁 昇昇昇昇昇昇〗〗
18 7 月 21 16 13 12 9 8 5 4 
日日日 日日日日日日日日

夏の票民総くるみ交通安全運動…••7 月 14日～27日

生
年
月
日

:
々
よ
｀

／
｀
ぶ
＜
了
升
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6月の

e 
っ責ク匡ダ

救急車出動回数
●交通事故 4 件
●急病 5 件
●その他 5 件

●計 14件

：嘉
館林邑楽地区 館林地区 明邑千和楽代板地田倉区

日
産婦人科 耳鼻科 内 科外科

7 月 15 日
六吉 胃 医院後藤 { 康）医院 増田医院合(72) 1387 津久井医院 小西医院

てな合(7 I 6 3 0 ff(72 3 9 7 5 阿久津医院fi'(72)3315 ft(72) 3 3 I 6 ft(86) 2 2 6 I 
曜 かる

7 月 22 日 横田医院小 喜 医院 田内医 芦 ff(72) 3855 岡田医院 石山医院 >昇合(72) 0 2 5 5 ft (0  6 0 6 須田医 合(72)0862 ff(72) 3 I 6 3 ff(82)0 IO 3 
当

7 月 29 日 浜 げ 医院大 69 医院 多々良診療所ff(72)3060 宇 ヽ 医院 橋合( 8 2本) I 医I 5 院0 ff(8 5 6 7 8 ff(2  2 0 0 大塚医院合(72)0176 ft(7 8 7 6 I 
番

8 月 5 日
白沢医院川田耳鼻科医院 後藤（愛）医院合{ 72 } 0134 最上医院 館林地区が いの
ff(72) I 6 0 0 ff(72) 3 3 I 4 ゆたか医院合 73 7308 合(74) 3 7 6 3 担当します °で

医
落合医院原医院 冒8 月 12 日 上野医院合{ 72 } 3330 館 り 医院 井上医院
ft(72) 3 I 6 0 ft (72) I 9 3 6 森下医院ff 73 7776 匹(7 2 I I 2 ff(82) I I 3 I でで

群
馬
県
で
は
、
七
月
か
ら
子
供
の

か
ん
の
中
で
も
大
き
な
死
亡
原
因
と

な
っ
て
い
る
神
経
芽
細
胞
腫
（
小
児

が
ん
の
一
種
）
の
検
査
を
無
料
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
う

ま
で
も
な
く
‘
が
ん
は
早
期
発
見
が

大
切
で
す
。

こ
の
病
気
は
生
後
一
歳
前
後
に
発

役
場
職
員
募
集

役
場
で
は
、
来
年
度
採
用
の
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
及
び
要
件

昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
四

十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

（
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
現
在
て
満

十
八
歳
か
ら
二
十
三
歳
ま
で
）
本
村

「
小
児
が
んL
の

無
料
検
査
実
施

``:] 
¥ 

/ 口
障
害
の
程
度
か
重
く
な
っ
た
方
、

補
装
具
の
交
付
・
修
理
な
ど
必
要
と

な
っ
た
方
、
ま
た
、
身
障
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
い
方
な
ど
の
相
談
診

査
か
次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

▼
日
時
7
月
2
3
日
⑪
午
前
1
0
時

i
午
後
2
時
ま
で

村
保
健
セ
ン
タ
ー

居
住
の
高
卒
以
上
の
学
歴
の
あ
る
男

子
。

▼
申
込
期
間
八
月
一
日
か
ら
九
月

十
日
ま
で

▼
申
込
先
明
和
村
役
場
総
務
課

▼
採
用
人
員
一
名

▼
試
験
県
の
統
一
試
験
（
第
一
次
）

●
試
験
日
九
月
三
十
日
同

●
場
所
県
立
前
橋
商
業
高
校

※
申
込
み
用
紙
な
ど
は
役
場
総
務
課

▼
場
所

身
体
障
害
者
の

巡
回
診
査
開
催

村
で
は
、
皆
様
の
健
康
管
理
の
手

I
I

健
康
つ
く
り
I
I

の
講
演
会
開
催

▼
診
査
科
目
整
形
外
科
・
眼
科

※
そ
の
他
、
詳
細
は
役
場
住
民
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

平
均
寿
命
か
の
び
た
今
日
、
老
後

の
生
活
は
私
達
共
通
の
関
心
事
で
す
。

老
後
を
楽
し
く
過
ご
す
に
は
健
康
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

馬
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
査
結
果
は
、
ハ
ガ
キ
等

で
申
請
人
あ
て
直
接
通
知
さ
れ
ま
す
。

▼
検
査
料
無
料
（
但
し
送
料
は
実
費
）

※
そ
の
他
詳
細
は
本
村
役
場
保
健
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
—
の

検
針
員
急
募

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
く
わ
し
く
は
総
務
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

中
・
高
齢
者
を

対
象
に
生
活
教
室

▼
講
師

▼
会
場

▼
内
容

そ
こ
で
、
中
・
高
齢
者
を
対
象
に

楽
し
い
老
後
を
過
ご
し
て
い
た
だ
＜

た
め
の
生
活
教
室
が
次
の
と
お
り
開

か
れ
ま
す
。

▼
日
時

7
月
2
5
日
午
後
1

時
3
0

分
1
3

時
3
0分

中
央
公
民
館

「
中
年
か
ら
の
健
康
」
な

ど
に
つ
い
て
の
講
話

近
藤
忠
徳
先
生
（
伊
勢
崎

市
市
民
病
院
長
）

生
の
ピ
ー
ク
か
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
の

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
受
け
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

▼
対
象
者
生
後
6
カ
月
の
児

(
5
9

年
1
月
1
日
以
降
の
出
生
児
）

▼
検
査
方
法
各
地
区
の
母
子
保
健

推
進
員
宅
に
”
検
査
セ
ッ
ト
“
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
使

っ
て
（
適
切
に
使
用
処
置
す
る
こ
と
）

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
が
、
勢

多
郡
北
橘
村
下
箱
田
七
七
九
番
地
「
群
本
村
で
は
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
委

助
け
と
し
て
「
健
康
づ
く
り
講
演
会
」

を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
の
で
、
多

数
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
8
月
3
日
⑤
午
後
2
時

か
ら

▼
会
場
村
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ
「
胃
か
ん
に
つ
い
て
」

▼
講
師
福
田
先
生
「
県
立
か
ん
セ

ン
タ
ー
東
毛
病
院
」

※
詳
細
は
役
場
保
健
課
に
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

託
検
針
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。希

望
者
は
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

を
持
参
の
う
え
、
役
場
建
設
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員
若
干
名

▼
年
齢
2
0
ー
6
0
歳
位
ま
で

▼
学
歴
・
性
別
不
問

▼
委
託
内
容
な
ど

●
検
針
戸
数
一
人
当
り
九
百
戸
位

●
検
針
日
数
月
1
0
\
1
5
日
間
位

●
委
託
料
一
戸
当
り
4
5
円

30 27 26 
日日日 今

月
の
納
め

●
場
所

相
談
・
検
診
（l田
月
実
施
）

＊
月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

●
日
時
7
月
1
6
日
午
前
1
0

時
ー
午
後
3
時
ま
で

●
場
所
役
場
第
3
会
議
室

＊
交
通
事
故
相
談

●
日
時
7
月
1
9
日
午
前
1
0

時
ー
午
後
3
時
ま
で

●
場
所
館
林
市
民
相
談
室

＊
無
料
法
律
相
談

●
日
時
8
月
2
2
日
午
後
1

時
i
3
時
ま
で

中
央
公
民
館

＊
健
康
相
談

●
日
時
8
月
7
日
午
後
1

時
1
2
時
ま
で
受
付

●
内
容
医
師
に
よ
る
相
談

●
場
所
村
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

＊
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
村
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午

後
1
時
1
2
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め
は
、
水
道
料
‘
固

定
資
産
税
二
期
、
国
民
年
金
二

期
、
農
業
共
済
（
陸
稲
）
で
す
。

集
合
納
入
日

東
部
児
童
館

中
央
公
民
館
和
室

明
和
農
協
第
一

社会を明る＜する運動…… 7 月 1 日～31 日
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◎地区別投票結果

地区名 有権者数 投票者数 投票率 順位
前回
投票率

斗合田 288 213 73 96 13 85.27 

下江黒 249 223 89.56 2 92.72 

上江黒 390 308 78.97 , 79 16 
千津井 428 355 82 94 5 86 18 

江口 450 325 72.22 14 80.22 

田島 416 321 77.16 11 82.61 

南大島 876 674 76.94 12 78.82 

新里 673 486 72. 21 15 78 25 

中谷 481 290 60.29 16 71 53 

梅原 611 485 79 38 8 82.15 

川俣 284 239 84.15 4 89.93 

須賀 346 295 85 26 3 84 47 

大輪 625 516 82.56 6 87.20 

入ヶ谷 92 86 93.48 1 92 78 

矢島 487 377 77.41 10 85 08 

大佐貰 405 333 82 22 7 85 79 

合計 7,101 5,526 77 82 82 71 

清
水

一
郎
（
無
現
）
四
、
〇
七0票

清水一郎氏三選果たす

投票率戦後二番目の低さ

本村は前回よりやや下がる

候
補
者
別
得
票
数（本

村
分

群
馬
県
政
の
方
向
を
決
め
る
第
十

一
回
知
事
選
挙
は
、
七
月
二
日
告
示
、

同
月
二
十
二
日
、
投
票
が
行
わ
れ
即

日
開
票
の
結
果
、
清
水
一
郎
氏
が
三

選
を
果
た
し
ま
し
た
。

候
補
者
別
得
票
数
は
、
清
水
一
郎

氏
か
五
十
万
三
百
九
十
六
票
‘
角
田

義
一
氏
か
十
九
万
五
百
五
十
八
票
、

小
野
寺
慶
吾
氏
が
三
万
二
千
七
百
七

十
八
票
、
植
木
健
夫
氏
が
三
千
四
百

五
十
票
で
し
た
。

心
配
さ
れ
た
投
票
率
は
、
県
平
均

で
五
五
．
0
二
行
と
前
回
の
五
ニ
・

二
七
行
を
ニ
・
七
五
行
上
回
っ
た
だ

け
の
戦
後
二
番
目
の
低
い
率
と
な
り

ま
し
た
。

国
圏
園

（
本
村
全
体
の
七
四
・
六
％
）

角
田
義
一
（
無
新
）
一
、
一
八
八
票

（
同
の
ニ
―
•
八
％
）

小
野
寺
慶
吾
（
共
新
）
一
六
六
票

（
同
の
三
％
）

植
木
健
夫
（
無
新
）
三
二
票

（
同
の

O
·
六
％
）

敬
称
略

火
災
な
ど
の
有
事
の
際
、
即
応
体

制
の
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど
の
目
的

か
ら
、
本
村
消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン

プ
操
法
競
技
大
会
が
、
七
月
一
日
、

明
和
中
学
校
校
庭
で
開
か
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
「
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
」

と
「
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
操
法
」
の
二

種
目
が
行
わ
れ
、
三
つ
の
分
団
か
ら

二
班
ず
つ
出
場
。
（
一
班
四
ー
五
人
）

三
分
団
対
抗
で
行
わ
れ
、
団
員
の
皆

さ
ん
の
本
番
さ
な
か
ら
の
熱
中
し
た

競
技
に
時
お
り
‘
た
く
さ
ん
の
来
賓

の
方
々
か
ら
の
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

消防団員

士
気
高
揚
と
技
術
向
上
を
求
め
て

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
各
班
の
団
員

の
皆
さ
ん
昼
夜
の
猛
練
習
の
成
果
も

あ
っ
て
レ
ベ
ル
の
喬
い
競
技
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
こ
の
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム

は
七
月
二
十
二
日
行
わ
れ
た
館
林
消

防
組
合
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

〇
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
（
団
体
の
部
）

＊
一
位
第
2
分
団
第
1
班
（
票
原

正
美
、
票
原
万
昌
、
島
田
貴
好

野
村
新
一
、
帆
足
寿
夫
）

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

投
票
は
午
前
七
時
か
ら
県
内
九
百

七
十
五
投
票
所
で
一
斉
に
行
わ
れ
、

本
村
で
も
七
ガ
所
の
投
票
所
で
午
後

六
時
ま
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
前
日
の
雨
で
朝
の
う

ち
は
や
や
雲
っ
て
い
た
も
の
の
日
中

は
カ
ラ
リ
と
晴
れ
上
が
り
、
投
票
日

和
と
な
り
ま
し
た
が
有
権
者
の
出
足

は
低
調
で
し
た
。
後
半
や
や
持
ち
直

し
ま
し
た
が
郡
部
で
の
出
足
が
鈍
か

っ
た
よ
う
で
す
。

本
村
は
、
七
七
・
八
二
行
と
前
回

の
八
ニ
・
七
一
貯
よ
り
四
・
八
九
貯

投
票
率
郡
内
で
＿
位

県
下
で
九
番
目

＊
二
位
第
1
分
団
第
1
班
（
中
村

真
一
、
滝
口
晃
、
新
井
克
介
、
機

村
高
久
、
野
口
恵
司
）

＊
三
位
第
3
分
団
第
1
班
（
原
口

弘
、
大
木
久
史
、
本
沢
元
也
、
奈

良
益
義
、
川
村
克
己
）

圏
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
（
個
人
賞
）

＊
指
揮
者
票
原
正
美

＊
一
番
員
票
原
万
昌

＊
二
番
貝
島
田
貴
好

＊
三
番
員
野
村
新
一

＊
四
番
員
川
村
克
己

圏
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
操
法
（
団
体
の
部
）

＊
一
位
第
3
分
団
第
2
班
（
奈
良

原
宏
‘
薗
田
義
則
、
泉
田
憲
一
‘

薗
田
真
司
）

＊
二
位
第
2
分
団
第
2
班
（
野
本

長
司
‘
柴
崎
幸
雄
、
北
条
昭
彦
、

恩
田
正
）
へ

〇主な結果（本村分）

＊当日有権者・・・・・・・・・・・・・・・・・·ｷｷｷ7, 101人

＊投票者総数・・・・・・・・・・・ ··········5,526票

（●有効投票· • • • • • • •・・・・・・・・· • • • • 5, 456票

: ：：口：：・]ー： : : :.—: :..——: : : :69 :) 

＊棄権者数....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,575人

＊投票率..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ····77.82%

◎郡内町村別候補者投票結果

下
回
っ
た
も
の
の
郡
内
で
一
番
、
県

下
で
は
九
番
目
の
好
成
績
で
し
た
。

\\ 清水 角田 小野寺 植木 投票率

明和村 4,070 槃 1,188 栗 166 栗 32 梨 77.82 % 

板倉町 6,961 1,062 218 41 71 87 

千代田町 4,275 1,110 216 46 72.14 

大泉町 8,508 2,893 500 98 53 37 

邑楽町 6,676 2,194 322 63 58.49 

計 30,490 8,447 1,422 280 62 86 
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繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
に
つl

]いて

昭
和
五
十
九
年
第
二
回
村
議
会
臨

時
会
は
、
七
月
二
十
八
日
、
会
期
一

日
間
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
に
、
村
長
か
ら
報
告

一
件
、
議
案
一
件
‘
議
員
提
出
議
案

二
件
、
陳
情
一
件
か
、
そ
れ
ぞ
れ
提

出
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

可
決
及
び
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

圏
審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
配
水
池
築
造
工
事
）

●
第
九
次
道
路
整
備
五
ヵ
年
計
画
促

進
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

●
モ
ー
テ
ル
等
類
似
型
施
設
の
建
設

に
対
す
る
反
対
決
議
に
つ
い
て

●
他
用
途
利
用
米
の
生
産
に
係
る
生

産
出
荷
奨
励
措
置
の
確
立
に
関
す

る
陳
情
に
つ
い
て

【
主
な
議
案
内
容
】

農
林
水
産
業
費
の
中
の
水
路
改
良

工
事
費
一
千
六
百
八
十
万
円
を
、
五

十
八
年
度
予
算
か
ら
五
十
九
年
度
予

本
村
上
水
道
第
三
次
拡
張
事
業
配

水
池
築
造
工
事
を
行
う
た
め
、
指
名

業
者
八
社
に
よ
る
競
争
入
札
を
執
行

し
た
結
果
、
最
低
入
札
価
格
三
千
七

百
九
十
万
円
で
「
株
式
会
社
安
部
エ

業
所
」
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

道
路
整
備
五
ヵ
年

計
画
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て

（
議
員
提
出
）

本
村
議
会
と
し
て
、
次
の
要
旨
で

建
設
省
な
ど
関
係
省
庁
に
、
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

意
見
書
要
旨

道
路
は
国
の
産
業
経
済
の
発
展
を

図
る
上
か
ら
最
も
根
幹
と
な
る
公
共

施
設
で
あ
る
。
本
村
に
お
い
て
も
最

も
住
民
要
望
の
強
い
も
の
は
道
路
整

備
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
政
府
も
新

年
度
の
予
算
編
成
に
当
っ
て
は
、
第

九
次
道
路
整
備
五
カ
年
計
画
の
完
全

達
成
を
期
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

算
に
繰
越
す
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

新
設
高
校
周
辺
の
水
路
改
良
工
事
を

行
う
も
の
で
す
。

群
馬
県
で
は
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
等
施

設
設
置
規
制
指
導
要
網
を
七
月
十
六

日
制
定
、
八
月
一
日
施
行
と
な
り
ま

し
た
。こ

れ
に
伴
っ
て
全
県
下
の
条
例
未

制
定
の
市
町
村
は
、
こ
の
指
導
要
網

が
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

明
和
村
農
業
協
同
組
合
及
び
、
明

和
村
千
江
田
農
業
協
同
組
合
か
ら
提

出
さ
れ
て
い
た
「
他
用
途
利
用
米
の

生
産
に
係
る
生
産
出
荷
奨
励
措
置
の

確
立
に
関
す
る
陳
情
」
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
（
審
議
さ
れ
た
時

点
で
既
に
政
府
に
主
食
用
と
し
て
買

上
げ
が
認
め
ら
れ
る
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
た
）

他
用
途
利
用
米
に

関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

モ
ー
テ
ル
等
類
似

施
設
の
建
設
反
対

決
議
に
つ
い
て（

議
員
提
出

]
口
画
庁
一
あ
て

群
馬
県
選
出
国
会
議
員

夏

上
水
道
工
事
請
負
契
約
な
と
可
決

臨
時
会
開
か
れ
る

4番員

川村克己さん

3番員

薗田真司さん

3番員
野村新ーさん

2番員

泉田憲一さん

2番員

島田貴好さん

1 番員

柴崎幸雄さん

し

1 番員

栗原万昌さん

指揮者

野本長司さん

小
型
動
カ
ポ
ン
プ
操
法

団
体
優
勝
の
三
分
団
の
皆
さ
ん

◄
 

指揮者

栗原正美さん

I
l
l
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
操
法

固
人
賞

蒼
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法個

人
賞

/ 

▼自動車ポンプ操法団体優勝の二分団の皆さん

—` 

／
＊
三
位
第

1

分
団
第
2

班
（
奥
薗
部
正
人
）

沢
一
郎
、
奥
沢
貞
雄
、
野
本
和
雄
、
圏
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
操
法
（
個
人
賞＊
指
揮
者

＊
一
番
員

＊
二
番
員

＊
三
番
員

野
本
長
司

柴
崎
幸
雄

泉
田
憲
一

薗
田
真
司（

敬
称
略
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こんなことを
舟・婦人学級生村長と語る

香
山
く
に
子

9

9

9

9

,

 

ー
第
四
回
村
長
と
語
る
会
が
六
月
二
十
六
日
、
婦
人
学
級
一

一
生
と
寿
学
級
生
合
同
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

―
こ
の
日
、
約
八

0

名
の
出
席
者
で
中
央
公
民
館
の
研
修
一

一
室
は
熱
気
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
―

＿
最
初
は
、
皆
さ
ん
緊
張
ぎ
み
で
し
た
が
、
時
間
が
過
ぎ
―

ー
る
に
つ
れ
て
笑
い
声
も
出
る
な
ど
し
て
、
和
気
あ
い
あ
い
一

ー
に
語
り
合
い
意
義
あ
る
半
日
を
過
こ
し
ま
し
た
。
一

一
応
答
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

99,'’’,'‘ 

秋
野
重
太
郎

新
設
さ
れ
る
高
校
の
開
校
年
月
、

学
科
、
生
徒
数
、
男
女
比
率
な
ど
く

わ
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

村
長
開
校
年
月
日
は
六
十
年
四
月

一
日
の
予
定
で
す
。
学
科
は
商
業
科

三
、
工
業
科
三
の
六
学
級
編
成
で
定

員
は
商
業
科
か
一
学
級
四
十
五
人
、

工
業
科
四
十
人
の
計
二
百
五
十
五
人

（
一
学
年
）
と
な
り
ま
す
。
六
十
二
年

四
月
に
は
七
六
五
人
に
な
り
ま
す
。

商
業
科
三
ク
ラ
ス
の
中
に
は
‘
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
情
報
処
理

科
の
一
ク
ラ
ス
が
設
置
さ
れ
る
の
で

県
内
外
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ

業
科
は
電
気
・
機
械
・
建
築
の
三
ク

ラ
ス
で
す
。
そ
れ
か
ら
男
女
比
率
に

つ
い
て
は
、
商
業
科
で
は
女
子
を
約

半
数
（
約
七0
名
位
）
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
工
業
科
に
女
子
が
入
学
す
る

と
す
れ
ば
製
図
関
係
の
若
干
名
程
度

だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

信
号
機
の
設
置
を

新
設
高
校
に
つ
い
て

屋
外
放
送
の
増
設
を

薗
部
き
よ
子

屋
外
放
送
が
良
く
聞
こ
え
な
い
の

で
放
送
塔
を
新
設
し
て
は
し
い
の
で

す
か
。

村
長
放
送
は
、
塔
を
中
心
に
半
径

四
百
以
の
円
内
が
お
お
む
ね
聞
こ
え

る
範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
蘭
部
さ

疇さ）叫，（婦人学級）

南
大
島
地
内
の
広
域
農
道
十
字
路

（
銀
店
さ
ん
の
北
方
）
で
は
事
故
が

多
い
の
で
信
号
機
の
設
置
を
。

ま
た
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
高
さ
も

変
え
て
ほ
し
い
の
で
す
か
。

村
長
信
号
機
に
つ
い
て
は
矢
島
地

内
の
交
差
点
と
合
わ
せ
て
設
置
申
請

が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
や
が
て
設

置
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
高
さ
は
設
置
基

準
で
路
面
か
ら
m
e
m
の
高
さ
と
決
ま

っ
て
い
る
の
で
変
え
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
道
路
南
面
の
雑
草
を
刈
り
取

れ
ば
左
右
の
見
通
し
が
良
く
な
り
ま
す
。 ん

宅
付
近
は
、
ち
ょ
う
ど
ど
の
放
送

塔
か
ら
も
聞
こ
え
る
範
囲
の
谷
間
（

死
角
）
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
思
つ
の
で
す
。

そ
こ
で
考
え
ま
す
に
、
田
島
の
徳

蔵
院
の
放
送
塔
に
は
普
通
よ
り
大
き

い
ス
ピ
ー
カ
ー
が
南
大
島
の
七
軒
方

向
に
向
い
て
い
る
の
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
蘭
部
さ
ん

宅
方
向
に
変
え
て
み
よ
う
と
思
う
の

で
す
。
そ
う
す
れ
ば
聞
こ
え
る
と
思

い
ま
す
の
で
。

使
用
済
乾
電
池
な
ど
の
処
分
は

野
村
初
枝

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
使
用
済
乾
電

池
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
ど
う
お
考

え
で
す
か
。

村
長
一
般
の
ゴ
ミ
や
危
険
物
に
つ

い
て
は
‘
館
林
市
や
、
衛
生
協
力
会

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
処
理
し

て
い
る
わ
け
で
す
か
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
に
つ
い
て
は
各
家
庭
で
燃
や
し

て
い
た
だ
く
し
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
今
問
題
の
使
用
済
乾

電
池
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
の
で
も
う
少
し
お
待
ち
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

‘,', 

-
(
'
、
級

イ
r

一
学
ょ
人婦

一
（

v-

，
ぅ
“
邸

山香

奈
良
健

用
排
水
路
の
兼
用
使
用
に
つ
い
て

太
隔
の
広
場
と
は野

本
ア
イ
子

河
川
敷
運
動
場
に
「
太
陽
の
広
場
」

と
い
う
の
が
で
き
る
そ
う
で
す
が
ど

ん
な
も
の
な
の
で
す
か
。

村
長
「
太
陽
の
広
場
」
は
、
今
年

度
完
成
の
予
定
で
す
。

こ
れ
は
村
民
の
皆
様
の
憩
い
の
場

・
ふ
れ
合
い
の
場
所
と
な
る
も
の
で

散
歩
も
‘
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
も
で

き
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
村
民
の
皆

さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
の
た
め
に
設
け
ら
れ
る
公
園
広
場

で
す
。
完
成
し
ま
し
た
ら
大
い
に
利

用
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

繹）

排
水
路
を
止
め
て
用
排
水
と
し
て

使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

か
ど
う
考
え
ま
す
か
。

村
長
本
村
は
、
昭
和
三
十
年
代
に

土
地
改
良
事
業
を
実
施
し
、
矢
島
、

梅
島
、
江
口
、
千
津
井
の
幹
線
排
水

路
に
つ
い
て
も
用
排
水
兼
用
で
使
用

し
て
お
り
ま
す
か
、
水
田
利
用
再
編

対
策
を
契
機
に
し
て
農
用
地
高
度
利

用
型
の
近
代
的
農
業
か
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
当
面
、
幹
線
排
水
路
の
改

修
を
は
じ
め
支
線
の
用
排
水
路
に
つ

い
て
も
U

字
溝
等
を
使
っ
て
、
改
修

の
促
進
を
図
り
農
業
の
振
興
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

青
少
年
の
非
行
状
況
は

木
村
嘉
珠
子

村
内
の
青
少
年
の
非
行
等
の
状
況

に
つ
い
て
教
え
て
は
し
い
の
で
す
か
。

村
長
少
年
非
行
は
全
国
的
に
杜
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
発

生
件
数
、
質
と
も
に
年
々
増
大
し
て

い
る
の
か
現
状
で
す
。
年
齢
的
に
は

十
四
歳
か
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

本
村
の
場
合
、
今
の
と
こ
ろ
幸
い
べ

玲）
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／
目
立
っ
た
事
件
は
発
生
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
但
し
、
今
は
比
較
的
平
穏
で

も
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

の
で
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

は
、
家
庭
も
学
校
も
社
会
も
不
断
の

努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
更
に
来

春
に
は
立
派
な
高
校
も
新
設
さ
れ
ま

す
の
で
、
環
境
を
悪
く
し
な
い
よ
う

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

薗
部
喜
美
子

立
派
な
保
健
セ
ン
タ
ー
が
今
春
完

成
し
ま
し
た
か
、
利
用
状
況
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

村
長
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
四

保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
は

私は聞いて見だ

月
か
六
六
0
人
、
五
月
か
一
〇
七
0

人
、
六
月
（
推
定
）
が
一
三0
0
人

と
三
0
0
0

人
以
上
の
人
が
利
用
し

て
お
り
、
主
に
‘
循
環
器
の
検
診
、

乳
が
ん
‘
幼
児
な
ど
の
各
種
検
診
と

な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
健
康
維
持
増
進
の
た
め

多
く
の
方
が
利
用
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

原
口
忠
也

館
林
市
と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
で
す
か
。

村
長
五
十
七
年
の
八
月
に
地
区
説

明
会
を
開
き
、
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

心
労
か
け
た
わ
け
で
す
。
そ
の
結
果

将
来
的
に
は
止
む
得
な
い
と
考
え
て

]
1
]
]

の[
E

日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

郡
内
の
他
町
と
比
較
し
て
将
来
を

考
え
た
場
合
、
い
ろ
ん
な
面
で
本
村

単
独
で
運
営
し
て
い
く
に
は
大
変
だ

ろ
う
と
思
う
の
で
す
（
特
に
財
政
的
な

館
林
市
と
の
合
併
に
つ
い
て

\ 

畔紐）（婦

通
学
道
路
の
拡
幅
を

も
の
で
）
。
更
に
村
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

も
あ
ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
青
少

年
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
こ
と
も
必

要
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
十
一
世
紀

に
向
か
っ
て
一
段
と
飛
躍
の
基
盤
を

つ
く
る
た
め
合
併
の
方
向
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

柴
崎
ふ
く

梅
原
地
内
の
通
学
道
路
は
狭
く
自

動
車
の
往
来
も
あ
り
危
険
な
の
で
広

げ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。

村
長
あ
の
道
路
を
一
般
道
路
と
し

て
使
用
す
る
た
め
に
は
、
あ
と
五
2い

位
は
拡
幅
し
な
け
れ
ば
な

ミ
ロ
,
如
]
口b
l
t
□

か
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
関
係
地
区

の
区
長
さ
ん
並
び
に
地
権
者
の
方
々

と
も
相
談
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
通
学
時
間
帯
に
は
”
自

動
車
の
通
行
は
ご
遠
慮
下
さ
い
｀
勺
．
と い

う
こ
と
で
村
長
名
で
立
看
板
か
設

置
し
て
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
で
も

通
灯
車
が
あ
る
の
は
非
常
に
こ
ま
っ

た
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
‘
看
板
を
大
き

く
す
る
か
増
や
す
か
し
て
対
処
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

モ
ー
テ
ル
類
似
建
物
に
つ
い
て

福
田
初
江

本
村
の
環
境
を
汚
す
よ
う
な
建
物

か
梅
原
地
内
に
建
設
さ
れ
る
と
い
う

の
で
署
名
運
動
か
起
こ
っ
て
い
ま
す

が
、
村
と
し
て
は
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
。

村
長
行
政
で
は
憲
法
あ
る
い
は
法

律
等
の
関
係
で
直
接
関
与
出
来
ま
せ

ん
の
で
、
今
回
の
場
合
、
村
の
青
少

推
を
中
心
に
関
係
団
体
（
明
和
村
環

境
浄
化
推
進
協
議
会
）
の
人
た
ち
に

よ
っ
て
反
対
署
名
運
動
が
起
こ
り
村

民
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
‘
六
千

人
以
上
の
署
名
が
集
ま
り
‘
更
に
立

看
板
も
建
て
、
過
日
関
係
機
関
に
陳

情
を
行
い
建
設
反
対
を
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
に
条
例
等
で
規
制
し
て

い
る
市
町
村
も
あ
り
ま
す
が
、
本
村

で
は
八
月
一
日
に
県
の
ラ
ブ
ホ
テ
ル

ｫ I 

‘` 、l

釦も紐
澤咤釦

村
長
子
供
は
私
た
ち
の
大
事
な
宝

物
で
す
。
健
全
に
育
っ
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
し
っ
か
り
し
た
遊
び
場
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
地
区
と
も
神
社
、
仏
閣
を
利
用

し
て
遊
ん
で
い
る
の
が
現
状
で

人
口
急
増
地
区
の
中
谷
、
新
里
に
つ

い
て
は
特
に
、
大
変
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
今
後
適
当
な
土
地
が
あ
れ
ば

積
極
的
に
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

-
福地さん（婦人学級）

規
制
指
導
要
綱
が
制
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
県
の
指
導
に
よ
っ
て
対
処
し
て

行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

老
人
橿
祉
セ
ン
タ
ー
の
計
画
は

蓮
見
千
代
子

将
来
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

村
長
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
村
の
総

合
計
画
の
中
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

優
先
順
位
で
中
央
公
民
館
、
社
会

体
育
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
先

に
な
り
ま
し
た
か
、
将
来
は
建
設
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
地
区
に
―
つ
の
公
園

福
地
道
子

一
地
区
に
―
つ
の
公
園
は
、
子
供

た
ち
や
地
区
に
と
っ
て
も
必
要
と
思

い
ま
す
か
ど
う
お
考
え
で
す
か
。
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国民年金

福
祉
年
金
証
書
の
提
出
を

八
月
期
の
支
払
受
け
だ
ら

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
は

早
め
に
申
請
を
。

調
査
方
法

五
月
に
実
施
さ
れ
た
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
間
接
撮
影
の
際
に
‘
検
診
者
の
皆

さ
ん
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
も
の
て
す
。

健
康
は
最
大
の
幸
福
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
も
、
今
年
の

四
月
村
民
待
望
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を

完
成
さ
せ
、
皆
様
の
健
康
保
持
増
進

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ど
ん
な
病
気
で
も
、
早
期
発
見
、

福
祉
年
金
の
受
給
者
は
‘
八
月
期

の
支
払
い
を
受
け
ま
し
た
ら
、
国
民

年
金
証
書
を
役
場
の
国
民
年
金
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
福
祉
年
金
受
給
者
が
、
引

き
続
き
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
本
人
や
配
偶
者
、
扶

養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
額
を
審
査

し
、
八
月
か
ら
翌
年
の
七
月
ま
で
の

一
年
間
の
支
給
額
を
決
定
し
、
年
金

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
中
で
も
、

か
ん
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
見
か
き

わ
め
て
重
要
で
す
。
そ
こ
で
村
で
は
、

が
ん
の
中
で
も
胃
が
ん
に
次
い
で
死

亡
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
＂
肺

が
ん
1
1に
対
す
る
関
心
度
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
調
査
結
果
が
、
次
の
と
お
り

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
（
な
お
、
こ
の
調
査
結
果
表

は
四
十
歳
以
上
の
方
の
も
の
を
集
計

し
た
も
の
で
す
。
）

調
査
に
よ
り
ま
す
と
「
肺
か
ん
は

証
書
に
今
後
の
支
給
額
を
記
入
す
る

た
め
、
毎
年
一
回
、
八
月
に
提
出
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
金
証
書
を
提
出
し
ま
せ
ん

と
十
二
月
以
降
の
支
払
い
か
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
す
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
役
場
住
民
課

よ
り
通
知
す
る
予
定
で
す
。

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い

る
」
と
答
え
た
人
か
九
ニ
・
三
打
、

次
の
基
準
に
該
当
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
優
良
運
転
者
表
彰
の
候
補
者

と
な
り
ま
す
。
表
彰
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

の
発
行
す
る
「
無
事
故
・
無
違
反
証

明
書
」
を
添
え
て
申
請
し
て
下
さ
い
。

0
県
表
彰

＊
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を

有
す
る
方
で
、
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
の
発
行
す
る
証
明
日
か
ら
過

去
十
年
以
上
交
通
事
故
・
交
通
違
反

の
な
い
こ
と
。

＊
過
去
に
地
区
表
彰
を
受
け
て
い
る

＊
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を

有
す
る
方
に
つ
い
て
は
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
の
発
行
す
る
証
明
の

日
か
ら
過
去
五
年
以
上
交
通
事
故
·

交
通
違
反
の
な
い
こ
と
。

＊
小
特
•
原
付
運
転
免
許
を
有
す
る

方
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
発

行
す
る
証
明
の
日
か
ら
過
去
十
年
以

上
交
通
事
故
・
交
通
違
反
の
な
い
こ
と

＊
過
去
に
地
区
表
彰
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

0
い
ず
れ
も
交
通
安
全
の
会
員
で
あ

る
こ
と

〇
申
請
先

＊
館
林
交
通
セ
ン
タ
ー
6
⑰
5
0
3

0
ヘ

※
そ
の
他
詳
細
は
館
林
交
通
セ
ン
タ

ー
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

圏
無
事
故
無
違
反
証
明
書
の
と
り
方

申
請
は
‘
直
接
又
は
郵
便
振
替
用

紙
で
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
群

馬
県
事
務
所
（
前
橋
市
元
総
社
町
三

九
五
、
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場
三

階
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
発
行
ま
で
の
所
要
日
数
は

十
日
1

二
十
日
間
ぐ
ら
い
で
す
の
で

お
早
め
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

「肺がん検診

アンケート且まとまる

タ
バ
コ
を
や
め
た
、
減
ら
し
た

三
人
に

人
は

「
肺
が
ん
検
診
は
必
要
で
あ
る
」
と

答
え
た
人
は
八
八
•
一
行
と
な
っ
て

お
り
肺
が
ん
に
対
す
る
関
心
は
高
い

も
の
の
実
際
に
検
査
を
受
け
た
人
は
‘

四
五
六
人
で
七
0
行
し
か
受
け
て
い

な
い
の
で
、
考
え
と
行
動
が
一
致
し

て
い
な
い
と
分
析
。
関
係
者
は
、
こ

の
I
I

肺
か
ん
I
i
検
査
は
、
指
定
容
器

に
た
ん
を
せ
っ
取

す
る
簡
単
な
も
の

―
な
の
で
、
も
っ
と

多
く
の
人
が
受
け

て
ほ
し
い
と
話
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
喫
煙
状

況
で
は
、
「
タ
バ
コ

T

を
や
め
た
、
あ
る

.. 

い
は
減
ら
し
た
」

と
い
う
人
か
三
〇

•
一
行
い
ま
す
。

肺
が
ん
と
喫
煙
の
関
係
が
皆
さ
ん
の

意
識
の
中
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と

か
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

来
年
度
も
肺
か
ん
検
査
は
実
施
し

こ
と

＊
過
去
に
県
表
彰
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

圏
地
区
表
彰

ま
す
の
で
、
肺
か

ん
は
高
危
険
群
と

さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
四
十
歳
以
上

で
喫
煙
歴
の
あ
る

方
は
か
な
ら
ず
受

け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
本
年
度

、
＇
ノ

肺
が
ん
検
診
結
果
上

に
つ
い
て
は
、
精
麒

密
検
査
を
要
す
る

4
0

人
、
検
体
不
良
者
頃

の
み
通
知
い
た
し
果

ま
す
の
で
か
な
ら
結

、
。
査

ず
受
け
て
下
さ
し
調度二<HHu* 

区 分
5 6 年度 5 9 年度

回答数 埓こ（％） 回答数 率（％）

回答者数（回答率100%) 1,093 1,005 人

肺かんの増加傾向
知n っている 834 76.3 928 92 3 
知］らない 259 23.7 77 7.7 

肺かん検診の必要性
必、要 921 84.3 885 88. l 
不要 172 15.7 120 11.9 

肺（か喀痰ん検検森診の）実施 矢u っている --- 907 90 2 
知らない 「 98 9 8 

喫煙状況 770 70 5 648 64 5 

以前から吸っていない \ 202 20.1 
項目

\ タバコをやめた 155 15 4 

タバコを減らした \ 148 14.7 
喫煙状況の変化

\ 変わらない 314 31.3 

減らしたいと思っている \ 126 12.5 

やめたいと思っている \ 60 6 0 
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落合新次郎さん
（須賀）

須
賀
の
お
祭
り
は
年
に
六
回
も

あ
り
ま
す
。
菅
原
神
社
の
春
と
秋

そ
し
て
、
慶
讃
祭
の
春
と
秋
、
八

坂
様
の
一
月
と
七
月
の
祭
り
で
す
。

最
近
は
会
社
勤
め
の
人
か
多
い

た
め
、
区
総
会
で
お
祭
り
は
日
曜

日
か
良
い
と
の
声
が
多
く
出
さ
れ

た
の
で
結
局
、
祭
日
に
近
い
日
曜

日
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

八
坂
様
の
夏
祭
り
に
は
、
小
屋

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
各
地
区

で
夏
祭
り
か
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
須
賀
の
夏
祭
り
で
は
‘

初
め
て
子
供
み
こ
し
を
新
装
し
入
魂

式
を
す
ま
せ
ま
し
た
。
そ
の
み
こ
し

を
子
供
た
ち
は
力
い
っ
ば
い
担
い
で

区
内
を
練
り
歩
き
夏
祭
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

他
方
、
千
津
井
地
区
で
は
、
子
供

会
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
か

中
心
に
な
り
約
2
5
年
ぶ
り
か
で
＂
さ

さ
ら
“
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
昔
と

っ
た
き
ね
づ
か
で
先
輩
た
ち
に
手
ほ

ど
き
を
受
け
短
期
間
で
の
修
業
で
、

”
さ
さ
ら
”
に
挑
戦
。
短
い
練
習
と
あ

っ
て
ぎ
こ
ち
な
さ
も
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
か
汗
び
っ
し
ょ
り
の
熱
演
に
大

勢
の
見
物
人
か
ら
盛
ん
な
拍
手
か
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

を
つ
く
り
飾
り
付
け
を
し
て
土
・
日

曜
の
二
日
間
祭
る
と
い
う
こ
と
に
決

ま
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
今
年
の

八
坂
様
の
夏
祭
り
は
七
月
十
四
・
十

五
日
の
両
日
、
初
め
て
子
供
み
こ
し

ま
た
、
主
催
側

で
用
意
し
た
、
か

き
氷
・
わ
た
あ
め
·

焼
そ
ば
な
ど
の
夜

店
も
た
く
さ
ん
出

さ
れ
、
子
供
た
ち

は
も
っ
ば
ら
、
そ

っ
ち
に
目
が
向
い

て
い
た
よ
う
で
す
。

ど
こ
の
地
区
で

も
、
カ
ラ
オ
ケ
、

民
謡
、
さ
さ
ら
な

ど
地
区
カ
ラ
ー
豊

か
な
盛
た
く
さ
ん

の
演
芸
か
催
さ
れ

帰
省
客
な
ど
を
楽

し
ま
せ
た
夏
祭
り

で
し
た
。

か
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
／
ワ
ッ
シ
ョ
イ

I
.

」
と
威
勢
良
く
か
け
声
を
か
け

な
が
ら
区
内
の
主
だ
っ
た
通
り
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。
沿
道
に
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
つ
め
か
け
元
気

夏
象
よ
診
竺
／
（

（
文
・
題
字
と
も
落
合
さ
ん
て
す
）

を
新
装
し
、
区
公
民
館
の
中
庭
に
は
な
子
供
た
ち
に
盛
ん
な
声
援
が
送

舞
台
を
つ
く
り
区
民
総
出
で
夏
祭
り
ら
れ
祭
り
は
最
高
潮
で
し
た
。

を
楽
し
み
ま
し
た
。
区
民
か
和
気
あ
い
あ
い
で
祭
り

ま
た
、
十
五
日
に
は
、
そ
の
新
装
気
分
を
満
喫
で
き
本
当
に
良
か
っ

.

.

.
 

し
た
ば
か
り
の
み
こ
し
を
子
供
た
ち
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
丁
ノ
ー

一
,~ 

、人 2 そ

]
評
、
社

四
神 納

?, 

土一
, / - ・ー 、 『 一 ‘-< 

え’’―
＊「水の週間」…水は限りある貴重な資源です。“水は大切にしましょう，9
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急ピッチで進む造成工事

四
月
開
校
を
目
指
し
て

新
設
高
校
・
建
設
工
事
ス
タ
ー
ト

い
よ
い
よ
六
十
年
四
月
開
校
を
目

指
し
て
、
新
設
高
校
（
名
称
‘
県
立

館
林
商
工
高
等
学
校
）
の
造
成
工
事

か
、
こ
の
ほ
ど
始
ま
り
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
の
話
に
よ
り
ま
す

と
「
こ
の
造
成
工
事
は
第
一
期
分
で

八
月
中
句
ご
ろ
ま
で
の
予
定
で
進
め

ら
れ
、
そ
の
後
、
本
工
事
に
入
る
計

画
。
本
工
事
に
つ
い
て
も
‘
い
く
つ

か
の
エ
期
に
分
け
ら
れ
、
今
年
度
は

校
舎
‘
体
育
館
な
ど
の
う
わ
物
か
建

設
さ
れ
る
予
定
で
、
い
わ
ゆ
る
四
月

開
校
の
一
学
年
に
見
合
う
も
の
の
建

物
か
建
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
」

細
か
い
計
画
は
‘
ま
だ
発
表
の
段

階
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
開

校
は
も
う
す
ぐ
で
す
。

地
元
で
は
‘
I
I
い
よ
い
よ
わ
か
村

に
高
等
学
校
か
で
き
る
：
·
…
。
I
I
と

の
実
感
も
除
々
に
わ
い
て
き
て
い
る

よ
う
で
大
き
い
期
待
か
よ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

I
I

伸
び
る
芽
を

本
村
の
少
年
警
察
協
助
員
の
皆
さ

ん
は
、
夏
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
児
童
、

生
徒
ら
の
夜
間
外
出
の
機
会
か
増
え

る
た
め
各
地
区
夏
祭
り
の
時
な
ど
を

重
点
に
巡
回
し
、
青
少
年
非
行
の
未

然
防
止
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
れ
等
の
活
動
が
認

め
ら
れ
て
同
協
助
員
の
中
の
石
橋
幸

一
郎
さ
ん
は
‘
青
少
年
の
非
行
防
止

に
多
大
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
‘
県

警
察
本
部
長
か
ら
感
謝
状
を
受
章
。

更
に
‘
篠
木
武
湧
さ
ん
も
同
趣
旨
に

よ
り
館
林
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
を

受
け
ま
し
た
。

ま
た
‘
県
少
年
警
察
協
助
員
連
合

~I ., .. 
l.---•ニ

受彰者は右から篠木さん、伊藤さん、石橋さん、

'’ 

r
 

ざつ｀
ヽ

ヽ

* 

だけいつねのり
くん（大佐貫）

ぱいろっとにな
りたい。そらを

とんでかいこく

へいけるから

さいとうか‘よこ
ちゃん（南大島）
おはなやさんに

なりたい。おは

ながだいすきだ

から

あ力‘ゃすこうじ
くん （南大鳥）
ばいろっとにな

りたい。かっこ

しヽしヽから

ヽ

家庭の味を満喫

ひとり暮らしの老人
を人ア席三おひた日 かのとの連村中
みとの゜十年とも欠これつり主絡ボ央七
た一皆ボ人寄りの席のまど暮催協ラ公月
り緒さラ近り暮の者日しいらに議ン民二
‘にんンくたら村かはたヒしよ会テ館十
日映ニテかちし内あ‘゜か老t]なイで日
ご画十イ出‘ののつ当 開人ひどア本‘

支
え
る
家
庭
と
社
会
の
輪
I
i

会
結
成
十
周
年
記

念
と
し
て
実
施
さ

れ
た
「
少
年
非
行

防
止
健
全
育
成
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
伊
藤
琴
子
さ
ん

の
作
品
が
銀
賞
に

入
選
。
＂
伸
び
る

芽
を
、
支
え
る
家

庭
と
社
会
の
輪
I
I

こ
れ
か
ら
も
‘

協
助
員
の
皆
さ
ん

の
活
躍
か
期
待
さ

れ
ま
す
。

ろ
の
悩
み
や
喜
び
を
語
り
合
い
、
和
＊

気
あ
い
あ
い
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
i

し
ま
し
た
。
と
か
く
家
に
と
じ
こ
も
~

り
か
ち
な
お
年
寄
り
た
ち
も
‘
こ
の
日
~

ば
か
り
は
い
ろ
い
ろ
な
談
義
に
花
を
~

"
1

・

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
．

あ
る
老
人
は
「
た
く
さ
ん
の
人
た
~

ち
と
語
り
合
う
の
は
久
し
ぶ
り
で
す
。
[

人
と
の
対
話
は
尊
い
も
の
で
す
ね
ー
。
~

こ
の
よ
う
な
機
会
を
つ
く
っ
て
く
だ
~

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
』

て
い
ま
す
」
と
感
激
深
く
話
し
て
く
[

れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
本
村
に
は
、
ひ
と
り
暮
i

ら
し
の
お
年
寄
り
は
五
十
人
近
く
い
i

ま
す
。
そ
の
人
た
ち
全
員
に
温
か
い
~

家
庭
を
ー
。
楽
し
い
老
後
を
ー
。
と
~

企
画
さ
れ
た
こ
の
集
い
、
早
く
も
次
ぃ

回
を
期
待
す
る
声
も
多
い
よ
う
で
す
゜
＊

こばやしりえち
ゃん （新里）
かしゅになりた
い。うたかすき

だから

1 
カ‘だおかけんい
ちくん （新里）
でんしゃのっん
てんしゅになり
たい。すきだか

ら

きむらよしみち
ゃん （江口）
おはなやさんに

なりたい。おは
なかきれいだか

ら

のくち力すまさ
くん （南大島）
ばすのうんてん
しゅになりたい。
ばすはおおきい

から
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ほくの夢

わだしの夢
（今月は中幼園児たち）

亨？

さいとうかすひ
ろくん （中谷）
まらそんのせん
しゅになりたい。
かけあしかはや

いから。

つくれたあ．I
巣箱が•••カレーライスが・・

「ジュニアリーダー教室」

いいだのぶひろ
くん （新里）
おかしやさんに

なりたい。おか

しかすきだから。

だかざわさなえ
ちゃん （梱原）
かんごふさんに
なりたい。はく

いかきられるか

ら

ひびのけんいち
くん （南大島）
ばいくのうんて
んしゅになりた
い。かっこいい

から

あんどうゆきこ
ちゃん （中谷）
かんごふさんに

なりたい。びょ

うきをなおせる
から

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

教
室
の
生
徒
た
ち
八
十

八
人
は
、
七
月
八
日
、

手
づ
く
り
料
理
（
女
子
）

と
巣
箱
づ
く
り
（
男
子
）

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

と
か
く
現
代
は
、
イ

ン
ス
タ
ン
ト
化
し
手
づ

く
り
の
味
、
父
の
味
、

母
の
味
か
忘
れ
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
手
づ
く
り
の
味
を
少

し
で
も
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
開
か
れ
た
こ
の

教
室
。

手
づ
く
り
料
理
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
カ
レ
ー
ラ

*
·
…
•
；
・
・
；
…
；
・
・
・
・
・

*[:·:·:·:·……………………·: 

.............. :
 ................ :
-
*
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クー

きだ lまりともひ
さくん （中谷）
ばすのうんてん
しゅになりたい。
かっこいいから

/ ' 

* 、イ

イ
ス
で
、
お
米
の
と
ぎ
方
、
包
丁
の

持
ち
方
な
ど
女
性
と
し
て
の
イ
ロ
ハ

を
勉
強
。
そ
の
指
導
に
当
っ
て
く
れ

た
の
は
「
わ
か
ば
会
」
の
皆
さ
ん
で

す
。
普
段
包
丁
な
ど
持
っ
た
こ
と
の

な
い
生
徒
た
ち
、
ぎ
こ
ち
な
い
し
ぐ

さ
な
か
ら
も
真
剣
に
野
菜
を
刻
む
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

一
方
男
子
生
徒
は
本
職
の
大
工
さ

ん
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
か
ら
巣
箱

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
ノ
コ
ギ
リ

や
キ
リ
の
使
い
方
な
ど
を
勉
強
。
ノ

コ
ギ
リ
は
大
部
分
の
生
徒
か
ま
あ
ま

あ
使
え
た
よ
う
で
す
が
、
キ
リ
の
使

い
方
は
、
使
え
る
生
徒
が
ま
れ
で
、

中
に
は
キ
リ
か
何
を
す
る
も
の
か
も

知
ら
な
い
生
徒
が
い
た
ほ
ど
で
、
指

導
に
当
っ
た
大
工
さ
ん
も
苦
笑
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
、

手
づ
く
り
の
味
を
感
じ
た
の
か
汗
だ

く
だ
く
で
巣
箱
づ
く
り
に
熱
中
し
な

が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ニ
ャ
ク
で
ヘ
ビ
に
見
せ
か
け
る
も
の
＊

あ
り
で
恐
そ
う
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
＂

そ
の
部
屋
を
先
生
と
園
児
一
人
ず
i

つ
か
一
緒
に
入
り
一
周
し
て
く
る
わ
]

け
で
、
い
わ
ば
一
種
の
肝
だ
め
し
。
~

と
こ
ろ
で
園
児
の
反
応
は
と
い
う
i

と
入
っ
た
と
た
ん
泣
き
出
す
も
の
、
~

途
中
で
動
か
な
く
な
る
も
の
、
お
ば
i

け
と
握
手
し
て
、
お
一

み
や
げ
を
も
ら
っ
て
一

く
る
ち
ゃ
っ
か
り
も
~

の
ま
で
と
千
差
万
別
。
~

先
生
方
は
、
そ
ろ
~

っ
て
「
意
外
な
子
が
~

泣
い
て
し
ま
っ
た
り
‘
i

逆
に
意
外
な
子
か
＊

恐
が
ら
な
か
っ
た
~

り
し
た
の
で
、
普
~

段
と
ち
か
っ
た
一
~

面
も
発
見
で
き
ま

し
た
」
と
汗
を
ふ

き
ふ
き
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

、:i::..i
ほそだめ＜みち
ゃん （新里）
ばすかいどさん
になりたい。お

うたかすきだし
うまいから

こばやしこうじ
くん （南大島）
しろばいのうん

てんしゅになり
たい。かっこい

いから

西
幼
稚
園
で
お
ば
け
大
会

ふるはしゆみこ
ちゃん （新里）
はいくえんのせ

んせいになりた

い。おともだち

かいっばいいる

から

‘
、

こ
わ
い
そ

.. 

一
：
n
h

夏
の
風
物
詩
と
い
え
ば
欠
か
せ
な

い
の
か
お
は
け
で
す
。
そ
の
お
は
け

や
し
き
大
会
が
、
七
月
十
七
日
、
西

幼
稚
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
教
室
を
暗
ま
く
で
囲
い
、
園
児

た
ち
と
先
生
方
で
趣
向
を
こ
ら
し
て

つ
く
り
上
げ
た
真
暗
な
お
は
け
や
し

き
。
ひ
と
つ
目
小
僧
あ
り
‘
糸
コ
ン

おだきともやく
ん （新里）
さっかあーのせ

んしゅになりた
い。いまさっか

あーをしている

ヽ

もとはしゆみち
ゃん （南大島）
ほんやさんにな
りたい。いろん

なほんかいっば
いあるから
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”
カ
チ
ン
／
．
カ
チ
ン
／
．
“
と
ボ
ー

ル
を
打
つ
音
が
利
根
川
の
水
辺
に
響

き
わ
た
っ
た
。

七
月
十
日
、
本
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
第
三
回
老

人
ク
ラ
プ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が

行
わ
れ
、
三
十
六
チ
ー
ム
か
参
加
。

朝
も
や
を
つ
い
て
の
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
ど
の

チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
の
目
も
輝
き
を

見
せ
、
白
熱
し
た
好
試
合
か
一
日
中

詞

老人ゲートボール大会

~一

｀し入 1 ◄

優
勝
し
た
川
俣
B

チ
ー
ム

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
方
法
は
「
リ
ン
ク
ト
ー
ナ
メ

3
6チ
ー
ム
が
激
突

年
々
レ
ベ
ル
向
上

県
有
施
設
の
見
学
者
募
集

美
術
館
・
県
庁
な
ど
視
察

⑮
 

決勝トーナント

17 

ン
ト
方
式
」
で
一
コ
ー
ト
六
チ
ー
ム

編
成
で
六
コ
ー
ト
に
分
か
れ
、
そ
の

コ
ー
ト
ご
と
の
一
位
の
チ
ー
ム
が
決

_
1
1
0

天

B

,
'
ノ
、
ー

6

南
大
島
上
B

3

下
江
黒

B

2

大
佐
貫

B

館
林
財
務
事
務
所
地
域
振
興
室
で
は
、
県
有
施
設
の

見
学
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
十
月
九
日
因

▼
対
象
村
内
在
住
者
（
子
供
の
同
伴
は
遠
慮
下
さ
い
。
）

▼
定
員
百
人
（
初
参
加
者
優
先
）

▼
費
用
無
料
（
昼
食
つ
き
）

▼
日
程
館
林
市
文
化
会
館
出
発
（
午
前
8
時
3
0
分
）

…
県
警
本
部
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
…
県
庁
：
・
群
馬
会
館

…
近
代
美
術
館
…
歴
史
博
物
館
…
館
林
文
化
会
館
着

▼
申
込
み
方
法
往
復
は
か
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
・
過
去
参
加
の
有
無
を
明
記
し
て
九
月

十
日
ま
で
に
次
の
と
こ
ろ
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
館
林
財
務
事
務
所
地
域
振
興
室
（
〶
3
7
4

館
林
市
仲
町
1
1
の1
0
6
⑰
4
4
6
1
)

4

頁
賀

A

ノ
／
ノ

5

大
輪
B

大須

佐 賀

貫
B A
 

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
。
そ
の
六

チ
ー
ム
の
間
で
優
勝
か
争
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
川
俣
B

チ
ー
ム
が
初

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
は
五
年

ご
と
に
実
施
さ
れ
る
調
査
で
す
。

九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
三
ヵ
月

間
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
調
査
員
か
う

か
か
い
ま
し
た
ら
ご
協
力
下
さ
い
。

な
お
、
対
象
は
抽
出
で
須
賀
‘
新

里
、
南
大
島
地
区
の
中
の
二
十
四
戸

の
ご
家
庭
か
対
象
と
な
り
ま
す
。

全
国
消
費
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

と＾三 1 げら
な昼分例二い中電
り間間え十た距電
まー通ば九し離公
すだ話‘名『ま電社
゜つす館でし話で
たる林すたのは
も場市゜゜通‘
の合カ~ 値話七
か‘ら 下料月
二三仙 げ金十
六六台 率を九
00 市 は値日
円円へ 三下か

甘い言葉と暗い道，，‘‘お出力‘けはひと声かけてカギかけて

羞
塁
1話
の

料
植
下
ナ

通
話

i
 

私
た
ち
が
、
同
和
問
題
を
真
に

理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
「
差

別
」
と
「
区
別
」
を
正
し
く
認
識

し
差
別
の
本
質
を
見
抜
く
力
か
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
‘
「
区

別
」
と
は
、
あ
る
も
の
の
状
態
‘

性
質
等
を
し
っ
か
り
見
極
め
、
特

性
を
も
っ
た
も
の
同
士
に
区
分
す

る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
身

近
な
例
で
い
い
ま
す
と
、
男
女
の

性
に
よ
る
区
別
で
あ
り
ま
す
。
大

切
な
こ
と
は
、
そ
の
”
違
い
”
は

”
違
い
”
と
し
て
認
め
た
う
え
で

そ
れ
に
価
値
の
上
下
を
つ
け
る
こ

と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
考

え
て
い
く
こ
と
で
す
。

さ
て
‘
こ
れ
に
対
し
て
「
差
別
」

と
は
、
一
種
の
優
越
感
を
持
っ
て

相
手
を
区
別
し
た
り
‘
見
下
げ
た

り
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
人

間
の
尊
さ
を
傷
つ
け
た
り
、
人
間

の
自
由
に
生
き
る
権
利
を
不
当
に

ふ
み
に
じ
る
こ
と
に
つ
な
か
り
ま

す
。
”
女
性
の
く
せ
に
I
Iな
ど
と

一
種
の
優
越
感
を
持
っ
て
女
性
を

区
別
し
た
時
、
そ
れ
は
明
ら
か
に

差
別
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特
に

同
和
問
題
な
ど
は
、
一
般
地
域
住

民
の
同
和
地
区
住
民
に
対
す
る
間

違
っ
た
優
越
感
に
基
づ
い
て
い
る

場
合
か
多
く
、
も
っ
と
も
典
型
的

な
差
別
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
「
区
別
」
と
「
差

別
」
は
似
て
い
る
言
葉
で
は
あ
り

ま
す
か
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
て
、
こ

の
両
者
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ

と
は
同
和
問
題
を
解
決
す
る
う
え

で
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
と
な
り

ま
す
。

同
和
問
題

区
別
と
差
別

その 4
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◎
期
日

1
1
9

月
か
ら
1
0
月
の
間
の

毎
週
一
回

◎
対
象
者
1
1

一
般
成
人

生
徒
募
集

卓
球
教
室

参
加
者
募
集
（
軟
）

⑰
期
日
1
1
9

月
2

日
．

9

日

◎
対
象
者
1
1

村
民
ま
た
は
村
内
の
事

業
所
単
独
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

⑰
場
所
1
1

河
川
敷
運
動
場

⑰
申
込
み
1
1
8

月

2
0日
ま
で
に
社
会

体
育
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

村
民
庭
球
大
会

現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
、
テ
ニ
ス
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
期
日

1
1
9

月
9

日

◎
対
象
者
1
1

中
学
生
・
一
般

◎
方
法

1
1

ダ
ブ
ル
ス
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式

◎
場
所
1
1

河
川
敷
運
動
場

◎
申
込
み
1
1
8

月
3
1
日
ま
で
に
社
会

体
育
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
チ
—
ム
募
集

村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

⑪
含
⑮
祠
園

＠
翁
◎
国
国

か
ら
伝
―
―
―

-
0

◎
場
所
1
1

社
会
体
育
館

◎
費
用

1
1

一
五
0
0
円

※
詳
細
は
社
会
体
育
館
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

◎
期
日

1
1
9

月
か
ら
1
0
月
ま
で
の

毎
週
二
回
程
度

◎
対
象
者
1
1

一
般
成
人

◎
場
所
1
1

社
会
体
育
館

◎
費
用

1
1

一
五
0
0
円

※
詳
細
は
社
会
体
育
館
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

＊
期
日

1
1
9

月
1
6
日

＊
対
象
者
1
1

村
内
の
一
般
男
女

＊
場
所
1
1

河
川
敷
運
動
場

＊
申
込
み
1
1
9

月
5

日
ま
で
に
社
会

体
育
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

三
夜
連
続
の

家
族
映
画
会夜

7

時
3
0分

＊
日
時

8

月
2
1
日

◎
上
映
「
典
子
は
今
」

＊
日
時
8
月

2
2日
夜

7

時
3
0分

◎
上
映
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

＊
日
時

8

月

2
3日
夜

7

時
3
0分

◎
上
映
「
片
足
の
エ
ー
ス
」

※
会
場
は
い
ず
れ
も
、
中
央
公
民

館
で
す
。
詳
細
は
中
央
公
民
館
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

参
加
チ
ー
ム
募
集

村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

生
徒
募
集
（
初
心
者
向
）

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室

去
る
四
月
十
七
日
茨
城
県
水
海
道

市
内
で
身
元
不
明
の
男
性
死
体
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
茨
城
県
警
で
は
身

元
を
捜
し
て
い
ま
す
。

※
特
長

0
年
齢
3
5
1
4
5
歳
位

〇
身
長
1
6
8
巧

0
体
重
4
8キ
ロ

〇
血
液
型
A

型

0
体
格
大
変
や
せ
て
い
る

お
心
当
り
の
方
は
『
茨
城
県
水
海
道

警
察
署
』
（
6
0
2
9
7
2
②
1
2

2
3
)
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い

心
当
り
の
方
は

身
元
を
捜
し
て
い
ま
す

圏
折
原
重
郎
さ
ん
（
中
谷
）
は
、
亡

妻
の
七
年
忌
供
養
の
た
め
に
と
十
万

円
。

圏
和
田
静
子
さ
ん
（
梅
原
）
は
、
亡

母
の
供
養
の
た
め
に
と
五
万
円
。

そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に

使
っ
て
下
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会

の
奉
仕
銀
行
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

村 の 、
つ

—‘ ヽ

` 
き

8 月

10 日

12 日

II 

13 日

19 日

21 日

II 

22 日

25 日

26 日

28 日

例月出納検査

第28回村民野球大会

子供会映画会

損害評価会

婦人消防隊防災訓練リハーサル

農薬空中散布（千農管内）

家族映画会 (23 日まで）

無料法律相談

農薬空中散布（明農管内）

第 4 回事業対抗ソフトボール大会

1 歳 6 ヵ月児健診

和
城

県
婦
人
大
学
受
講
生
募
集

＊
応
募
資
格
1
1

県
内
に
居
住
す
る
2
0

歳
以
上
の
婦
人

＊
申
込
み
期
限
1
1
8

月
1
5
日

＊
申
込
み
先
1
1

本
村
役
場
住
民
課

※
詳
細
は
役
場
住
民
課
ヘ

俳
友
も
逝
き
て
淋
し
や
孟
蘭
盆
会

其
徳
は
永
遠
に
讃
え
ん
魂
祭
り

田
口
春
栄

初
夏
や
冷
害
案
ず
精
農
家

魂
祭
外
孫
揃
ひ
涙
拭
く

原
口
春
晴

蝉
し
ぐ
れ
胸
に
応
へ
る
句
友
の
計

若
竹
や
句
友
送
葬
頭
垂
れ

朝
顔
や
生
き
て
味
は
ふ
け
さ
一
輪

林
倫
常

ク
モ
の
糸
顔
に
の
け
ゆ
く
朝
給
餌

参
道
の
仮
寝
涼
し
き
電
工
夫

吉
田

館
林
地
区
消
防
組
合

明
和
分
署
人
事
異
動

福松織田清大中堀分 0 小木池森荒斉設圏
田本田島水越川越署転林口田田井藤楽転

長入 出
邦義正四

博彦明茂文屁郎

（
館
林
消
防
署
へ
）

（
板
倉
分
署
へ
）

（
館
林
消
防
本
部
へ
）

（
板
倉
分
署
へ
）

（
館
林
消
防
本
部
へ
）

（
館
林
消
防
署
へ
）

（
板
倉
分
署
へ
）

喬
（
館
林
消
防
署
か
ら
）

文
男
（
館
林
消
防
署
か
ら
）

昭
（
千
代
田
分
署
か
ら
）

哲
男
（
館
林
消
防
署
か
ら
）

賢
次
（
千
代
田
分
署
か
ら
）

誠
久
（
館
林
消
防
本
部
か
ら
）

光
正
（
館
林
消
防
署
か
ら
）

恒
夫
（
館
林
消
防
署
か
ら
）

（
敬
称
略
）

ー
出
生
ー

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
生
年
月
日

新
井
健
生
邦
夫
長
男
江
口

6

月

2
4日

篠
木
明
日
香
義
彦
二
女
中
谷

6

月

2
8日

石
村
優
介
正
長
男
大
佐
貰

7

月

1
0日

新
井
啓
太
克
介
長
男
上
江
黒

7

月

1
1日

奈
良
彰
矩
光
男
長
男
田
島

7

月

1
1日

島
田
和
明
昌
信
二
男
南
大
馬

7

月

1
5日

梁
瀬
久
雅
弘
長
男
斗
合
田

7

月

1
8日

丸
山
実
千
幸
男
二
女
上
江
黒

7

月

1
8日

丸
山
幸
干
幸
男
三
女
上
江
黒

7

月

1
8日

五
十
嵐
慎
博
長
男
大
佐
買

7

月

1
9日

加
藤
俊
彦
良
雄
二
男
中
谷

7

月

2
2日

田
口
裕
美
恵
和
穂
長
女
須
四

7

月

2
3日

ー
死
亡
—

氏
名

高
木
良
之
助

吉
田
隈
三
郎

和
田
澄
江

小
林
は
ち

瀬
下
熊
一

瀧
口
た
け

北
烏
錬
蔵

石
井
ま
い

藤
野
啓

奈
良
ミ
称

野
村
つ
や

86 78 72 59 81 69 77 83 45 87 57 芯

清｀牛柿忌 温
ー，松司一 新主

梅新下梅梅新地

原里歯原、原里区

武＾ ＾和
巌亨孝

次 ー一夫一

南田干南田
大 津大
島島井島点 四

・
ロ
（
、
、
太
く
れ
升

あ
わ
し
オ

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 死
月月月月月月月月月月月亡
29 25 23 22 20 18 18 15 13 11 6 月
日日日日日日日日日日日日

＊夏の防犯運動…侵入盗及び乗物盗の防止・性犯罪の防止・金融機関等強盗事件の防止“気をつけよう
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7 月の

e , 
救急車出動回数
●交通事故 5 件
●急病 10 件
●その他 4 件
●計 19 件

: 館林邑楽地区 館林地区 明邑楽千和代板地田倉区 確臼; 
日

産婦人科 耳鼻科 内 科外科

8 月 19 日 根 喜 医院 川田医院 安楽岡医院ff(72)0572 寺内医院 小西医院 ては合(3 2 6 2 ff(72) 3 7 2 4 大島診療所ff(77)1503 合(72) 3 0 3 I ff(86) 2 2 6 I 
曜

古屋医院

［羹灯8 月 26 日 後り2{ 康）医院 大石医院 H(74)2362 礫川堂医院 石山医院
ff(62) 6 I 6 I 乞 3 9 7 5 清河堂医院ff(72)3070 合 (74) 0 I 8 4 合(82) 0 I O 3 

当

9 月 2 日 佐々木 百 院 9J ¥ 喜 医院 増田医院合(72)1387 永寿堂医院 竹越医院
合0276(62 623 合(0 6 0 6 堀越医院匹（73)4151 ff(72) 4 4 6 9 ff(84) 3 I 3 7 

番 Ii 
9 月 9 日 六吉 悶 医院 大 69 医院 田内医院合(72)3855 海宝医院 館林地区が いの

合(7 I 6 3 0 ff(2  2 0 0 大塚医院合(72)0176 ff(72) 3 I 5 5 担当します ゜で一ま
医 話電 時ます゚

9 月 16 日
横田医院 川田医院 多々良診療所合(72)3060 津久井医院 井上医院
ff(72) 0 2 5 5 匹(72)3724 須田医院合(72)0862 匹（ 72) 3 3 I 6 匹(82) I I 3 I でで

成
人
式
の
実
施

第
三
十
回
明
和
村
成
人
式
は
、
次

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
者
は
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
日
時

1
1
9

月
2
3
日
（
秋
分
の
日
）

◎
会
場

1
1

中
央
公
民
館

◎
該
当
者
1
1

昭
和
3
9
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
0
年
4
月1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

◎
問
合
せ
先
等
1
1

教
育
委
員
会
へ

県
人
事
委
員
会
で
は
来
年
度
の
県

職
員
採
用
初
級
試
験
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
職
務
内
容
は
一
般
事

務
、
警
察
官
事
務
、
公
立
学
校
事
務
‘

技
術
系
職
種
で
す
。

＊
受
験
資
格
甲
…
昭
和
3
8
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
4
2
年4
月
1

日
ま
で

県
職
員
採
用

試
験
（
初
級
）
の
実
施

``:] 
¥ 

/ 口
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
予
防
接
種
か
次
の
と
お
り
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
該
当
児
に
は
必
ず
受
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者
1
1

昭
和
5
6
年9
月
1

日
か

ら
昭
和
5
7
年
8
月
3
1
日
ま
で
の
出
生

児
（
該
当
者
に
は
通
知
す
る
予
定
で

す
）

に
生
ま
れ
た
者
（
昭
和
6
0年
4
月
1

日
現
在
で
1
8
歳
か
ら2
1歳
ま
で
）

乙
…
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
3
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
（
昭
和
6
0年
4
月
1

日
現
在
で
2
2

歳
か
ら
2
3
歳
ま
で
）
た
だ
し
、
公

立
学
校
事
務
は
2
2
歳
か
ら

2
5歳
ま
で
で

す
。

＊
採
用
予
定
人
員
い
す
れ
の
職
種

と
も
若
干
名
で
す
。

＊
願
書
受
付
8
月
2
0
日
1
9

月
8

二
種
混
合
の

予
防
接
種

群
馬
県
立
盲
学
校
で
は
視
覚
に
障

害
を
も
つ
子
供
が
学
校
な
ど
の
学
習

活
動
に
ス
ム
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
よ

う
教
育
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

0
相
談
内
容
1
1

①
保
護
者
に
対
す
る

相
談
。
②
盲
・
弱
視
児
等
に
対
す
る

訓
練
な
ど
で
す
。

※
詳
細
は
‘
群
馬
県
立
盲
学
校

(
6

視
覚
に
障
害
を
も
つ

子
供
の
教
育
相
談

一
歳
六
カ
月
児
の

健
康
診
査
の
実
施

胃
か
ん
は
、
日
本
人
に
最
も
多
い

村
で
は
、
九
月
に
「
老
人
福
祉
大

会
」
を
分
福
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
（
館

林
市
）
で
開
く
予
定
で
す
。
そ
こ
で

金
婚
者
顕
彰
を
行
い
ま
す
の
で
該
当

者
は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
接
種
場
所
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

◎
接
種
期
日
1
1

一
回
目
…
9
月
4
日

二
回
目
：
9
月
2
8日
三
回
目
・
・
1
0

月
2
3
日
な
お
、
こ
れ
は
三
回
接
種

し
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
持
参
品
1
1

母
子
手
帳
、
問
診
票
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
役
場
保
健
課
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

胃
の
集
団
検
診

日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
9
月
8
日

の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
可
）

＊
試
験
日

1
0月
2
1日
同
第
一
次

＊
願
書
交
付
先
館
林
財
務
事
務
所

へ
な
お
、
詳
細
は
県
人
事
委
員
会

(
6
0
2
7
2闊
1
1
1
1

内
線
3

9
5
5
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ

る
方
は
届
出
を
…
…

0
2
7
2

⑳
7
8
9
0
)

に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

今
年
の
顕
彰
該
当
者
は
、
昭
和
九

年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

の
間
に
結
婚
し
た
方
で
す
。
該
当
者

は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
役
場
住

民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
日
時
1
1

毎
週
水
・
金
曜
日

1
0時
＼
午
後
3
時
ま
で

＊
会
場
及
び
問
合
せ
先
1
1

婦
人
就
業

援
助
相
談
所
(
6⑰
3
3
8
5

旧
館

林
市
役
所
内
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

が
ん
の
一
っ
で
す
。
が
ん
は
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
か
大
切
で
す
。

自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
と
安
心
せ

ず
、
年
一
回
の
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

0
期
日
及
び
場
所

●
8
月
2
2
日
東
部
児
童
館

●
8
月
2
3
日
保
健
セ
ン
タ
ー

●
8
月

2
4日
明
和
農
協
第
一

®
費
用
五
百
円

※
希
望
者
は
、
役
場
保
健
課
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
日
時

1
1
8

月

2
8日
（
午
後
1

時

か
ら
1

時
3
0分
）

◎
場
所
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

◎
対
象
者
1
1

昭
和
5
7
年
認
月
1
日
か

ら
昭
和
5
8年
2
月
2
8日
ま
で
の
出

生
者
（
該
当
者
に
は
通
知
す
る
予

定
で
す
）

◎
内
容

1
1

問
診
、
身
体
計
測
、
診

察
（
内
科
·
歯
科
）
保
健
指
導

※
詳
細
は
役
場
保
健
課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

内
職
相
談
の
実
施

午
前

相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

＊
月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

今
月
は
都
合
に
よ
り
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
来
月
は
通

常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

＊
交
通
事
故
相
談

●
日
時
8
月
1
6
日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3
時
ま
で

●
場
所
館
林
市
民
相
談
室

＊
年
金
相
談
（
各
種
）

●
日
時
9
月
6
日
午
前

1
0

時
1

午
後
3
時
ま
で

●
場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

●
内
容
各
種
の
年
金
一
般

＊
健
康
相
談

●
日
時
8
月

2
1日
、
9
月
4

日
9
月
1
8
日
受
付
は
9

時
3
0分
1
1
0時
3
0分
ま
で

●
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

＊
妊
婦
健
診
（
8
月
2
1日
）

い
す
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後

1
時
'
\
2
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
水
道
料
、

村
闊
民
税
二
期
、
国
民
健
康
保

険
税
二
期
、
個
人
事
業
税
、
利

根
加
用
水
組
合
費
、
農
業
共
済

（
水
稲
、
園
芸
施
設
）
で
す
。

集
合
納
入
日

2
8日
東
部
児
童
館

2
9日
中
央
公
民
館
和
室

3
0日
明
和
農
協
第
一
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• -ーニー上2土ユ今▲

に
向
け

1
H
備
校

` 
茫
刀
生
徒
増
に
対

充
整
祠
後
期
計

の
南
大
霊
地
内

狡
の
建
設
工
事

さ
れ
ま
7し
だ
。

間
校
旦
向
け
て

デ
校
」
ガ
建
設

こ
の
高
校
褪
、
商
．L工業
科
の
男
女

共
学
高
校
で
、
商
業
科
」
二
、
工
業
科
―
―r

­

の
一
学
年
六
学
級
編
成
｝
、
定
員
は
商

業
科
一
学
級
四
十
五
人

5

工
業
科
四
十

人
の
計
二
百
五
十
五
人
と
な
り
、
穴
十

一
＿
年
四
月
に
は
全
箋
忌
数
t
邑
ハ
十
五

・
人
と
な
り
ま
可
。

み
と
こ
ろ

「
救
急
医
療
週
間L
.
r
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
」.......... 

…… 

献
血
功
労
者
表
彰
…
…
…
…
…
…
•

長
寿
者
ベ
ス
ト
一
0
0
人
…
…
•

カ
メ
ラ
ニ
ュ
ー
ス
…
…
…
…....... 

村
民
文
化
大
学
の
ご
案
内
：
·

寄
付
あ
り
が
と
う
•
あ
知
ら
せ, 
. 
10 8
 

6
.
7
 

4
.
5
 

3
 

学
科
は
、
本
禁
で
は
初
め
て
設
置
さ

れ
る
惰
報
処
理
科
（
定
員
4
5
人
）
の
ほ

カ
、
機
概
科
（
同
4
0
人
）
、
電
気
科
（
同

4
0
人
）
、
建
築
科
（
同
4
0
人
）
、
商
業
科
（
同

9
0
人
）
ガ
設
置
さ
れ
ま
可
。

こ
の
高
校
の
特
色
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
い
を
導
入
し
て
、
惰
報
処

理
、
電
気
遅
信
な
ど
の
分
野
で
活
躍
て

き
る
人
材
を
育
成
す
る
の
ガ
狙
い
で
、

特
に
、
構
報
処
理
科
て
は
銀
行
の
方
ン

ラ
イ
ン
、
国
鉄
・
航
空
機
座
席
予
約
、

高
度
禍
報
遅
信
シ
ス
テ
に

(
|
N
S
)

な
ど
に
対
応
で
き
る
ソ
フ
ト
ワ

I

戸
を

学
ぶ
も
の
で
ー
ー
。
更
に
、
「
教
育
課
程

の
弾
刀
化
」
と
し
て
、
工
業
系
の
生
徒

ガ
簿
記
・
会
計
を
選
択
て
履
修
て
き
、

反
対
に
商
業
系
の
生
徒
で
も
サ
ー
ピ
ス

業
と
し
て
助
要
と
な
る
工
業
系
の
選
択

科
自
・
椙
報
技
術
を
学
べ
る
な
ど
弾
刀

性
を
も
っ
だ
教
育
内
容
と
な
る
見
込
み

て
持
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
可
る

も
の
で
、
鼠
内
外
力
ら
注
目
さ
れ
て
い

ま
可
。敷地

面
積
は
、
五
万
九
干
九
百
七
十

平
万
腎
で
黒
立
高
校
で
は
四
番
目
の
規

模
で
、
買
収
も
既
に
全
て
完
了
し
て
い

ま
可
。交遅

の
便
は
、
西
方
に
東
武
但
勢
騎

線
ガ
走
っ
て
あ
り
、
高
校
力
ら
徒
歩
―
―

十
分
前
後
の
位
置
に
「
川
侯
駅

L

及
ひ

-
「
茂
林
寺
前
駅
」
ガ
あ
り
、
更
に
は
近

く
を
東
武
バ
ス
（
賠
赫
駅
ー
赤
岩
統
合

中
学
校
）
ガ
運
行
さ
れ
て
い
ま
弓
゜

地
元
で
は

I
I

い
よ
い
よ
高
校
ガ
で
き

る
：.... 

I
Iと
の
実
感
も
深
ま
り
つ
つ
あ

り
、
大
き
い
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
可
。
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l 出動件数種別割合 l
（グラフ A)

5% 

「
救
急
の
日
」
及
び
「
救
急
医
療

週
間
」
は
‘
救
急
業
務
や
救
急
医
療

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
、
よ
り
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
＜

と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
毎
年
九
月

九
日
を
「
救
急
の
日
」
と
し
‘
こ
の

日
を
含
む
一
週
間
を
「
救
急
医
療
週

間
」
と
定
め
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
期
間
に
厚
生
省
及
び
消
防
庁

を
は
じ
め
と
し
、
関
係
機
関
が
相
互

に
連
携
を
保
ち
つ
つ
、
行
事
や
活
動

を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
く
り
広
げ

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

”
正
し
く
理
解
正
し
い
利
用
I
i

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
館
林
地
区
消
防
組

合
管
内
の
昭
和
五
十
八
年
(
1月
ー

1
2
月
）
の
救
急
車
の
主
な
出
動
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
出
動
件
数
及
び
（
運
ん
だ
人
員
）

明
和
分
署
一
交
件
（
一
苫
一
人
）

板
倉
分
署
―
―
ー
八
件
（
―
-
―
-
＿
＝
人
）

千
代
田
分
署
一
覧
件
（
一
翌
人
）

邑
楽
分
署
―
―
―
写
八
件
（
＝
―
-
六
一
人
）

館
林
消
防
署
一
‘
一
＿
―
-
＝
件
（
一
‘
―
―
―
―
―
七
人
）

ま
た
、
出
動
件
数
の
種
別
割
合
は

別
表
円
グ
ラ
フA
の
よ
う
に
な
り
ま
主

0
夜
間
・
日
曜
・
祝
祭
日
の
出
動
件
数

明
和
分
署
会
件
（
同
署
全
体
の
5
1
%
)

は
”
正
し
く
理
解
、
エ

9

日
か
ら
一
週
間
は
「
救
急

度ヽ

ら
す
制

か
ま
療

日
れ
医
さ
者

印
施
職

0

実
退

ー
、国

民
健
康
保
険
に
十
月
一
日
か
ら

新
た
に
退
職
者
医
療
制
度
か
で
き
‘

対
象
者
は
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
支

払
つ
自
己
負
担
額
か
軽
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

0
-
—
の
制
度
の
対
象
者
は

現
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
（
老
人
保
健
制
度
の
対
象

者
は
除
か
れ
ま
す
）
で
、
厚
生
年
金

や
船
貝
保
険
あ
る
い
は
、
各
種
の
共

済
組
合
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
と
そ
の
被

扶
養
者
の
方
で
す
。

〇
負
担
の
軽
減

自
己
負
担
か
次
の
よ
う
に
軽
滅
さ

れ
ま
す
。
（
一
般
の
国
保
加
入
者
の

(2) 

九
月
二
十
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で

の
十
日
間
、
「
秋

の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
か
実
施
さ

れ
ま
す
。
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
交

通
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

今
回
の
運
動
重

点
は
次
の
三
つ
で

す
。

場
合
は
三
割
）

▼
退
職
被
保
険
者
（
本
人
）
二
割

年
金
を
も
ら
つ
て
い
る
人

対
象
者
は
国
保
加
入
者
で

板
倉
分
署
一
＝
写
件
（
同
署
全
体
の
4
8
%
)

千
代
田
分
署
究
件
（
同
署
全
体
の46
%
)

邑
楽
分
署
一
七
荒
件
（
同
署
全
体
の
4
9
%
)

館
林
消
防
署
歪
一
＿
＿
件
（
同
署
全
体
の

4
9
%
)

0
運
ん
だ
人
の
傷
病
程
度
（
管
内
全
体
）

＊
軽
症
一
、
三
九
人
（
全
体
の
5
0
%
)

＊
中
等
症
茎
四
人
（
全
体
の

3
2
%
)

＊
重
症
号
〈
人
（
全
体
の

1
6
%
)

＊
死
亡
―
―
'
碑
人
（
全
体
の1
%
)

＊
そ
の
他
―
―
―
一
人
（
全
体
の1%
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
注
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
救
急

車
で
運
ば
れ
た
人
の
半
分
以
上
か
入

院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
者
で
占
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
必
要
な
時
、
必
要
な
人
か
利

用
で
き
る
よ
う
、
一
救
急
車
は
正
し
く

理
解
、
正
し
く
利
用
す
る
よ
う
心
か

け
ま
し
ょ
う
。

成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
な
た
も
二
十
歳
に
な
る
と
、
成

人
と
し
て
多
く
の
権
利
と
義
務
か
生

ま
れ
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る

の
も
そ
の
―
つ
で
す
。

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
者
と
そ
の
家

族
、
従
業
員
五
人
未
満
の
職
場
で
働

▼
被
扶
養
者

入
院
二
割
・
外
来
三
割

®
対
象
者
は
届
出
を

五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
者
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
九
月
中
に

役
場
か
ら
通
知
を
い
た
し
ま
す
か
…

な
お
、
今
年
の
四
月
一
日
以
降
に

---------------------------------

• ''  ''  
''  ’’ ---------------------------------

①
こ
ど
も
と
お
年
寄
り
の
交
通
事
故

防
止
。
＂
危
い
よ
／
や
さ
し
く
一
声

笑
顔
の
注
意
l
i

②
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
。
ユ
一

輪
車
の
手
軽
・
気
軽
に
ひ
そ
む
事
故
“

「
成
人
式
を
迎
え
た
ら
]

国
民
年
金
に
加
入
し
よ
う

③
歩
道
又
は
道
路
の
右
側
を
歩
か
せ
る

④
交
差
点
の
角
で
一
度
止
ま
ら
せ
る

⑤
ド
ラ
イ
バ
ー
の
死
角
に
注
意
さ
せ
る

②
信
号
を
確
実
に
守
ら
せ
る

①
左
右
の
安
全
を
確
認
さ
せ
る

交
通
安
全
5

つ
の
し
つ
け

く
人
び
と
と
、
そ
の
家
族
の
た
め
に

国
か
行
っ
て
い
る
も
の
で
わ
か
国
で

は
一
番
大
き
い
年
金
制
度
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
と
交

通
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た
り
‘

夫
に
死
な
れ
た
り
し
た
時
に
‘
障
害

年
金
や
母
子
年
金
で
保
障
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
最
低
二
十
五
年
間
保
険
料

を
納
め
る
と
六
十
五
歳
か
ら
老
齢
年

金
か
受
け
ら
れ
、
し
っ
か
り
し
た
老

後
の
生
活
設
計
が
成
り
立
ち
ま
す
。

加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
い
ま
す

ぐ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

年
金
受
給
権
の
裁
定
通
知
の
あ
っ
た

方
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

年
金
証
書
及
び
印
鑑
を
持
参
の
う
え

役
場
（
窓
口
）
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。

※
そ
の
他
、
く
わ
し
く
は
役
場
保

健
課
国
民
健
康
保
険
係
に
‘
お
に
す

ね
く
だ
さ
い
。

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
‘
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
推
進
。
”
カ
チ
ッ
と
し
め
よ
う

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
“

こ
と
も
と
お
年
寄
り
の
だ
め
の
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私
は
、
婦
人
消
防
隊
に
入
り
初

め
て
防
災
訓
練
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に

参
加
し
ま
し
た
。

明
和
分
署
職
員
、
村
消
防
団
員

の
指
導
の
も
と
に
、
①
ぬ
れ
布
に

よ
る
油
ナ
ベ
の
消
火
訓
練
②
三

角
バ
ケ
ツ
に
よ
る
井
桁
の
消
火
訓

練
③
部
隊
歩
行
訓
練
（
分
列
行

進
）
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
私
は
、
三
角
バ
ケ
ッ

貴い血液ありがとうこ‘‘ざいます

角田せつ子さん
（新里）

、
,' 
、
＇

、
＇

‘, 

へ
；
齊
，
＇
，
’

＇
効
’
'
,

,
'
夕
＇
，

＇
，
＇
，
＇
，
忍
羞
‘
)

' 
＇
、
＇
、' '‘ 

野本紀久さんら13人表彰

七
月
二
十
七
日
、
昭
和
五
十
九
年

度
の
献
血
功
労
者
の
表
彰
か
、
県
庁

正
庁
の
間
で
行
わ
れ
、
本
村
で
は
次

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（

敬
称
略
）

〔
個
人
〕

＊
金
色
有
功
章
（
献
血
5
0
回
以
上
）

野
本
紀
久
（
新
里
）
森
尻
岩
雄

（
南
大
島
）

＊
銀
色
有
功
章
（
献
血
3
0
回
以
上
）

横
塚
か
つ
子
（
千
津
井
）
飯
島

茂
雄
（
斗
合
田
）
今
井
政
夫
（
上

江
黒
）
植
竹
平
作
（
梅
原
）

＊
群
馬
県
献
血
推
進
協
議
会
長
感
謝

状
（
献
血
2
0
回
以
上
）

松
本
安
芸
雄
（
南
大
島
）
斉
藤

勧
（
矢
島
）
須
永
克
也
（
田
島
）

宮
崎
守
正
（
南
大
島
）
島
田
吉

雄
（
中
谷
）
柿
沼
茂
（
江
口
）

を
使
っ
て
の
消
火
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
か
思
っ
た
は
ど
水
か
と
ば
な
い

の
で
少
し
と
ま
ど
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
後
で
わ
か
っ
た
の
で
す
か
、
三

角
バ
ケ
ツ
は
一
度
に
全
部
の
水
が
出

◎
献
血
の
際
、
次
の
検
査
も
で
き
ま
す

●
血
液
比
重
●
血
圧
測
定
・

肝
機
能
検
査
●
総
蛋
白
検
査
・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
●
梅
毒
検
査
な
ど

◎
献
血
量
と
安
全

心
い
た
し
ま
し
た
。
更
に
‘
油
ナ

ベ
火
災
を
ぬ
れ
布
を
か
ぶ
し
て
消

す
訓
練
で
は
意
外
と
簡
単
に
消
火

で
き
る
の
に
は
、
私
は
じ
め
皆
さ

ん
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

桔
足
を
認
る
手
行

（
文
・
題
字
と
も
角
田
さ
ん
て
す
）

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
る
特
殊
な
バ
ケ
ツ
で
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
を
知
っ
た
時
、
消
火
方

法
に
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
工
夫
研

究
か
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
と
深
く
感

火
を
使
う
機
会
が
多
い
、
私
た

ち
に
と
っ
て
火
災
の
初
期
消
火
は

重
要
な
役
割
と
も
い
え
ま
す
。
暑

い
半
日
で
し
た
が
汗
を
ふ
き
な
が

ら
有
意
義
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

豊
か
な
心
で
|
|
—
〗

1

愛
の
献
血
を

今
井
由
利
子
（
上
江
黒

赤
い
羽
根
で
親
し
ま
れ
て
い
る
「

共
同
募
金
運
動
が
、
今
年
も
十
月
一

8
.
9

月
は
準
備
期
間
で
す

1
0月
1

日
か
ら

共
同
募
金
運
動

献
血
は
一
回
二
百
c
cで
す
。
血
液

の
量
は
、
普
通
男
性
で
体
重
の
約
8

打
、
女
性
で
7
行
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
献
血
基
準
に
達
し
て
い
る
人
で

し
た
ら
一
回
二
百
c
cの
献
血
は
ま
っ

た
＜
心
配
な
く
健
康
を
そ
こ
な
う
よ

う
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
献
血
で
き
る
人

•
1
6歳
以
上
6
4歳
ま
で
の
健
康
な
人

●
男
子
は
体
重
応
k
g
以
上
の
人

●
女
子
は
体
重
4
0
k
g
以
上
の
人

●
血
液
比
重
か
一
．
＝
翌
以
上
の
人

村
税
等
の
口
座
振
替
制
度
か
ス
タ

ー
ト
し
て
五
ヵ
月
か
経
過
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
村

税
等
に
つ
い
て
一
通
り
預
金
口
座
か

ら
の
振
替
納
税
か
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
制
度
に
な
れ
な
い

こ
と
等
も
あ
っ
て
か
‘
預
金
（
残
高
）

不
足
で
振
替
（
引
き
落
と
し
）
か
で

き
な
い
方
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

納
期
ご
と
に
預
金
残
高
を
お
確
め
い

た
だ
き
不
足
し
て
い
る
場
合
は
入
金

•
最
高
血
圧
が
l
o
O
以
上
の
人

◎
献
血
し
て
下
さ
る
と

●
記
念
品
と
献
血
手
帳
•
生
化
学
検

査
成
績
記
録
カ
ー
ド
か
も
ら
え
ま
す

●
献
血
回
数
か
1
0
.
2
0
.
3
0
.
5
0
回

に
な
り
ま
す
と
表
彰
さ
れ
ま
す

※
献
血
の
ご
相
談
な
ど
は
、
役
場
住

民
課
ま
た
は
『
群
馬
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
（
6
0
2
7
2
⑳
2
1
1

8
)』
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

日
か
ら
三
ヵ
月
間
、

施
さ
れ
ま
す
。

七
・
八
・
九
月
は
、
そ
の
募
金
運

動
の
準
備
期
間
に
あ
た
り
ま
す
。
十

月
一
日
か
ら
の
運
動
期
間
に
な
り
ま

し
た
ら
、
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 全

国
一
斉
に
実

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

納
期
ご
と
の
預
金
残
高
を
あ
確
め
下
さ
い

口
座
振
替
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

'-- - - - - - - -と- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -' 

昭
和
5
9
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り

事
業
所
得
等
が
あ
る
人
に
対
し
て
、

記
帳
制
度
な
ど
が
設
け
ら
れ
”
記
録

保
存
”
や
”
記
帳
I
Iか
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

圏
該
当
す
る
方
お
よ
び
記
帳
開
始
年

月
日
・
昭
和
5
8
年
分
の
確
定
申
告
で
、

既
に
事
業
所
得
等
の
金
額
か
三
百
万

円
を
超
え
て
い
る
方
。
（
記
帳
開
始
年

月
日
↓
6
0
年
1
月
1
日
か
ら
）

●
昭
和
5
9
年
分
の
確
定
申
告
で
、
事

業
所
得
等
の
金
額
か
三
百
万
円
を
超

え
た
方
。
（
記
帳
開
始
年
月
日
↓
6
0

年
4
月
1
日
か
ら
）

圏
保
存
年
数

●
帳
簿
…
…
…
そ
の
年
の
取
り
引
き

を
記
帳
し
7
年
間
保
存

●
請
求
書
、
領
収
書
な
ど
の
書
類
は

…
…
…
5
年
間
保
存

圏
そ
の
他

事
業
所
得
等
の
金
額
か
三
百
万
円

以
下
の
方
も
、
5
9
年
分
の
確
定
申
告

を
さ
れ
る
か
た
は
、
総
収
入
金
額
及

び
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し
た
収

支
内
訳
書
を
、
確
定
申
告
書
に
添
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
館
林
税
務
署

(
6
0
2
7

6

⑰
4
3
4
3
)
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

遡も
傍
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長舟者ベスト 100人 (8 月 30 日現在）

順位 氏 名 性別 生年月日 (M) 年令 住所 世帯主

1 森尻つね 女 23 1 25 94 南大島 正己

2 恩田万吉 男 23 6 16 94 梅原 万吉

3 片島茂喜 男 23 8 2 94 新里 日名子雄三

4 神谷たけ 女 23. 10 18 93 須賀 憲

5 吉永はな 女 24. 5 4 93 梅原 年雄

6 藤野ひゃ〈 女 25 1 15 92 川俣 芳太郎

7 藤野しま 女 25 3 26 92 千津井

8 木村すい 女 25 7 14 92 梅原 江森弘冶, 田中幾太郎 男 25 7 16 92 矢島 掌太郎

10 奈良つね 女 25. 8 14 92 田島 源蔵

11 立川精丸 男 25. 9 11 91 梅原 精丸

12 柿沼 ミズ 女 26 4 22 91 下江黒 一郎

13 神谷収作 男 26 12 8 90 須賀 芳男

14 関根みの 女 26 12 15 90 矢島 芳夫

15 蜜井森松 男 26 12 30 90 江口 森松

16—-- 冨塚みや 女 27 1 11 90 中谷 仁一郎

17 橋本かつ 女 27. 3 7 90 斗合田 亀三郎

18 芹野 トミ 女 27 6 26 90 中谷 内山勇三郎

19 田口秋次郎 男 27 10 1 89 上江黒 辰

20 秋野隆冶 男 28 1 27 89 新里 猛

21 渡辺あさ 女 28 4 29 89 矢島 周蔵

22 石川きよ 女 28. 6 , 89 新里 きよ

23 朴水連 女 28 8 6 89 梅原 平田幸雄

24 冨塚きみ 女 28 9 2 88 矢島 ホ冶

25 坂上とみ 女 28 10. 16 88 中谷 喜太郎

26 久保庭栄一郎 男 お l 7 88 新呈 徳四郎

27 蓮見源次 男 29 3 1 88 南大島 源次

28 井上さわ 女 29. 3 21 88 新里 B7J□-= 
29 日比野なか 女 29 6 1 88 田島 清

30 増尾ふさ 女 29 7 29 88 南大島 匡史

31 細田金次郎 男 29 9 20 87 新里 金次郎

32 日比野和吉 男 29 10. 15 87 田島 正美

33 帆足源太郎 男 29 10 27 87 南大島 源太郎

34 木村よし 女 29 11 17 87 上江黒 錠一

35 石川きち 女 29. 12 11 87 江口 清彦

36 泉田丹次郎 男 30. 1 10 87 中谷 辰雄

37 原口房ニ 男 30 1 20 87 大輪 房二

38 渡辺もと 女 30 2 6 87 矢島 茂

39 大野ちゃう 女 30 2 8 87 矢島 茂次

40 篠木正名 男 30 3 20 87 南大島 正名

41 渋沢とき 女 30 4 4 87 須賀 昭

42 帆足なを 女 30 4 5 87 南大島 なか

43 奈良原しな 女 30 5 , 87 千津井 勝冶

44 吉永はま 女 30. 7 25 87 梅原 戊9, 

45 田村たま 女 30. 8 27 87 斗合田 与市

46 大沢高次 男 30. 8 30 87 大佐貫 高次

47 新井いそ 女 30. 9 24 86 田島 戊9, 

48 柿沼覚一 男 31 1 24 86 下江黒 エ日エ 、／｀ム口

49 吉田はる 女 31 3 2 86 梅原 重信

50 田島倉吉 男 31 3 18 86 南大島 弘

51 牛久保源吾 男 31 4 10 86 上江黒 源吾

52 篠木き〈 女 31 5 15 86 大佐貫 き〈

53 奈良原たき 女 31 6 19 86 千津井 勇三郎

54 原 □ き〈 女 31 7 5 86 大輪 幸

55 佐藤キミ 女 31 7 , 86 新里 京子

56 斉藤ゲン 女 31 7 17 86 須賀 保雄

57 小池マキ 女 31 8 13 86 南大島 昇

58 木村 トキ 女 31 9 20 85 田島 和央

59 片島うめ 女 31 12 22 85 新里 日名子雄三

60 石川繁雄 男 32. 1 19 85 江口 伊三郎

61 恩田兵太郎 男 32. 1 20 85 梅原 兵太郎

62 関口正二郎 男 32 2 20 85 新里 正二郎

63 飯塚トミ 女 32. 2 26 85 江口 義長

64 森田きせ 女 32 3 25 85 上江黒 由男

65 川上ハル 女 32 4 24 85 中谷 幸次郎

66 多田回吉 男 32 6 30 85 上江黒 国吉

67 松本いと 女 32 7 29 85 大輪 芳雄

9月15日は . 
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(4) 

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で

す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
の
一
週
間
は
「
老
人
福
祉
週
間
」

で
す
。

昭
和
二
十
六
年
以
来
広
く
国
民
的

行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
「
敬

老
の
日
」
は
、
今
年
で
三
十
四
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
社

会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り

を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に

お
年
寄
り
自
か
ら
も
常
に
心
身
の
健

康
に
注
意
し
、
今
日
ま
で
培
っ
て
き

た
知
識
と
経
験
を
一
層
社
会
に
役
立

て
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
人
々
か
お
年
寄

り
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

理
解
を
深
め
、
生
き
か
い
の
あ
る
社

会
を
み
ん
な
で
築
い
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
設
け
ら
れ
た
祝
日
で
す
。

村
内
で
六
十
五
歳
以
上

(
5
9年4

月
現
在
）
の
お
年
寄
り
は
、
一
千
二

百
二
十
三
人
で
総
人
口
の
約
―
ニ
・

一
行
を
占
め
て
い
ま
す
。

敬
老
の
日
を
祝
っ
て
、
県
か
ら
は

九
十
歳
以
上
の
方
に
慶
祝
状
と
記
念

品
が
‘
八
十
五
歳
以
上
の
方
に
は
村

お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
念

品
か
贈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
七
十
五

歳
以
上
の
方
に
は
村
か
ら
敬
老
年
金

が
贈
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
「
敬
老
の
日
」
の
前
日
に
は
、

村
長
ら
か
長
寿
を
祝
っ
て
八
十
五
歳

以
上
の
家
庭
を
訪
問
し
慰
問
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

68 田島平冶 男 32 8 23 85 南大島 疋一 、I‘ムD 

69 吉田なみ 女 32. 10. 8 84 大佐貫 永子

70 木島寿一 男 32 11 5 84 斗合田 みよ

71 吉永新十郎 男 32、 11 20 84 梅原 今朝夫

72 竹井あき 女 32 12 3 84 新里 建二

73 田口やす 女 32 12 10 84 新里 二郎

74 小久保銀三郎 男 32 12. 15 84 千津井 弘冶

75 坂上嘉吉 男 33 2 2 84 中谷 戊9 9 

76 木村ムメ 女 33 2 8 84 江口 秀雄

77 町田つね 女 33 2 15 84 南大島 新太郎

78 坂登ミイ 女 33 3 10 84 矢島 玉井武男

79 斉藤のぶ 女 33. 3 25 84 大輪 健一郎

80 奈良隆二 男 33 4 18 84 田島 晴雄

81 久保□静弥 男 33 4 28 84 南大島 明

82 樽見ちか 女 33. 6 18 84 矢島 ちか

83 多田富士子 女 33. 6 19 84 上江黒 富士子

84 落合リウ 女 33 7 28 84 須賀 リウ

85 堀 □ 六平 男 33. 8 3 84 新里 六平

86 落合常雄 男 33. 8 13 84 須賀 常雄

87 野本順蔵 男 33. 10. 9 83 千津井 孝蔵

88 斉藤 末 女 33 10. 21 83 大輪 憲

89 原口つね 女 33 11 7 83 大輪 正江

90 川村ジャウ 女 33. 11 22 83 大輪 ヌ豆又

91 野本コト 女 34. 1 3 83 大輪 茂雄

92 野本うら 女 34 2 11 83 千津井 孝蔵

93 関口はる 女 34 3 16 83 江口 戊9, 

94 杉田ろ〈 女 34 3 27 83 須賀 ろ〈

95 吉田千代 女 34 5 7 83 川俣 金次

96 太田ヤス 女 34 5 13 83 梅原 紀義

97 岡安サト 女 34 5 14 83 南大島 利一郎

98 栗原丑太郎 男 34 5 29 83 南大島 作夫

99 泉田かね 女 34. 6 16 83 矢島 和作

100 栗原たけ 女 34. 6 18 83 大佐貫 賢吉



(5) 第 276号 広 幸艮 め し＼ わ 昭和59年 9 月 10 日

r
 

ヽ

9
0歳
以
上
の

②恩田 万吉さん 94歳 ①森尻 つねさん 94歳 ‘~ 

喜
い
ち
ゃ
た
だ
ち

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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ー
み
な
さ
ん
、
長
寿
あ
め
で
｛

｛
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
｛

~
あ
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
~

一
合
年
、
九
十
歳
以
上
の
人
｛

ー
は
十
八
人
で
六
人
の
人
が
仲
｛

~
閻
入
り
し
ま
し
だ
。
み
な
さ
~

~
ん
、
あ
元
気
で
い
つ
ま
で
も
~

｛
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
｛

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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9
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⑥藤野ひゃくさん 92歳 ⑤吉永 はなさん 93歳 ④神谷 たけさん 93歳 ③片島 茂喜さん 94歳

‘‘ 

'. •.,-..- ":'"'(<ｷ_ "．こ9;/ 5 •9;, • 

⑲奈良 つねさん 92歳 ⑨田中幾太郎さん 92歳 ⑧木村 すいさん 92歳 ⑦藤野 しまさん 92歳

⑭関根 みのさん 90歳 ⑬神谷 収作さん 90歳 ⑫柿沼 ミズさん 91歳 ⑪立川 精丸さん 91歳

` ⑬芹野 トミさん 90歳

、一

⑰橋本

~
ー
｀

かつさん 90歳 ⑮冨塚 みやさん 90歳 ⑮蜜井 森松さん 90歳
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自
慢
料
理
交
換
会

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
が

村
内
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち

に
よ
る
「
自
慢
料
理
交
換
会
」
か
、
七
月
三

十
一
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
内
の
六
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
七
十
人

か
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て
つ
く
り
上
げ
た

五
十
品
近
い
お
い
し
そ
う
な
自
慢
料
理
は

会
場
い
っ
ぱ
い
に
陳
列
。

招
待
を
受
け
た
郡
内
の
改
善
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
皆
さ
ん
；
お
い
し
い
“
を
連
発
し

な
が
ら
一
品
一
品
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま

し
た
。こ

の
交
換
会
は
隣
接
市
町
村
で
実
施
さ

れ
、
お
互
い
の
腕
前
を
学
び
あ
い
な
が
ら

親
ば
く
と
農
家
の
生
活
向
上
（
主
に
主
婦

の
立
場
で
）
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

夏
休
み
を
利
用
し
て
合
宿

本
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
「
明
和
西
サ
ッ
カ
ー
」

「
明
和F
C

ジ
ュ
ニ
ア
」
の
両
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、
部

員
二
十
六
人
は
、
夏
休
み
の
八
月
ニ
・
三
•
四
日
の
三

日
間
、
大
輪
の
集
落
セ
ン
タ
ー
を
借
用
し
て
合
宿
を
行

い
ま
し
た
。

寝
食
を
共
に
し
て
集
団
生
活
を
身
に
つ
け
‘
健
康
な

体
と
心
を
養
い
次
代
を
担
う
立
派
な
青
少
年
に
と
…
…

行
わ
れ
た
こ
の
合
宿
゜

参
加
し
た
部
員
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
て
「
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
話
す
。
ま
た
、
父
兄
の
一
人
は
「
今
の
子

供
は
、
私
た
ち
の
頃
と
ち
か
っ
て
大
勢
（
集
団
）
で
遊

ん
だ
り
す
る
こ
と
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
…
…
。
集
団
で
何

か
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
貴
重
な
体
験
で
す
。
大
人
に

な
っ
て
か
な
ら
ず
。
フ
ラ
ス
に
な
る
と
思
う
の
で
良
い
経

験
を
さ
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

こ
。t
 

少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

丈
夫
な
子
供
を
生
ん
で
も
ら
お
う

と
、
村
で
は
毎
年
妊
婦
を
対
象
に
「
母

親
学
級
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
7

月
1
9
.
3
1
日
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
こ
の
母
親
学

級
。
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て

る
た
め
に
勉
強
し
よ
う
と
1
9
人
の
妊

婦
か
参
加
し
ま
し
た
。

「
妊
婦
の
栄
養
と
調
理
工
夫
」
な

ど
か
医
師
、
保
健
婦
に
よ
っ
て
講
義

さ
れ
、
そ
の
全
課
程
を
終
え
た
方
に

修
了
証
書
か
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
は
「
た
め
に
な
る

事
ば
か
り
で
す
の
で
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
生
む
の
に
自
信
か
つ
い

た
よ
う
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

丈
夫
な
子
供
を
と

田
親
学
級
開
く

婦
人
消
防
隊
防
災
訓
練
リ
ハ
ー
サ
ル

初
期
消
火
の
大
切
さ
学
ぶ

* * 

本
村
婦
人
消
防
隊
で
は
、
八
月
十
九
日
、
明
中
校
＊

庭
に
お
い
て
防
災
訓
練
（
消
火
訓
練
）
の
リ
ハ
ー
サ
i

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
~

こ
れ
は
、
九
月
二
日
に
行
わ
れ
た
第
五
回
明
和
村

防
災
訓
練
に
先
立
ち
実
施
さ
れ
た
も
の
で
ー
ー
ー
こ
の

日
は
婦
人
消
防
隊
員
一
五
四
人
が
参
加
。

明
和
分
署
署
員
や
村
消
防
団
本
部
団
員
な
ど
の
指

導
の
も
と
に
①
消
火
器
の
使
い
方
②
ぬ
れ
布
に
よ

る
油
ナ
ベ
の
消
火
③
三
角
バ
ケ
ツ
に
よ
る
消
火

④
部
隊
歩
行
訓
練
（
分
列
行
進
）
な
ど
の
訓
練
か
行

わ
れ
、
皆
さ
ん
初
期
消
火
か
い
か
に
大
事
で
あ
る
か

な
ど
を
実
践
で
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
一
人
は
、
「
今
日
は
良
い
体
験
を
し
ま
し

た
。
い
ざ
と
な
っ
た
ら
冷
静
に
行
動
で
き
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
か
、
自
信
み
た
い
な
も
の
は
感
じ
て
い
ま

す
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

しのぎよしえち

ゃん （大佐貫）

かんごふさんに

なりたI.,‘。かっ

こいいから。

あらきとものり

くん （大輪）

さっかーのせん

しゅになりたい。

ゅうしょうした

しヽから。

、

きだやまなつこ

ちゃん （須賀）

かしゅにな＇）た

い。うたかうま

くなりたしヽから。

しあのやあきひ

ろくん （須賀）

やきゅうのせん

しゅになりたい。

かちたいから。

|— 
きだのけいこち

ゃん （須賀）

かしゅになりた

い。うたかすき

だから。

•• • 
}—•` I 

• • 
はすみさちこち

ゃん （大佐貫）

けんどうのせん

しゅになりたい。

おねえちゃんが

やっているから。

だむらまきえち

ゃん （大佐貫）

かんごふさんに

なりたい。みん

なのびょうきを

なおしたいから。
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ぼくの夢

わたしの夢
（今月は西幼園児たち）

攣？

むらだかすひろ

くん （大輪）

やきゅうのせん

しゅになりたい。

かっこいいから。

* 

中
央
公
民
館
で
は
、
夏
休
み
に
ふ

る
里
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と

小
学
生
を
対
象
に
「
ふ
る
里
見
学
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

三
十
六
名
の
一
行
は
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
な
ど
で
公
民
館
を
出
発
。
南
大
島

に
あ
る
「
三
五
詠
歌
碑
」
を
皮
切
り

に
村
内
の
名
所
旧
跡
や
工
場
団
地
な

ど
十
三
カ
所
を
見
学
。

村内13カ所を

ふ
る
里
見
学
で

郷
土
意
識
向
上

＇
贔
、
．
｀
‘
！

そのべちえこち
ゃん （須賀）

そろばんのせん

せいになりたい。

うちのおかあさ

んのように。

いわさきあきひ

とくん（入ヶ谷）

さっか一のせん

しゅになりたい。

かっこいいから。

えびはらきょう

こちゃん（入ヶ谷）

うちのおかあさ

んみたいになり

たい。だいすき

だから。

ジ
ュ
ー
ス
工
場
で
は
、
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
た
近
代
的
な
機
械

設
備
に
、
皆
さ
ん
お
ど
ろ
い
て
い
た

様
子
で
し
た
。
ま
た
、
名
所
旧
跡
に

つ
い
て
は
、
同
行
し
た
村
文
化
財
保

護
調
査
員
の
金
子
利
一
さ
ん
に
そ
の

都
度
説
明
を
受
け
郷
土
意
識
を
深
め

た
よ
う
で
し
た
。

七
・
八
月
の
日
曜
日
の
三
日
間
を

利
用
し
て
邑
楽
郡
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
主
催
の
大
会
が
、
本
村
の
河
川

敷
運
動
場
で
行
わ
れ
、
各
町
村
の
強

豪
5
9チ
ー
ム
に
よ
っ
て
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
．

そ
の
結
果
、
B

ブ
ロ
ッ
ク
で
「
大

輪
ラ
イ
オ
ン
ズ
」
チ
ー
ム
が
準
優
勝
、

「
須
賀
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
」
チ
ー
ム
が

三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

:
·
…
…
•
•
…
・
・
・
・
・
…
…
…
…
…
．
貪
：
·
·
…
·
:
·
…
•
•

.;………………………………… 

.. 

貪
•
•
…
•

会
内
『
大
輪
ラ
イ
オ
ン
ズ
準
優
勝

大
君
い
須
賀
ソ
フ
ト
ワ
ラ
ブ
三
位

R

ボフ

栗原牛ーさん

（南大島）

明
和
村
防
犯
委
員
の
栗
原
牛
一
さ

防
犯
活
動
で
表
彰

て在 会群 非向ん
いま栗連馬こ行けは
］で原合県の防各‘
。防さ会警程止種明
お犯ん長察‘な犯る
め委はか本そと罪い
と員‘ら部の活の地
、と昭表長功躍予域
し和影．績さ防社

ざて 36 さ県がれ‘会
い活年れ防認て青の
［躍かま犯めい少建
さらし委らま年設

: てれ現ぢ員れtのに* • •・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

, I I＼三＂ ノ'

あらいけいじく いしガわようこ だけごしだいす みやがわなみち ゃまのいとしゅ ねぎしあいちゃ
ん （矢島） ちゃん（大佐貫） けくん （川俣） ゃん （須賀） きくん （大輔） ん （大佐貫）
さっか一のせん はなやさんにな かいしゃいんに かんごふさんに さっか一のせん かんごふさんに

しゅになりたい。 りたい。おはな なりたい。きか なりたい。びょ しゅになりたい。 なりたい。ひと

さっかーはおも かきれいだから。いをつくれるか うきをなおせる きんめだるかほ のめんどうをみ

しろいから。 ら。 から。 しいから。 るのかすきだから。

◎ミニ情報…虫さされには朝顔の葉の汁をつけると大変効果があるそうです。（一村民の人より）

中
国
で
は
一
九
七
五
年
の
春
ご
ろ
か
ら
竹

か
い
っ
せ
い
に
花
を
咲
か
せ
パ
ン
タ
の
大
好

物
で
あ
る
竹
（
笹
の
葉
）
か
枯
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
多
数
の
パ
ン
ダ
か
餓
死
し
て

い
る
こ
と
を
会
長
の
石
崎
栄
一
さ
ん
な
ど
を

通
じ
て
知
っ
た
、
矢
島
の
子
供
会
（
主
に
小

学
六
年
生
）
は
パ
ン
ダ
を
救
お
う
と
、
こ
の

ほ
ど
自
分
た
ち
の
こ
づ
か
い
や
地
区
の
夏
祭

り
で
古
本
の
即
売
会
を
や
っ
た
売
上
金
な
ど

二
千
円
余
り
を
送
金
。

こ
の
お
金
は
「
世
界
野
生
生
物
基
金
日
本

委
員
会
(
w
w
FJ
)
」
を
通
じ
て
中
国
に
届

け
ら
れ
ま
す
。
同
子
供
会
で
は
、
こ
の
こ
と

を
他
地
区
の
子
供
会
な
ど
に
も
呼
び
か
け
輪

を
広
げ
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

パ
ン
ダ
死
な
な
い
で

矢
島
子
供
会
で
救
援
金
送
る

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ * •・・・・・・・

^ 

の両チームの皆ざん

. . * 

いしかわともひ

ろくん （川俣）

かかくしゃにな

りたい。せかい

のひとをまもる

ため。
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`饂f限文化大学OJご案内 I
聴講券は 10 月 1 5 日から販売します

「村民文化大学」は、合年で六回目を迎えましだ。村民のみなさんに親しまれ、すつ

かり定着しだ大学です。 「村民にとって教養が高められる唯一の講座です」と多くの人

に好評を博しています。今年は‘誰が来るのだろう”と楽しみにしている人も多いこと

でしよう。令年もみなさんに満足していだだけるバラエティーに富んだ人をあ招きしま

しだのでご参加ください。

＊販売期間………… 10月 15 日～ 11 月 5 日までに直接中央公民館へ
＊聴講券…………500円（四講座セット）
＊申込方法…………中央公民館の申込書に現金500円を添えて申込み下さい
＊販売枚数・・・・・・・・・・・ •500枚
＊会 場・・・・・....…中央公民館

11 月 9 日（金） PM6 : 30~8: 30 

演題『こともの心にととく教育を』

教育評論家何§ネ｝ Hしオ＄先生

11 F.J 22 日（木）

｀プロフィール｀｀べし
昭和 2 年、山形市に生ま

れる。昭和 23年、山形師範
学校卒業後 6 年間山元中学

校勤務。その後、昭和31年

駒沢大学を卒業して明星学

園に勤務。戦後教育に体あ

たりで「教育実践記録」を発表

昭和39年から TBS 全国

こども相談室回答者として

活躍中。主な著書に「山び

こ学校」、「詩の授業」、「ヘソ

の詩」などかある。

PM6 : 50~8 : 30 

演題『スポーツと人生』

元巨人軍投手ff H1 1正 ！し先生
｀プロフィール｀｀べし
昭和 16年生まれ、前橋市

出身。昭和37年日本大学卒

業後、読売巨人軍に投手と

して入団。 ‘‘8時半の男”とし

て 8 年間活躍。昭和44年現

役を引退後、巨人軍·日本ハ

ムのコーチとして手腕を発

揮。 58年にユニホームをぬぐ。

その後、夕刊ふじなどの

スポーツ記者として活躍中。

11 月 17 日（土） PM6 : 50~8: 30 

演題『ことばと人間関係』

芦：アナウンサ一生方恵一先生

l凶 1 日（土）

｀プロフィール｀｀べし
昭和 8 年生まれ、前橋市

出身。昭和31年早稲田大学

卒業後、 NHK に入りアナ

ウンサーとなる。旭川、札

幌、大阪を経て現在東京勤

務。あたたかい人柄からに

じむ軽妙な番組運びで視聴

者を楽しませている。

主な担当番組として「 N

HK 歌謡ホール」、「ふるさ

と歌謡道場」ラジオでは「ひ

るの散歩道」などかある。

PM6: 50~8 : 40 

演題『高齢化社会と女性の生き方』

評論家桔直日見i i2 先生
｀プロフィール｀｀べし
昭和 7 年東京生まれ。東

京大学卒業。昭和31年東京

大学新聞研究所でジャーナ

リズム研究後、時事通信社

に入社。その後、学習研究

社などを経てフリーとなる。

OL教育、婦人問題、教育

問題などの幅広い評論家と

して活躍中。

主な著書に「親と子の距

離を考える」、「人間のため

の教育」などかある。
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昭和59年『子とも会』少年野球・少女ソフトボール大会結果
（東部地区） （西部地区）

少年野球 少年野球

南
大
島

下
江
黒

斗
合
田

15 

上
江
黒

ロ

大
佐
貫

須
賀
・
川
俣

矢 新 中 大

島 里 谷 輪

⑪
期
日

1
1
1
0
月

2
1日
同

⑰
対
象
者
1
1
4
0
歳
以
上
の
者
で
編
成

し
た
チ
ー
ム

⑰
場
所
1
1

河
川
敷
運
動
場

⑰
申
込
み
1
1
1
0
月

9
日
ま
で
に
社
会

体
育
館
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

壮
年
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

少女ソフトボール大会

上
江
黒

江

29 

千
津
井

22 

斗
合
田

田 南
大
島

大

ロ 島 輪

大
佐
貸

新

里

須
賀
・
川
俣

中 矢 梅

谷 島 原

第27回村民野球大会結果 第 4回事業所対抗ソフトボール大会結果

II 

ー
矢
島

4

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

5

新
里

9

キ
ャ
ン
バ
ッ
ク

1
0束
武
職
員
会

1
1明
和
村
役
場

10 

1
2大
穴
ズ

I 0 

9

明
和
村
役
場

7

千
江
田
泉
協

6

シ
ノ
コ
ン

5

橋
本
産
業

3

日
東
製
器

2

ス
ナ
ガ
R

シ
ャ
ー
ク

ー
や
ま
う
の
漬
物

8

持
田
商
工

7

ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

6

フ
レ
ン
ズ

3

明
和
ス
ワ
ロ
ー
ズ

2

橋
本
産
業

4

大
幸
化
成

8

三
明
梢
密

（
キ
ケ
ン
）

1
0大
明
金
属
工
業

村 の う ご き

9月

11 日

12 日

14 日

16 日

19 日

23 日

28 日

30 日

II 

10 月

14 日

任意共済運営委員会

秋の全国交通安全運動推進

連絡会議

敬老慰問

第3回村民ゲートボール大会

第 3 回村議会定例会 (21 日

まで）

成人式

第 9 回老人福祉大会

西小運動会

第 5 回福祉スポーツ大会

村民体育祭（予定）

い
く
と
せ
を
守
り
通
さ
む
畑
に
仔
つ

白
き
腕
吊
れ
り
老
ひ
は

坂
上
千
枝
子

嫁
ぎ
し
娘
の
心
づ
く
し
の
夕
膳
に
病

院
食
を
想
ひ
て
食
み
ぬ

細
田
武
子

後
の
世
に
延
命
地
蔵
と
あ
か
め
ら
る

義
理
と
は
か
く
も
哀
し
き
も
の
か

山
形
ト
メ

義
兄
病
め
ば
庭
の
草
花
持
ち
帰
り
て

朝
毎
に
水
や
る
習
慣
と
な
れ
り

立
岡
正
夫

幾
度
の
雪
に
も
め
げ
ず
春
く
れ
ば

亡
夫
の
手
か
け
し
花
芽
と
り
ど
り

本
澤
シ
ズ

遅
咲
き
の
桜
の
生
命
短
か
り
蝶
舞

ふ
如
く
に
も
肩
に
も
触
れ
つ

多
田
は
つ
江

日
毎
夜
毎
社
用
や
み
く
も
息
の
面
に

気
づ
か
ひ
優
し
き
嫁
の
声
す
る

江
森
政
美

出
産
近
き
嫁
と
茶
の
間
に
き
じ
鳩
の

つ
ひ
ば
み
見
居
り
息
ひ
そ
め
つ
つ

奈
良
原
き
く
の

育
て
あ
げ
母
の
日
は
遠
し
老
ひ
二
人

苗
箱
運
ぶ
は
づ
か
な
田
植柿沼

ま
つ

旅
ゆ
き
て
初
め
て
踊
る
佐
渡
お
け
さ

照
れ
る
手
足
の
ぎ
こ
ち
な
け
れ
ど

江
森
佳
世
子

露
草
に
光
を
追
へ
は
螢
さ
へ
夫
婦
む

つ
み
て
息
き
す
る
ら
む
か

瀬
下

一
江

横
塚

9ぃ
田
塚
と
く

・

1
J

ー

ー

7
9
（
誠
一
郎
）
千
津
井
8月
1
0日

8
9
敏
雄
中
谷
8

月

1
5日

世
帯
主

氏
名
年
令
也
区
死
亡
月
日

（
）
は
新
i

*9 月 10 日は「全国下水道促進デー」

ー
死
亡
ー

敬
私
略

12 

〇
滝
口
清
一
さ
ん
（
梅
原
）
は
‘
亡

妻
の
供
養
に
と
五
万
円
を

0
吉
永
公
子
さ
ん
（
梅
原
）
は
、
交

通
事
故
見
舞
金
の
一
部
三
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に

使
っ
て
下
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会

の
奉
仕
銀
行
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ー
出
生
ー

氏
名

（
敬
称
略
）

似
淡
者
続
柄
地
区
生
年
月
日

今
成
望
美
茂
美
長
男
干
洵
井

7

月

2
3日

立
木
久
美
イ
心
甲
彰
二
女
梅
原

7
月
2
3日

始
澤
智
恵
美
一
幸
二
女
梅
原
7

月
2
7日

中
里
麻
友
美
幸
徳
二
女
新
里
7
月

2
9日

奈
良
勇
茂
長
男
千
利
井
7
月

3
1日

織
笠
慎
也
光
博
二
男
田
島
8

月
7

日

関
口
健
二
忠
男
二
男
中
谷

8

月
9

日

酒
井
大
軸
政
春
長
男
千
淘
井

8
月
1
1日

野
村
光
秀
新
―
二
男
南
大
島

8

月
1
1日

関
口
裕
美
イ
心
一
長
女
川
俣
8
月

1
4日

江
原
麻
美
正
樹
長
女
干
津
井
8
月

2
4日

16 

⑪
含
困
言
⑱

＠
翁
◎
国
誼

か
ら
伝
言

あ
＇
虐
よ
｀

（
｀
ぶ
く
f
升運動目標‘＼下水道に対する認識の高揚・下水道の普及促進”なと

一
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8 月の

貪―＝→、炒6

救急車出動回数
●交通事故 3 件
●急病 4 件
●その他 5 件
●計 12 件

: 館林邑楽地区 館林地区 明邑千楽和代板地田倉区
日

産婦人科 耳鼻科 内 科外科

9 月 16 日
横田医院川田医院 須田医院穴{ 72) 0862 津久井医院 井上医院

;、；:̀ fl(72) 0 2 5 5 ff(72) 3 7 2 4 多々良診療所 fi 72)3060 合(72) 3 3 I 6 合(82)1131
曜

浜野医院原医院 阿久津医院ff(72)3315 岡田医院 小西医院
9 月 23 日 合(88) 5 6 7 8 合 (72) I 9 3 6 ゆたか医院合(73)7308 合(72) 3 I 6 3 H(BG) 2 2 6 I ；日あ当

9 月 30 日
白沢医院川田耳鼻科医院 後藤（愛）医院合{ 72 } 0134 宇沢医院 石山医院
合(72) I 6 0 0 fl(72) 3 3 I 4 上野医院合 72 3330 fl'(74) 8 7 6 I ff(82)0 IO 3 

番
森下医院fi'(73)7776 最上医院

10 月 7 日
落合医院後藤（康）医院 竹越医院 いの
合(72) 3 I 6 0 ff(72) 3 9 7 5 清河堂医院ff(72)3070 合(74) 3 7 6 3 ff(84) 3 I 3 7 ゜で

医
安楽岡医院匹（72)0572 館 :1 医院 館林地区が 喜10月 14 日

根岸医院小倉医院
合(72) 3 2 6 2 合 (72) 0 6 0 6 大島診療所ff(77) 1503 合(7 2 I I 2 担当します でで

蒼
募
集
人
員

一
般
投
票
業
務
（
発
売
・
払
戻
）

若
干
名

圏
応
募
資
格

原
則
と
し
て
館
林
市
内
及
び
邑
楽

郡
内
に
在
住
（
九
月
一
日
現
在
）
し

て
い
る
四
十
五
歳
ま
で
の
女
性

館
林
場
外
競
輪
車
券
売

場
臨
時
従
業
員
を
募
集

昭
和
六
十
年
版
の
「
県
民
手
帳
」
．

「
農
業
日
誌
」
は
い
か
か
で
す
か
。

県
民
手
帳
に
は
、
県
民
の
だ
れ
も

か
知
り
た
い
興
味
あ
る
デ
ー
タ
ー
か

た
く
さ
ん
集
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
日
誌
に
は
‘
季
節
に

応
じ
た
新
し
い
農
業
技
術
な
ど
最
新

情
報
か
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
民
手
帳
・
農
業
日
誌
の

予
約
申
し
込
み

歌
会
始
の
お
題
は
『
旅
』

昭
和
六
十
年
歌
会
始
の
お
題
は
「

旅
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

＊
詠
進
要
領

●
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一

首
と
し
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
）
と
し

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詠
進
の
期
間

●
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で

ご
希
望
の
方
は
、
近
く
申
込
み
回

覧
か
回
り
ま
す
の
で
お
申
込
み
下
さ

い
。
な
お
‘
価
格
は
県
民
手
帳
か
三

百
円
、
農
業
日
誌
が
千
三
百
四
十
円

（
予
約
価
格
）
の
予
定
で
す
。

次
の
と
お
り
技
能
検
定
試
験
が
行

わ
れ
ま
す
。

奎
検
定
職
種
お
よ
び
手
数
料

＊
鍛
造
、
工
業
包
装
、
農
業
機
械
整

董
選
考
試
験

簡
単
な
見
取
り
算
、
乗
除
算
及
び

面
接

奎
勤
務
日
程

毎
月
六
日
間
（
金
・
土
・
日
曜
日

又
は
土
・
日
・
月
曜
日
）
で
午
前
十

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

圏
賃
金

日
額
三
千
六
百
三
十
円
、
そ
の
他

諸
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

奎
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

技
能
士
検
定
試
験
の
実
施

消
防
設
備
士
試
験
の
実
施

＊
送
り
先

「
〒
1
0
0

東
京
都
千
代
田
区

千
代
田
一
番
一
号
宮
内
庁
」
へ
。

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え

て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
約
2
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

) 
,
'
ノ

旅
レ

、
、
、
、
、
、
、
、、

、
、
、
、
、
、
一

メ

9
9
9
9
9
9
9
9
9

・
（
折
リ
目
）
＇
9
9
9
9
9
9
9
9

，
チ

郵
便
番
号
‘
住
所
ン

ふ
り
が
な
迂

―
氏
名

1
3

糸

生
年
月
日
（

備
、
配
管
、
婦
人
子
供
服
製
造
な
ど

＊
手
数
料
は
（
職
種
に
よ
っ
て
異
な

る
）
実
技
か
六
千
五
百
円
i
一
万
一

千
円
。
学
科
は
各
職
種
と
も
二
千
円
。

〇
実
技
試
験
期
日
1
1
1
2
月
1

日
i

6
0

年
2

月

2
5日
の
間

圏
学
科
試
験
期
日
1
1
6
0
年
2

月

1
0日

•
1
7日・

2
4日

奎
試
験
場
所
1
1

職
種
に
よ
っ
て
ち
か

い
ま
す
の
で
左
記
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

圏
願
書
受
付
1
1
1
0
月
4

日
i

1
7日
ま

で
九
月
二
十
五
日
ま
で
に
所
定
の
用

紙
（
館
林
市
商
工
課
に
あ
り
ま
す
）

に
記
入
し
て
館
林
市
商
工
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
詳
細
は
同
商
工
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

＊
日
時
1
1
1
1
月
4

日
同
午
前
9

時

＊
場
所
1
1

県
立
前
橋
工
業
高
等
学
校

（書式図）

職

業

9
月

2
3日
は
、
第
3
0回
明
和
村
成

人
式
で
す
。
該
当
者
は
出
席
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
教
育
委
員
会
へ

（
前
橋
市
）

＊
試
験
区
分
1
1

甲
種
、
乙
種
各
全
類

＊
受
付
期
間
1
1
9

月

2
6日
か
ら
1
0月

5

日
ま
で

＊
申
込
み
先
1
1

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
予
防
課
ヘ

＊
手
数
料
1
1

甲
種
五

0
0
0
円

乙
種
三
四

0
0
円

※
※
そ
の
他
、
詳
細
は
消
防
本
部
（

6
⑰
3
1
7
1
)
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

祝
成
人

圏
申
請
先
お
よ
び
問
い
合
せ
先

伊
勢
崎
市
宮
子
町
―
ニ
―
一
番
地

の
一
『
群
馬
県
職
業
能
力
開
発
協
会

(
6
0
2
7
0閲
7
7
6
1
)
』
へ

｀｀｀阿
¥ 

//  口

稲
の
雀
害
防
止
の
た
め
、
防
雀
テ

ー
プ
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
強
風

な
ど
で
テ
ー
プ
が
切
れ
送
電
線
に
か

ら
む
な
ど
し
て
大
変
危
険
で
す
。
し

っ
か
り
固
定
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
鳥
害
防
止
用
と
し
て
爆
音

器
を
使
う
場
合
に
も
周
辺
の
住
宅
な

ど
を
配
慮
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

防
雀
テ
ー
プ
は
、
し
っ
か
り
と
め
て

爆
音
器
の
使
用
は
配
慮
を

集
合
納
入
日

2
5日
東
部
児
童
館

2
6日
中
央
公
民
館
和
室

2
7日
明
和
農
協
第
一

相
談
・
検
診
（
毎
月
実
施
）

＊
月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

●
日
時

9

月

1
7日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

●
場
所
役
場
第
3

会
議
室

＊
交
通
事
故
相
談

●
日
時

9

月
認
日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

●
場
所
館
林
市
民
相
談
室

＊
年
金
相
談
（
各
種
）

●
日
時

1
0月
4

日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
で

●
場
所
館
林
市
役
所
相
談
室

●
内
容
各
種
の
年
金
一
般

＊
健
康
相
談

●
日
時

9

月

1
8日
、

1
0月
2

日
受
付
は

9

時
3
0分
1
1
0

時
3
0分
ま
で

●
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

＊
妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後

1

時
1
2

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
水
道
料
、

固
定
資
産
税
三
期
、
国
民
年
金

三
期
、
農
業
共
済
（
園
芸
施
設
）

で
す
。

＊群馬県秋の環境美化運動…… 9 月 1 日～ 30日合回は、農業団体を中心とした「田畑ワリーンキャンペーン」が重点運動です。
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